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1A01 重イオ-_.I i~止能の~t算-楠1をあ)lifI面一

(府守) 0淘 f助オト 市民宏

?寄与に訓可る祖止策の(直li 佑工ネ lし干一拍戒をのぞけ|ず ßet~1巴 -8Qoch_ óì i\ l~よ)
自¥jJ.') f板良く計等できる。 it二System証tecsl~ ct 1) ~ミ:百円)u l T二一街地1)刊1'fti-
9 I =-ail L T:: tので有用である。(力、L壷イオンI=-対するpJi止1iEo計耳Idl世干しも晴子の喝
令{エピI J，~板r<< て弓 1JL¥。その堤削ーづIJ イオンの郁日を'fo)lて71-J-r併が‘
弐m様tl砲で計算1:入寸てくるためてある。

S; ~ (争中p

ミごでSI!pR止1E，T七¥1鳩寺町有初を苛/¥71-7-，ちIlJ女を街である。寸芳、'/']ス
j， ， 'p 11引lぞ~lをイズーノど尚子主表的寸。 SÆ 'r SpIJイオン蓮長ヒ錠耐Y而じて、ある。
ヰ\jイオコ工不 iし~"-1)'¥0午付近11/avrw ~‘よ上て 111.0 と考えて良い:J ihについ111正し
川直時切ら汀れ垂イオJに抗するr!J_~'Ë S~ 内等精度rJ~みの制 I~犬でく
完走)てれること~'ì'(1 r汽町、うれから。こ oì ~1W. (~勺\ \(こ ~ln'う旅百すして汁る。 77)~1ヰ
(こ1<w.ppとTei2e-r'1-) ¥Jトーマ7"7'J: ¥l :_ <<J ~、羽鰹ttt叫して弓P1031引の崎て
あることむ監愉Î;:)[尊でど、 l7::. o ごこで ßIJイヌ「ノ X光の速度下tである。 19βヰ(~IJ
sa_rねS5)似のよう1JYW1こ陶する与を駅モ提案lrてb
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百# = r一以p(一lATP3f/3j (X、)

その後もいくづかO)W喰号、ri'ì'梶柔さ~~l ている、査イ方ン~R止策に l有可る干支tEの干、戸 7t~'l
同L1. Bar、lca.sOit九モ旅証Lf::.。その結呆モク1コー凶に示め可。こごでj"リいI 十て::-~l1¥. ¥ろ
失11(1)六モ{震って来的Tごγ明てこL¥lt下JZヒ司る。その際 SplJA凡derso花守_a)，の値E
f交った。 S~ Iま各種の壷イズン一樹杯にづいての実号制民イぞい，イ方、/工不lレギーの託
i自110.4--円払/1IUtJ上に限った。開I!(めれ表的Lrこものて， /T-，制の仰β3ri了州/ゴへ〆
あよMυび.杢杢斬イオわノ一保麟体否五‘lに口:コづ¥¥刈て刊刊lは恥ヰ此と人ゆ拳ひ印1'7qf窃穿者蒜rヒ凶4州φ利州川L以山iμ附j内附()t七一《絞(川てTl吋:
7附二オボボbがが卜'i'-:>、)つぺて ふみP町精椴皮181)ドに刺iば|ぱぎf，(1)枇 (ω♀心)r式勾丈¥¥に二1よ1)げ少卯h以くとωもe刊ψ灼L‘t州i向的|内句の仰F椴核t乏釘イ
才ン|にτi杭守可るj51:1よiitt計専でさるとと前十hから。「ゴミLO.~ 仇l7/らmu 以上のイヰンI:rft
づた喝令て、ある。請寅亡11 '/~以こ|判可るイぜの経喰気ßì狩ft~' よび略号i二日可る祖止能的
和室í~にづいての射咋古来E 似れ，をイオーノト1止~t~~t耳有f民向上でてる言採にづい
てJ警察可る。

IJT-::(Iんfてら'). 11i1'ひろし
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1A02 S9弘勺9，209Biの (.3He" ~)反応につい Z

(東大RI総合セ) 0中村由美 (都主大正里) 中原弘道
(北里大衛生) 村上悠治改阜

く絡す〉

これ"1t殺反え丹主等々反氏:A者1埠ιle番場遁司王ι煮な最初-0¥過程れよく有究ゴれてし、
るが.I狗名問者互に IJ二号えっVl.il!維で11託叫でを fJν 命令"，あ')• 手 f::、殺 0~}姫手司エ手
lレイ/スぐクト iしの現1)史.宵良ゲキ司測定，=j.， l' 1..もこ丹遁錐 t I~ 不 t /~ずある。1!i拝‘
えっ町通経司ザ問司 p;e-e~!A ì '1; brl u~ Aff'(こっ v t例 fれ IJlめてし、ふ桃川で 11特
l亡入射材手勾絹令工手 Il-ギ/ず1，¥，]、 1.v' こ ιEあ')(I長者進(τ 娯味1]¥持われる o )ト判官で IJ

3H岳民えの励忠明執号千/タ I;¥，y(J I、こヒ tj"~. 1(/ げ"Vl て η 励疋l担ザ'~ t5lGめ‘ 日記耕j構
解明に弘幸 fJJf耳聖子〆ヂ ιL1こ。 9"庁、り卜 ιして 11.代義尚 fJ管萱頓畝どの民to1-ネ
lし究、/イ主再，f生五調ヘゐ 1ニめに _J'f (0; M Aヲノ 2"7s，‘i明い fこ. 1 f:、入射線争 4ピp ム方修7
1こ梗彩 Lfニ疹1設核内平均反比事牲左折めfこ。特{二、(31九九)民疋 lこ主131/ 1、4巧民民;
斡揖 i}X丹之、革、君、 5~ 祭 l i:o @ 
の/"$5 のIt.#--:r:.ネ I!.-苛〆!羽骨二五1司いて)..寄t-11句へ勾千ttf氏自ι義経1)....~艮靴工ネ I~ ぞ
戸主来、め、積争続通常世〈企建物量殺行、 7óJ1 ?1年.#:.}致 tl~ )ι 4f-iv ド場イデ巧~iJt，-r手 JLキー
の号f博値 ιの此章夫t1J(Jう。 (J)

@円・sJC!ll'>l. ; 巧堤耳目 Lf-:. pre-~uìlìbrl'l.A例迫維で勾綾手萩が~- t<わず気ずt;~尊 vIt@
0(，e，1I.)ぷTo~正/13<.. 'C I C 0(1l.?l) ; (3He) "，，)政氏:呼民たMt白銭信M.:全段た制使
E't: 1費な体勾励丸エネ lLF守、-I 8x.:住7試正夫勾j翼手話ベテエネ iし千二} C~. 身、争各号ど噴警戒
に十)五'"i h ~~~ ) (こ侠ヲて的Jl都ゲラつ!こ 70¥7-，，)ト Lて二の遁誰 l:'ついて戒対すら。
く守{成〉
ヲ---1)""卜弔電(作~じ L て、 B: 1} MYé とに )_IXJ乍].γ~/c，d f写l二要望者番 2イI1'Jヲじら 11

~毛3去、!~ tリよ-v/o担例〆/草 01).'(:ιっす if>1:-のYZZ暇作 Lf-:.p A't 11之ヲレ札('J'l.<?9幻のす
政勾内局1.1司ぃ[亡何 jv~ 12 ~矢持品五、ザ)=反比義経科えl司叩 A同措( '¥.令"r/r/lYl')主将入 Lて
スタゅ 1t L f二o 1室内司ザイ?17トwンずJ;..O仇7司3He~~.射 i 11 fJ勾 f:.o(0， A') IJ I pAτ 
30 々、~~Jf L. r ~;~J史 l. ~1 {J， l:o [3，' rJ 0、いAで之持l前男身1レ O'a覧刻えιSiCAu)A良市障
pl を!ギ拳休載il~ ~τ01<<刻えるずJrJゅ Tご。平均艮此義経14、 í~>í' Aι/(Acf At )， 
( 1ニ?~ゲヅ 1- Ji， Aι:寺町1...-づ干イ n寸司イ貴司1佐，At、7-ザリト寸今 1~布告色)
てすtj l f: 0 
く稀報考察〉
5宇co[3/イe)九)6/仏ノ /UTA7(3lイe，九)卯1人p MSJ(3/イ<::，九)21/At司j初足1需叡iJ 11，γ/の
ようてあラ fニp 1 íτ、手間反問L~錐勾珍j史街~ 1Ft， LS.s 1: r i)持管長司氏此zネtし有一
色糸、めて 3パιのX完l'エネ Ilキー)::)す L1.プロット Lrτ 号。父 fil予乙 7ーあふ l~寸 9 安綾 l手、
全1!哲治重婚す?反応riJ Jt1fJ、 lユ続ょが‘放i....'1 Jt r 二 ι 考 ιTご揚~ヲ足蹴メネ 1し守、ーノ f、経 1]/uo 
ヌ雨す lご戒せ;てれ f:t-考えf二揚や司反比τネ 11"'¥'、 -l :r、(トーか これGに 5フ f作，れ)

fJ 1]' i;ら"'1'11 (] 1)' l1 cかろ 11) -[‘ lよ1)'11叩 1お
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民氏 i二克"，.t 11. fl更
令1変形1¥遁d生以外の

氏元紙梧ぷ久主く者

与してレゐじν うニ

ヒポtjιGれゐ.-;f 

f二、イ11Jみ断念
てr"1判定(文献í-a~)'-V

1Jι 君、~. C }/-{t'， 'YL. ) 
及 iたにお 11 る百:rf~
耗d)~ -t IJ ぜれ I~ t 
7えをく (jv'ι疋ふれ
るe 京 I~ î/.131の刊'1V~

の pte-~L< ìhbr川骨\.ß.牲
に巧 C'l.布有胃、1.11
rJ今[て， 7L i守主i"，t 
i二tt"1: 3jイei主氏、内
守政え的面教Z理静

ヲ↑場 l1.， O(i;.，n )九ど ρ
tJTMai.~ 134 ~ 司't¥>:.¥i(. lプロ

けト lr=丹がIゴlザ3'(あふ寝殿イト l旬、 1:
い<:....，かの (3ん，九)氏;iv.:， 171丈昨イiil司レ Z.t 
U リ トl1.均{ニ，号定戦地d')議，1、之究3r1イ吠
主主主的 初頭1窒』数九五τrl草l1: t:ごろ‘
!'f (0 : 3.民 MA~ : ./;..07， MI3. : 3，06であ?f~ p 

/敏l....pre-~~I.I"'，'htl ν.，.， .Il ~î 7") i欧3救忠 l二
おいて 'He.r;z 1たず 11 九.~といあお I いろ，

i、ef.軟に沿いて l'I(c，川A，{，J -有 ¥T: V¥ ， 
d吋 s;T ld表qる値乙汀勾(:ー陶瓦回数づ科 t
イペ、法ワ Hc民宿1Lf、l1 c'るが、段式格4属。¥

こ勺崎、肉T良fJろかと 71)、，1τ5Iこ殺訂正幸

ずゐ ιiてあれら。
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1A03 mAu+以 九A十"'He8..t0の反応紙穐 (rr) 

(毛ほえ理) 永目論-~~. 0末本塔イ子高橋正人工藤えH?J
中J示3b..遁

祐吉〉投反応j稔構を解明するために、特に子長官4互に孟目した場合 主に生以技種の見地図
数、 4長晃ノ性体庄瓜断曲種此及ひい也氏及闘t:t支の平均義程の方法が用いられる。~夏位体生成
断l畝宣比l"d、入射手i手lこよ勺て持ち込立れた角運動量が?ーケ¥ソトに手乙われる瓦合、つ
j 1)運動量移行の経度を示唆している。 またーヰ均翻呈Ij~主出粒子の角度料ゃエネ lレギ
ースペアト lしを反映しており、これらの f情報から板反;'0~邸主に閉する知且を得るこヒヵγで
きる。本胡先で 1;1、〆打Au十以、 /97Au + JJ.le反応Jてい生成する校異，)色体に7主目し、これわの也氏

断面穐臥び千均献呈はわてきたI;今回目、特に、準卑定状鮭の核種に重点をわいて再
庖雄討を行むゥ t:_Q T o.b le ¥ (.;1 ~主主駿て用いた技権の半減期、 2手専定灰色広ぴ基創丈患の
スピシと生成する及A'型をホす。
Table I. Reaction modes and nuc1ear properties of the nuc1ides used in this work. 

Nuclides 198m
AU 
1989
Au 
196m
Au 
1969
Au 
198m
T1 
1989
T1 
196m
T1 
1969
T1 

React工onmode (3He，2P) (3He，OI) (0I，3n) (3He，4n) 
(01，回n)

Ha1f-1ives 2.30 d 2.698d 9.7h 6.18 d 1.87 h 5.3 h 1.41 h 1.84 h 

Spin(J) 7+ 2 7+ 2 12 2 12 2 

定段 )'fーザw トには'
97
A(.Iブオイル(6 ""'/0ザんげ)色、生成及挑校の摘穫に1.:1TJ 7オイ lし

( /Vlf"S吋'Ic吋)を俵用Lた。励起j呂数の剥rr_に 1;;1、名ヲーザット キャッチ γ-]オイル
を守'"10.1主ス?ッケとして埼し、た。 3たヰ均礎技の制定rJ_いわゆる厚いヲーゲソト‘厚
いキγ 叩十γ-7オイ Jしの方悲に従った。ビーム方伺に対する刷叫札 projedecArecoil Yl>-"'ae 
は. 51 ーザ，~トの厚さ T 町生威~のキ γ 、ソチ T ーフォイ lし毘ぴータ-l-J"，'lト中 Cの&射能を

各々 A，Atヒして〉史式によ');J(CDf::.。長::T'Ac /CAc十A七).眼射は理研サイ 1JJトロシ
にて入射エネルギ-40MeV (l~ O.5;.AA )で 45分間以 IJHee.測を行むった。生以核維
の過J 'I( ld 、 Au lこ)見して ~j1ーザ''l卜とキャり斗ャーブォイ jし各々について化学分離を行む
い、 それぞれの諒非十円r手お制定を行むった。

結果ヒ者家〉下i@.'，21こぺ4"，(民的1)'96吋 Au反応、足びノ?弘μ(:JHeJα) 〆仇'~Au反応‘ l こ 1:)'11 る励
起)男絞殺震性体生瓜的蹴比〈仇/ぬ)広ぴ平均樹主くわの結果も示す。図に示した

破事急1;;)、fullmome¥'¥七u.m tmY¥sfeY'庁内予想される確程色示すが¥エネ lレギーと議程の)易係釘
は LSS の方五Zl をイ主用した。之の言↑建値~J 曳駿値ヒ J .(会うことがbられている。
(び仰)反応ては工ネ)しキい一骨量j~がイ色く励起|男数だけから IJ 喝今かて忠し、が、平均弟程

の千ーヲザ九I( m.oYr¥entum. tm.l1sfer 曲線よりエネルギーーの増加とJtに也かくむっているこ

1'0)'がのゆし、ちろう す乙芝けいす付、たか叫し3さと‘くというひさあき

なかlJらひうみち

ハh
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ヒ、松葉IトE体生瓜断面積比めずー )J:J' ら筏令t}~過程W-ヂトの反ι、が丈さく J着手しているこヒ
が推察て三る。(ヨH~ ，d )及たても)~差に縫合板過*1_以タトの反jえ‘の着手を方乙七世零が古る。
平均4r&程のアー?は、 /~6)iμ の罷殺が川九の献呈よ 1) t長く匂勺てい七こヒ炉ら、 /%fludi1.
成がよ 1)丈きIL議力量移行主伴う反岳ヒ推定Lされる o 一月uのヌピシ IJ12ーであり， ，t~投型
の単一穂型の翠イ主かち為えると単純白 J組ラキ争行による畠時過程と IJ~ えられらいLha
これのの;1:i史位体庄FA断血種tじを入射粗手の1"，似の毒いて比鞍してみた。 (α，.:3h)'そdTJ

(SHe ， 4n)月帥'~U のようむ興型的右手皇令技量荘の反心(;) (日/CJj_)> Iとち ιj、(年JEJ2pyhf4u
めようお畠時過程に近い及見、τIJ1司じ止問にわいて〈仇/白)心0-

2
ヒCz1)、その蓮いが明

らかZある。これに到しz(ぴaぴ1'1)川九，(dHe/X f6同'科μ においては(臥/O-..e )~IO七 10-
2

と 5

1) ‘生以松に付~:!iへた向暴動量がむしろ畠搭過程に在いものであろう。
'3 10~r一寸一一一「 寸
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Fig.1 The cross sections， 

isαneric yie1d ratio and 

recoi1 ion range for the 

197~" ，__ __~ ¥ 196m，g Au(α ， αn)--~''''JAU reactions. 
1960_ ^ 196m u ヲAu，0 ---"Au 

30 40 
Eh(M巴，V)

Fig.2 197
AU(3He，α)196m，gAU 

• 1969~ll_ o196m"， Au，O----a 

り永日‘工藤、中J手L‘材工? 守Z3@4主射化学討論/良子稿集(1979 ) 

2) J. Linよい1十寸 d・， M().t. F戸.MeJJ.. 1)，仰・V;o(.Selsk .ノ主主，No./4ぐ196.3)
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1A04 2-1~了"'-(0(/川 )y Z3ユ丁以外ド何)/~て足以 ，r}，，'X 'h) 
反!i:、の II S-M~すまで、の昂b記)副司矢
(京大争冴) ¥高明示， u藤莞ーまf1 メデ島信網
(京大工) ふU係主

1.手名言.
匙勺ヲンを員減ぜ荷愛弟手 1....;):ウて新し、'1左手主主持号[lJ:う正す3場令，殺分裂及j克E.1乙
粒子方放丈低及え危与とm毅存で生成話針T脅4績責州F吟すlコ、トきく己わ勺 τしまま;うミEポ?ダJ¥、
は万ポ〈主だ訊ま Bリ)い、トケ〈 ιか、，~殺宣宅域義ぜず‘粒手放忠丘枚タ誇私よ己Mの l崎司内受竣を寺今詳絢芝 Lビ，55 々 1 霊くミ
芭ボ~)，耽止耳寧主τず"ホ 3九0 zB江之Th.十 d 仇各与与3九叶L寸lはま之内四邸6句如1 1.対しEJヨ3兎J!1想聖豹る争'，1.でt‘あ~ Eう号号之Aれ d 
粒子町工ネ吋-4sKiγ足下て、l主Foy.Q...仰叫導l札よって荷物:行l立川κ仏爪
ょの工ネILギーでは未1':'11可死才~し1、、か10 ミ〉 γ1ま 1 2.D Mιすまで‘のd精子て‘皿Th
乏隈射し(r:).， b机)， (~， ~ 'h ) A官、 (.cJ.，8".，，) .L(}..，f.2..rt)，以，p! 7t )，(吠，psり
ょが(dr pワ11). (cX，cI..'旬)(d.， d-，/ S-'h) 及び(d.，o{'6h) 友~tl)ゐきl闘争~!追'1
えは手.ft_*'t報告する。
え.l実験
予ーゲザト; ワLRLH乞oCTk傘有キ 70.0宇9ん)を之。'}>-j写AR.誇):_(<.pセトシ裏金
[寄認エり吃降才色 l司抵の舟ι浮τ、jカバーしたc
照射 j 1 _: T、ヴト芝A足ヱネlしキー吸q矢板とスヲヅク乙l(."大扱文学殺事~11セシ1-
AVFiサイ?ロトロンhよって lュ。f110 f 8-0 ~1>! 60 M~V(}j cx粒子ピ」ム/'1-雰フて
10 A./ b 0 /i)l司控射しちe
M 
ιT 

史ー
さヌ
ヲて

傾
E:.1l 
淵定 ;.230t7，n?U;MO:Z之6RI交が、 22-~Th. 11.ナー7:&..7.. ，)ミリFを(3J殺虫器包PIiA
乏明叫て cl-縁状 7 ト凡を間減豪~)ff.ll定し九死れ死状之待。湾{い 11 232. ""fh._ f. ¥却さf害
等としてr計数動れ化学僻色ミキて、補正し色。一丸山仏Y1zzs弘之a'/h. 
lJ: q.e.(Li)とPHAを問、1てY匁スペ?トレレ乙えの現実君主主若'1免しιき↑数丸事1まrsRの樗
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3.治家及'(t.'主義主命
イセ劇持 y計約キ1-'，綾7時員、l'まd-db州民主売急¥.."'t I f抑制線敬、、 l-;t
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0'-俣の懇怠かろ史専てf
A:穐の生成方丈身椛η強
逗をもと的克己主鼠数

寄博をの強度ふろ 9-γ、
、プトl写さ ピーム?室戸
空室射日きl司主寿昼、して主
歳前it7~委主主とめた。
得ろれ九(ぷ， U)，Wh)

41A'lJ， lr'YI)及え去の島う
さ~I.詞数を8" i ぅ 11-: 手、
丸刊のか?とれ、ろ兎
11民判的奴、!ま併
殺&在京支働問ヤ乙考え
られ3また守格引又

itation…onS of 出(鰍の増久山l二
6212::;!と;:::?とTfn)所i競ポ仰しげTく

...u¥......， ..... 'U)  之色から1午イ生手放虫色

?をJJ裂水脅し手L1、、ふ祇初:侵える。 ALIζE一ωゐL.}
11-ょってをttした可-:ft.{，:れのあ骨粗詞数Z図守に曲線t守、
す。 iレ1.--;，，-I付ンドギ襲型/2~:;，計算1ま l安号金銭系の久
俳句傾向主よく再現L 下、 ~o しかし (oLÎ 'I1 ) ど (01 、 ~ÞI)
州尚tい言十講tl'C:、、司喜一1-島務系!まlR絞れl場ちれら¥¥0 
ま九計算h-l司、1 九~労裂殺の5イ立局主(~ぢメ q ーl球場企
t_Q)-獄芝最色1'1..可'a1vめI'Lは一般h.冊、、ろ*'-L ¥¥ :a宅
のま 1)ヤ〉大き仁志勺'('-':1" cct， Pユ'h)，( cl、p3引)，似，fS'h)
il.u' (rI-，p 1-n) Q)~4e..j認数を R・7 ユ 12. 示す之れらの
』弘主持1教のか瓦ち¥1不良兼ていし乃、主7_Vの犬きマ l"d.捕当す3
(r:A， .:t }¥ )成、よ tいちりしくれ、'1 ALrLEO) ~t専
l~l実検芝車援で?ないノ 之介ろのユ亡 l"ðヱオ'\_~の及去、訳、
mi夜長造程て1、、何刊、の是認て主ゥ 1、、て被好家のf高等

Z 比率郊守う Itl氏、持類似η1_"~ ~ミ巴芝乏し之、、 ;$0
(はrよ'l'¥)， (oI.，cZ'6w)みてに(以 1d../71-1)友.7-:.:のJi)b羽釘
数fWd，ちは与す 7之的場がA-L1CE!芸家験工事攻
し1い¥. V AtJI_e..)到等£グ)小えぢ ε，CJ...' í..務怠守~~之、
折半性教虫色れ践腕l乙吾、はのでおうと寿日付。
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and 23 'Th(α，8n)"'U. Circles are 

experimentalj curves are calculated 

with the ALICE四 code.3)

150 

50 100 
Eα. MeV 

Fig. 2， Excitation functions of 
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23'Pa， 23'Th(α， p5n)'30Pa， and 
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1A05 115門司州斗州i重イオン核反え、

(者P立大 理)0永自諭一如、表坦重人 工藤及112 約拡久和
中原、弘通‘ (母研)ヂi野工力

(j.者名)‘ 童イオン誘起原ろ核反去でId‘入年↑抱与ザヲー庁、ッ卜核に完全に口及収され1求愛

骨抜主的成jレ蛭弛ろのf、手をや核!iJ梨乏琵ニして離励起し τ、、く cOlrrplete-fusioY¥足元、
殺表司での少数枝与坊行反た ある、、 Id. これらの申畑正態、ヒし τ童イ才ン反応・0特徴?
もあゐ deepiY1elu.stic c.ollision (以下 DIC) と虫干 I~r-klゐ過程ずあゐ。ま巳‘軽イオン反
ft:と比較し τ反A:;に嗣与すゐ軌道角i望動曹が丈きけ匹前l二。比較的軽い年lニお、¥7.む核の
裂の苛能、阻ザ主さくなるニとけ、 表ぅ詰l毛ずlレ1).E用、)7予想さ汎7"ゐ.以ょのよう可

反j:_.‘j畳悲の室、川ニょっ τ.拘留萩ザ}安1)~良男Fエネ lレギーにはちザ、 1 ザ在じ 反五、i主純物
1-;1 . をめ反政エネ lレキン lニ従っ巳固有の平均高程εもつ。本研究7"Id 11宮門e寸 14N+ 62 
Ni足元で l主点すゐ個々の反是正副物一家若手宅情核として S.e， As，合:e.eTCのi司イ立体 す数
核予衿行良£、11Jt.，'拘(Drιtl(ryナも省めτ)ヒして(，0)司信イキ D1ι.ヨE:.I 'J複合技~hナ梨佳
品拘とし5乙l司{立体l乙着目して 各々の平均静穏色支のて足た域構を推定し巳。買 1:.校予

秒行及応、手特徴的な Q~9 佼奇世 ιhaγμequ.ilibmtiOYt 1三つけ τむ、 [0ω管昔砂布が
ら域討を行可っ f::..

(安駿)‘ 62 Ni.9ーザv卜Id電者 t:.よリ qoo 〆~/ιm2 セ lしつサ fートつオイ lレ E作製し
キャ、ソ今ャ一つォイ lレに l'd.AQづ才イ lレ(200 P3 / cmっき用、 lf:ニ。ヲー庁、、ソトヒAQキ'¥7、、/
Jトャ一つオイ lしのス夕、ソ')~ (1) (2) . (3) (4) (5) 

Fi~. 1にホ寸。 ニすLleI. t:'- ¥ 
ムち旬に対する meo.Y1

proJe乙ted Yeωi I γαY¥qe 

の理IllEセ v卜である。覇、射Id
3宝石町汁イクロト口ン1:.-Z 

11，.門官す l斗N1;'+ビーム〈工こと

3oonA)で・10"-15時期行なっ Fig.l Experimental set-up. (1)Al blank. (2)Target. 

正。臣民投糟の若'ilIld.妻、与を (3)Al catcher foils・(4)Thick Al foil to stop all 
興筒核 I~非破壊に τ. ま r~. light reaction products.(5)Al blank. 

U)， Sc ~dイじ守ウ?離後下線規|史五行なっf:..
(結果ヒ考察). F~~. 2に 妻、若手毛宙技核ろ移行友A-'I王万~物 D1ι まf.:.Id 視合抜私
伶裂l!W枝上して をすLぞ札併合QWCo，判msc の diffeYentia.l Ye乙oilYC¥nge ~示
す。 6qfreの帯程Id. ~ギ哩J 的なずウス狩布五示し 2 おり 報省殺舟t¥.、債の菱、発過程りらに丘
、、)1~Jf'0 7:'あbニとゆいわすゐ。 まE ダ7Co Id fu (( 0110meγltum transfeyがら予想さオL
七飛程より l"d七がに短がく.粕ラ板ιず前方方向ヒ推宜主オし直持良心的な核予移行反iZ
l乙よって )1t¥して、1るヒ考人ら1九七 4斗ll'ls乙に相してl'ci ιom-p/-etモ-fu $ io汎 - fl'55 ioれ

Beam 
-一一一一一う

Faraday cup 

なずのゆ¥)ちろう わとなパわちと. くどうひざあさ.むらまつひさかず

なが~ l'dらひらみち. こうのいきお

円

u
ndJV 



角運動量め拘果1::併う運動エネ lレキ~の増加E合めt帯

0・3 YYla/CW12 付近lニお 1)るc-') 1二度1L "7も j~在域討中
ずら予想さすL0-if&濯.あゐ、、 1<1、

程lニ--7，)(按討中である。ま l

1'&1 l.J。
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イ巴に.ワ35eの者予定秒、特徴的?あリー 0.1] 

-mgjιがに平均飛程をわっ。これId.複合

主主勺、らの'P2Yl組与ず前方.̂しがも丈さな
運動エネ，[，.ギ-"&_わって板也され与と寸る

ヒ.pre-eqL.li!ibiii).YV1過程によゐ組ラ板也
の苛能性"&_;j‘してけゐ。 F-，~. 3に[0同{立体

の管季好布を示すが、 円Co~ c'一つにかヲ
スり布 l二泣い守合Ei::下している。ま巴 N/:O
必ず被右核ワ6BrのN/Z(= 1.17)に泣、、と

乙みで.t，"-つ~~下し核与格行反応、 lニおけ

る乙陥了?モ-eiL.li!ibr仏tioY1の"'1様性E手し
ていゐ。重 1::- ‘ Col引立体1到の G~~ 依=再，}~~
吉国バゐと‘ 60ω以9ト1<1、ケ0ζC-e.x p C ( 
(Q何十.LIf.c.)/T ) 1乙従ってい正。その他の

核穂の平均侍程 a ラ乙の噴章ウ?号、 ωl司位体
l町の朽tr核与裁のちがけによゐ侍程の遣い
帯につけτも合?hゼτ報告する。
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Fig.3 Mass distribution for Co isotopes. 
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1A06 

中黒弘通

20トle十50Cr童イオン妓反;e(工)

工藤及昭(者予主大 理)。永田諭-~p

(理研)辰野倉安タ[野功

(緒言) 童イオン核反花、の特徴のーっとして 良氏に疲l与寸る軌道商運動量!2tJ'"大さ、1
Eれに 中量殺におけても複合核を形威し巳p.r その殺の立が大きくなり 枝分裂聾壁
Bfザイ代下して枝分裂の荷主宇ザ高く守るこヒが CoheY1ウf)によっ寸ホされ正。これまで

にも.言イオン枝反応、を嗣け巳中審殺の核攻?裂の1支駿的研究ザ故伊lあり.当研究室でも
115門司 l九N+ 58 Nl， 64Ni ~にお \'7. "6fの ρ依存妊-b'{fissioning nucle.iの
fissility po.yo.metey (~:l弘)の値によって変化寸ることに着目レて 来蒲毛ずjレの計
事ずら予息され七時の Q~奇恨の IfiH立体効果 l::' つけて報告しE:J 今l自IJ 前面の系ヒ
iヨlゴl司じ fiSSili七y(:J!2/A ~ 16)をもっ20Ne十回Cr:&定、系におけ七童粗寺坂也捕構の入射エ
ネiレギー依存世(ELllD =-Q3. 146門eす)につけて検討し正。 fiiq.1に .sho..yp cutoff 
計事ずら;1<めt 吉p1j'疋長断面積 0豆忌び
13fの 2依存、旺をホ寸。ま f:.QfU Id. Bo..S5 
王ず J)...幻甘ら計草しI三値を示寸。枝砂裂が、

乙omplete-fusion ~経ゐ. spち delo.yecL

fiss;oY1の眉宇rd. Flg. 1ずら 13fの高立

で表わされ.各lマー 'Bf( E凶 t'" q3門eγ;Jlfu 
= 40札)::Iマト1eVI "8>f ( TLo.b :: I斗6門eγ，
J2fu =ち3私)=4 MeVヒなリ ~J.-o.Þ= 146 Meγ 

去での核什裂の可能、旺ず丈さいとヒザ期情言、

さる，今回 Id 各組ろについ tのエネ lしギ戸

ス々ヴト IV，角度介布 • z竹布 および平均
運動エネ lレギ F 什布専ずら いa.S-，-~ Io.stic， 
及た‘ deep ine(αstiC.反応 (D工G)I 要l二rj.
殺材裂などの忠ちおJ1)，"可能、世l三寸けて報告

する。

(安駿)..，Jgl者Ild.理石町サイ 7口トロンにて.2ONe“ビーム下、入射エネ lレギ-q3‘ 146 Meす
じー1.-¥)霊式10̂"20f)"¥AIニて行なっ正。ヲーザ、ソト Id51J Crセlしつサポートつ才イ iレ(5"00 
メ，(BhmZ) ~用、，f:.。景'1史に 1"6.力、、ス比例計数帯ムE ヒシリコンの suyfo.ce-buYγiey 

痕也君b-íJ'ら威~ 1>E-S力ウンターテレスコープE聞いて行な、1 これから組手鍋~II を行な
っ正。

(結果ι考緊J. 146Meγ20Ne + ，0 Cγ足広!fで ¥d. 6 {，_玄{，_20の粗t~識別し 各組予の
エネ 1レギースfぞっ lレ』角度。?布 t およびZkJ'布を伺正。工ネ lレギースペクトヲレから2之12

でId. be 11 sho. pe の岩本ラ E才、し‘明主l的な S七了ons1>， do.m(フed.collision の現象E豆
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しτいる。とれらの da.mped eve日S によゐ弛与の童 lè..'~~C' の平均運動エネ lレギ-~Z の

官l薮とし 1di7 みるヒ f;~. 立の丸叩のように日七. ここで安線で才、レ巳組与の運動エネ lレ

ギ-t，の予測値I"j. stiιkin9毛デlレE剛、、て茨の計jfじより点め正。
M:z. (Zj' Z2 e2'， 1)•'f (々 +/)11.:i1 E:l'=' Eけ Eo=一一一一(一一一一一十 y:-.:-=-) 

J '-c，.....Jl門l寸M1.¥. R 2sR"" / 

}会均
R= 1.22!)CA1--t A';_-)十 d

メ~R2
.Jh = j)~. 州内 、? ラ

'メiR~fARf→?〆zR;
hypothesis) C sti ck i 115 mode I 

円3・ 2c'のつーロン許力 EiJ'なり、トさくしないと、回転の項も合めtヱヰ lしギーザ安駿値
E説且引いを官、υ このとと Id. Scissioれ時に古川 τずなり絃〈ず愛、形し τいるニとず予想、
さオしと)， f.A1' '3 Id‘ Z之11における角産材布 E示している. 玄五 13Z"I'd.前方 U一つ ~t，、
しτ、、ゐザ Z之1斗守、 1/Sinθ に従、、 これらの雑告の抜丘、過超ず 平街坂建あゐ、、Id
0な1)長、、特旬、時前(1回蘇I=-穿寸る時前七=ゑ3メ ID-.2.1sec) 8.経τずらの板宜、の守能、n
E手壊しτぃ弘ま r:.z之内の童弛うを板也可る量IT萄積Id. q3 ドleV20Ne十回Cdr-、で rd~~~宇
|二、l、さく stiong Iy da.mpedの寄与 Id. lヨとんどおられなかっ正。ま巳 Z之(4での粒

与故広げ 1)1ιじよゐわめ-b' 殺イナ裂的Ð~、に J るむのか. j)iffusion mode lぞ Zサ
布署げら膿封寸る予定であゐ。

。。
l___L.一一一」
40 50 60 。(deg)
Ct:l 

Fig.3 The c.m. angular distributions for 

dエfferent elements produced in the reaction 
20" .50 146MeV"VNe+-'uCr. 
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1A07 凶'¥!手i足跡校よ入品二Jる 1!3e:."T[_一元，γ)む におITる夜間tsLJη
副委宇和¥III史
C37、く魚:ttす) 0林吠替守 合羽Jも坪

主工卒lレキー物理営昨究所(ドf./()fi'¥il子々 ネ jレlくぷ 1Iて、 7Crfr~去作よる魚}.*文
友氏、 qBe (7C， 7[#?U之固体義則は森(;)ぷ了 D)11fjllτ*17作廃品質結果IdI1JM-
ffrにつけて報告する。 Jニ記核反応・/J~室町枝ぷ昏《持政 1 'Eかレ、長靴荻として、、 1¥ン才
ートラヮアヮを主釈司会例として乏ん売。 花ー小入射ヱネ iレギ-/J丁!子マ4乙/レにおIT
b足-1-味良時患に，，1弘、主?っ門ev('P三/、obeY/じ)-(})7 F:: 0 文明L於'Liq 
角設庁'，$を刺史するニ ιjくよリ、ニの成友え、の友1A'o'厳講を明らかに可るニ ιか¥ニの斤汽
の目的ずある.

望事長
天I可ウム掲げ7JPμz乙例8/C?lC")五前後/0;0:つづF戸アD(kodo.l< CA初-IS，
/00 /1'-#1. ~)ゼ IJ 才ん尺寸〉ドイヅ十之夕、γ71 入身て旬、 -Ä. I三?で↑し(Jt直に服、射しに
マ々ス夕、ソ 7 に入射する尤ー 4 ピ r 人罪主友降、フヲス干ッ 7 ・~. : .;)レ r ショシ刀ウ〉デ
r 〈ヨ判例th>(μ♂制刷〆)o'i之姻ユイシ乙子〉ス乏再定ヴマ理1¥史)~\た。 九一 Jえヂ1-今戸づ
ξ一互いi昆入笈(J 子ェレシコフー刀ウユヂ J による道Ij史ゲら/クメ τ‘ifl'l、それ2考議、
に入 1れ R 金7[ーゼ戸ム71レエ〉ス時、 /.12x/o守 ~C;Z_(iJ ヴ 7乙
腰、知.JtI¥"K己己 1DI耳、 z.kハI;Vao付落来〈以心){二与 71 1.ン/今・ ~7いされた.洛非矢内
がく件下l喜超457走経孝弘j-1. /:flll 1乙
結果ヒ l存ず「
やハ〉マートうッ7"主主点;する fI¥16 8 Liの柁
に、 苦H色、 官ろが?ち九られるが、 qお色T九ーれ喚
谷、そ A 反応過程。、ら;gえて、二れら 1ëF~視して

&J 11ゼ払うう。 函1/J ‘粍らtK(と及崩t4;友 ~Lì
め妻、酸室奈マ《簡員点、年左表わす. S ST D内
特位」ニ、 。，防局 90'[三おけでは、トラッアが梗士、
τJ rd'、。 8Li~友《 ββTÞによる秩弘知寺 i 豆、
殺何掌的舶来 ι7-1・、y ト厚フの補正~}雪産に入
J-¥τ、計算ゴ不めた。 9Be.1-ゲ、yト戸、げては
ぐS$TD自身るl亘持花'ピ-AによリJf!射フれ
る《て、 SSTPr.!Z.4)乙、 N， 。ヒ1[-乞《ス択
しー三/3 '/ 7Jjii.:; 1'"与守て苦い、 813 1/)、/¥;.，z-
トラッ7"も主ずる lJすぜある。 有{れら仁よ勺
τ宝じ?と苛Li、音色の司書~Iすキl. 9seテーγ、ソト
守して l司様rJ~~.射を行うニ ιiくよフ τ 得 4 机に
号m絹身きを. I~ tlて示す. 図 1 (1)伶~IJ 、 この

日々 しし11き・ 1¥わたレうう
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乙I N， 0ずら《、、/¥シマートヲ γ II( を差し~I
¥ ¥τ符ら似Rる《ずある。 図1， Z兵iτ実、検{@_
lJ 7口λ7表わしてある。
これうA契勝候を反応モデルほっ間算ヒ

比較可るニιによフマ、マハ反fた1検構主宮司ぺ?と.
凶!の 9Be(花ウ疋/γ)~ì ヒ II うー挟5校~反応、
|亡l見/_"? JJ、季白白/γ77ヤト散乱モヂlレによ
る針轟1ftフ及。 マれを表わすダ'イl'グラム乏
凶31三f.、す。 命、 IJ-A友J/γ71ヲト?白ゼ文、
b、IJ重f[2予ノッ 71ケトァロィzスを震わす.
ヂ8e→ p-r 8Li につけて(J‘d‘b、実l二イ::I 
に汁可る I¥'トラー形;ft凪.}f用"1三。(I P.shε11 ) 
Q、の場会、元ーヒ、アゥ ιA昔宣告し断面積l手、白
白蛇JPιハ叡礼ゼイヰられた更、吹位。、4釘1tしに
0) b、《場合{ミIL:...のような実被i@_b'rJ1¥ので‘
Jく(罰1¥られる三角形戸イイゲ、?ムを
芳定ニ1-:'入似てl司事長U計扉を行フたY)
ニの ZつのまiJ1.、結果E凪1に、 d、ブe
口ゼスlif-，f，$i氏壊で、 b、-7-口也又IJ.
安保ず投打レτAふ 二れらの釘鼻
務尿E表、吠と比較するι1丈JrJ運動
要Z祈フた反目et.良rtLiIJ，重粧去/ツ
アアウト?臼也スイ‘妖tR~tf\るニ ι が
If]"t'るe イ昼レ、殺すピ lJ、両省内/f-
J政が見 4 れ、 J巴 A 反応1機構þ\~;チレ
マIIる二ιがうががわれる。
回z-{ ~長n1 れた、 ι 、 N! 0 tJ、長の f ス ~O レーう 3 "/足丸、ハ場台仁IJ-、マ《静#rl::
'，/7.、il¥'¥trM¥lAc，leQ.V'c，o..sco.de Q.l)¥d evo. poro.七 ìo例毛ヂ f /.，. 左前 11 たまf~í行った。
二内 ~f~に峰、トイ0引te Carloユr ド門 E心乙-7 -g吊 I1、可ペτ《友ffi，過経を加乙fミtZ釆
l，殿様-0長わし1三。 イ回し、戸tS ívrr の~，、~Æ夜1与 (t:.ÁIじを、 ρι :''fN 必 0::6 二 z:~ ι 
仮更し巳。 二《毛デlレ!ifl l' た tr~待来 lJ-.夜、械をよく舟現レτ(1る。 ニウ 11フた汐
〈ヘ ~.3í.校t司る?日乞スず(手、 el;opo/"0.古rOt'f¥ 1亡Jる宥与が天Zけようで?iふ
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ZlZTlえの楊子核%裂 1::'関する河皮(1II);質量収キ

理)。工品λ招 p 永目論 -È~ ，村松入手u，t ;¥1'，，，ム孟
Dt) )富野手b瓦， (昆!荷 ゲイク口〉河野胡

(都立天

(矛T浮A

1A08 

〈緒古〉 核み裂):n' げる質管状キ 1 :1 よく lif~ぞされ守いる ι ののーフ才・ 6 るかノ f の定壱
的 ζf滑棋はいま石りされれ \TJll.81..)九与の比較的軽い核の場やI~ 11 Ì材不自ヲ I~ ふ袋 1 ，

す， f仏与の重レB援の場ベ訟に Id:手F対tr、的 i二分裂する ι内ド多 ll， ユれらの申朗代 4占f?a.) 
Aι与Id:非河称介争jと対称冷害'IjpÎ 同桂/受 iこ走?~凶わゆる三 γ 山内野重収キミ示す e そこで、

う賞者ら 1):) 汀キ:r慎重冷宇Jpl" 1P吋祢質菅/jj-駒 1::比較 Lうるまず主主る褐ふ 1:よる之日7支の核今後

につい <r号よ工主 lレずー7-M.e17 p' ? 2.2 M~γ 主，"町聞で‘の今裂片の 1又キ "&i宇加に刻々たの
-z"報告する a

(1実験> IIJ T~_.e.，t :出丁えの点。propo..>tOι 海;誌が~ rrl¥olι(.M.Qp_" p~.:tムJ32. v: z AJ)_ 1...J.主にJ

3 ∞~ S-OO件 /0110. /，竜追い At勺ぱc.Ae-，rドR_(;毒、何昨む1ω ヒヒもに f，--_f.けはね 1:t 
のを了~危と l_ v.こ d lii)照射軍河サ 1i D ト口::--s._ 7Á.'禄 ~~γi Iρ 卜ロムに可関与工t
lレぞー I!;--v22 Mι1ア/ピー叫電除..)O¥dl...v之介Aに < f~1ρ 時)司原財 l Y:.， その熊 1A， 1，'ょ
グ乙比い:.a~工主 lレず}毛ごヲーと i(. I司時作様、射 t手。 uii.j竣I定.' ~三両 μ辛の ，.]，:r 1，る
の L円以J叫削〆叫ん公 ~) I-;);!ι母冷前後 l 宝肉片Zヨ孝司丈きり品司 Id直認しにふ<..Lι);f食止に捨
てr誌を:則定( <その ì~買収三十 E 求めた， .>.31 Pa.)J Jt1c Aト散i主ステ Lレスヰ五れそ活(.) 

干芝本格ずぴt主 E 別 ~l ，そめ包時収キ左京めれ@
ぐf."t;景とj考察〉 得~ c}に及品*の一号p.函 r:示す。 自 1I!しI'Jλ'1¥)えたz、j u..-ひじi
ド<;$l品川S"5 は心m 内励起l撒口7・ 1:0'ωμsーかの品S 5".e.ιτ仇 1;1'時けI}Dtt. 
11宇製 L 企面積 ~2 0-0 fo と l <' %t扉 Lr-・ ピー I l::;合句r:c ~9与と IIYì::.d. 引比と l ミ示 L

R のp""固2-でふる， lD 1のベト脚色l豹1L乞凶 2のt"- 7t Ítξ 的民 εJ与貫主す主ょうれ 2~

I~設に琴グきな主( r~ ，4，L乙4 句，)....e i'hJ手(1:. 1直が阻の l実匁マ‘ム 1， このすT草("/よp
F恥凡""，"，，-h.，.. !:. t < I 件<(.'0"、ノlrtJ..rrい) (何/μ)"'1""" J (a.c /11"，) <{，;1-' l:: rf) I I J:: r J ~~ t守
祢ゐ裂に対するトー討しい ~rrふ，.... "E. f<. i~ 示 L f.:. 0 引 け裂にまずい片ふ加山11ep，f) 
に立す( <. 1喜 9、♀ i1.e.-"VI lp I引千) ~ fJ l ~ I~ ~ト‘'1 Mιγ ヒLT-=-71'-これは卜付Il..ev-&. NJY:内l三よ

る以下え i之対する{邑 M 川.e.-V とほぼ l司 l~ "(".f? ;;， ， i千i主伝i!のr:cG匂/ト)IM'r" / (rJ.-f! fkv..)ヮー
・はそれ γ'f¥..1. 02， 1. i c ¥:.1刊1¥ ると虐按i邑Eよく再現する。 I問主の枝樟め戸口/E乙l釘まと義介
裂収今、司ー守 E凶3に示 lr~. ヲfi;iネ下1:;，;トれ70f，の L7/FP J J43Ct) ア{;;fo/J走E肉をよ時 1/，{L 
M-iγ ヒ l弘、 0門ぶす町村[1τ れTp、ηf今宮んはみ，r t¥'昆らがも . h祢 1:1令かれじものず{;;
14，ρパレγηfi7~ 11のうれ id:1 I ， 幸手投0u'裂収キ仁肉 I.( IJ J 乍r，ぺJμず|主 /4M..eVま

ず Id";月~' l 14~ I/'付J のl釘("均加し 16げるγ11' ~ Iよ王た減、ヤすき o ~(れにた l f;]社自

L二おかい?二もの('ld /与t1~V 主 γ 11 旬1.J~1 L 14 v 16 f.1ゐずでは 1瓦VL 16代-&Vy，よ工て主 T:埼宵D l 2 
い~ ， これは 14パJ のとこう 2叫す!']:J祢S裂のふ肌叫kLr/~千) p" III]l ¥ T二 Tこれと，~ d二十tk..L

l がし 11 ，4- li<.-V の弘~ld' 以前l の報官与lこも#少れ~ ó~ え勾{帯状 IJひか夜討、fずる九

3ム
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1A09 角j主&1十

ノt:~話ì-- æ~ I ru.;，λ主)> ¥1"}.f. 7-'¥足
( f空洞 γィ7口〉河野功

，2lA1t._の陽寺技ぷト裂yニl約する荷 i矢 (N); 

毘〉 ワ工面長λi:l¥5) 
毘)宮野才DJ:t 

(都立に

(事f;写太

〈結言〉 核時 l二於 11 る質量 ~f'J !J¥" T ，" I~ soJ..oLa pd-.:ntの枝の4坊にわさ事わい
い万声、 νうD、き校対7る一つ司才辺、1:: 1 "( ，教分裂片勾 l有)t"ト々の刺主p、、 dうる.阪I~
咋工主 lレ干 ι 段分裂 1:(干う技介裂片内向/主Iif';?トld殺虐殺勾在l有垣島萱 L才Jえα、、仏心μι

「んもれ作よ作品ν"'1ご於 17 ~ K --f与な(才の売争被3すネ丁励ヘ叫投手う~ ( 7ヱ td) Z"} i!Js/J起状、
~の布告核 ρ 対 l マ I J"一段にガ‘ウ λ ，ß'，fr>"G，{及庄(す平均値ん~A'之占) {2 よフ"(;天皇才れ

るーとレ1われわl る. すゐわち》ニつめ杉~I，t裂片 IJ s<山{ふ円九t叫ん〉、仏内広;刊におき段

の対称馳のオ向戸々がれ"(~語 4t ヒいうご七t_ )ど号与な tJ¥" SGtJ..ou.ι 1'17いも置、，;1，変"('t保存さ
J¥_ "( 1，手 k寸る t 1，分裂片の向忌，1ì'，fr> 1才〉足式て‘示すれ ~tと

毛 {ρ山2勾J+則lυ)2T
J
叫[ト-ベ(山J

W(仰自)0凶ζノy〉
どこー erf [ (J+1/2) / (2K~) 1/2] 
J=O 

また吋 11"核温度ヒ有知慢性~キの揮で‘示t:!: a 17' ~)要ヲム'酉曜の核分暴対 ηl有息分耳予三 ~J封
べ‘弓ユとによ')')当れぞれの核タ42片 1:t才たずる技温/きと J自知情4笠宮u争〆靖司れず侍 4れ
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1A10 ZJSu詞毛色キ戸手続1i私反λ、i乞お寸る 7.8-e~与え孝

(尿病) 0キ)'1謹一朗放俊胡馬場怠

(はじめ !τ) 殺，分裂l亡押ない，タ 3町粧手も Le:.]<柔 へ¥)うム 厳素.'!f内草fl、報舟「
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のうち 1-:.放!!A2れ3こLゲ雄認Zれている‘めど. 三停核右寄;内府 ~(d SCÚ4-♂九/ご I~するか
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の綬核内川又幸E越手稜弘巷，噴撃な祈暴1-<-Jラて求あている."皮ら 43考案了 l1J 1 Hから吋
1 で偽草寺設内帆f~ 守ぜ日， 3H4 ， bLJ ， ?848f 特 1三 f色ぇ ， ~H~ e '18.e {::ついて 11J.1時偽上1'<
t孟がかられているのみであふ ~t ち 11，斡核 tJ'‘主|包 t9ì~干支の~勾香v.tc市町Zれ3t._ 
C，もしモのnechq押!;1/1'中J片手遥f11r/J.:j丈態l工めるをイ亙えすれば，はも司守怜子不足枝
司栴郎防が諸説少する A で 11 はいか t 推定し t いる。 L I>、し，彼ら 11収寺 E比較.1~ 1'2当
ヲ Z三停終右翠(:>.'').'零rfエネ lレギー時t・4反応機構的7i厳主、ずら方豪 L-L (1いないe投.if
寸る媛ま奇的i科且から 113hJSLip1Zついて 11哨らか!こ V代以ムv弘司仮設E裏付'7てい 3
sr，Vr ltつい t日之れ手で‘の実駿4隠!州色い予約(:ZJ J要請 ~0 比較をえ/i 行札広い
~(;.tピム L をこ tち義薄ら I~放射4ι撃的手ゑ 1ユ ι~) 訪t-u ・毒~中性手核 Ij) タ!，，，九円 '1/J.t
m収キ岬可 3悪友EこれEでの教わい桁伺日川ぐて，対主114，E・
(実駿) 2.7 .r.程繍司会酸~t，ウヲ
シモ喜7蛇昆 7 ルミユヤム諮 I~ 包み，厄
英篭 (::~ii均入し魚肉ゴ RR-4~，予à
1: Z ~射 L f::..験中性子支1J:Al-Co 
q イマーで毛ユ手 -Lr::.~接感gま、射後約/
ん 3守司 1削削P玲令灯し 1下己ウラシ吉t式L科t仔干，
t既先灼h萱む吟ぺ 1リ)‘リ)ヤ久担停モW仰え7ル
=、ム;苑6 こご帥 t 消画般主-~.也品厳5蕩事河定長 1作=て 3秀幕解
L山巳ιQ 4譲剣忠納向4釘牧抜;役段主~， 予唱品面岐噺支煩奪?恥室幻イ 方打シ交域偽与弘
lロ'2. t匂弓ユ L命酒説主し，茨いて‘， ~ 1 .r 
ン交換悲1::.てキム委員ぇ罪広7.1"1'しミニ
ヤふ t令部Lr::.ぺl'1)ヤム 111月議

EXP・1 EXP-2 EXP-3 

Number of 235u atoms 1.61x10
19 
1.59x1019 3.43x1019 

~;~SS section of .....，. ......."'__， ，.-22 ... ".....__.. ，.-22 田 22
235日(n，f) reaction(crn2) 5.825x工0.. 5.825x10-.. 5.B25x10 

Thermal neutron flux 
3.34x10

13 
(sec -1 crn -2) 3.44x10

13 
3.50x10
13 

工rradiationtェme (hr) 17.5 17.5 35.0 

7Be Saturation factor 0.00914 0.00909 0.01694 

Cooling time (day) 71.41 95.45 57.45 

Chemical yield 0.61 0.89 0.71 

Peak area of 477圃 keV
< 26 < 26 < 30 y-ray (counts) 

Peak efficiency 0.0332 0.0332 0.0332 

y-Ernission proba-
0.1035 0.1035 0.1035 bili ty (per decay) 

Counting time (sec) 400 k 400 k 400 k 

Yield of 7Be (per 
fission) < 2. 7xlO-11 . < 2. 7xlO-11 . < 5xlO-12 
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Ndo.l LT.l)成忠嘉10.よるコンアトン抑制芹 t備え手間制型 Cr.e(Li ) 
技忠君t補い手・
(、持表t売義〕 支綾子、一?の詳伺11ゑ1，::示し p魚
修得来Eゑ1.1" ~、 L r~ .ここい 11弘 m収キtf' fI{_同収
来もの比乞 Lて示 l1.あ~ ( ~ fle e1I胤牟モ //)Oら1"~ ). 
この1:.~ / ~O() 回勾核夕張 1-:: I回何言'1右C'宇怖が放弘之 司ー-4

れ~ ~~反え l T=・亭実験哨果¥J.これ事 γ1::報告芝川 〈;:;;-5
いる」ニf町長率 ，)2 新千'f~こ1:. f.)T'で?l_T.. • 

.1 r..!報告の耗経与の収キ l~t専可 ~F めの JÏi事 138
〈 3xlO

め kこうi与えしTjい'tt¥I このl町趣Eぁ3干主主え量的().-色
らえι うも~ 3試Þ I1 時 1 れ t い~ .そのー勺 11

ヲ

Hゆ以/l'Vl-)(::.ι ~ .f; PI 'C'!~皮 11 三停申私 t ニ停タ雪L
' 

勾j岡ピの工ヰ Iしぞ-1.CC ( C.?U.ザ?ω-a.t，)t芳え 101 r 3HO 
? E.e:=. 8叫ν サ Kl 可~/ ::ユ"t~ 13 11-載転手の核 n↓ 工(
タ抜荷 \Z対可 3 斜~ェキル t~_:_ /ふv('}あHiえIZ5107 20 
是ずく1-包シエネルf-差， J( (~拐殺与の重量1; L ~ 10-1k 

.. 

ネルr-cあれ回1(二'E.t'. t平量制作相対収キモ保;
向

島曲作t.7 て示可e 二勾 l到。、ら守Bε11，OAちが 113HEF 
510-4 

.L;生向謙作存孝章常 Lム{色¥J¥. ~OI こ~ rJ. V.仰仙rZ10-3
ちの保設モ主埼ltぃ}~害九 Z う。 員一

戸方voJ.劫んの ¥1耗鞍手の放生雄幸 zゑわ布予め 210-4 
，~ 
I B吟仰l1W'¥.-仇軒町えう見想久停の手術坂尾崎 i1n-5 
¥; ~ 11.弘速度尚武主導入しF・-tL L気中1::4手れ EムU
3教1囲内/マラメータ-E支駿デー打、ら最ナ白菜フ ~ 10-6 

Aヴト|包よ l)5天主lT::.o前，この計簿ベ.c11 -7 

Hゆル12.よる Ecの計算式 tれれ怖い
10 

安効e呆が
!ドニιL手干技支樟 Iド三叶l期割 L't7η7う夕一 6 y刈1叫仕安厳4樋五E

鵬郎悶Y 悶 T 陣阿V町) 

角戒し t い~. "s.e_ 1τ づいての低11ゑ21-:' {j'， L r-::.事局免から勾ん内}/l.幸利息いけ 11，
tれ川性1欠略核て羽リえ Ec7)<'あい持であ.3"-滞弘之 ~.r:.. 叉 νd劫ム;ゅ計等えが、
I) l 移員五い、 t す削ず，科ね実駿の痔長 J リ教信窃~ J ~い=ょっ τ7んが夜~~.{れ
よう.

Tab1e 2 Re1ative yie1ds 

of 7Be 

Exp. Ca1c. Re王.
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つけ τ萩壱すゐ.
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封し，東北久殺ff舛の芭手線ライアックの 200仰す島'1勧才女射線て"5，4ト，30ふみよ〆'L許可間
内月号、射1.1'1 7 f:。ま(-:，タ F ゲ'・ソト乙表 Iてピーム主ユター乙し 1Au ~，司E手 l ご、~~射し f:: 。
F足、銅像，C$，Lo.7ーゲγ トιもlてそのー却lて平野本d.-nロ乙，乙s;Zーゲ1吋トから IJまずI正問
主孟1G炭素抽広;~で介継して AJIの?宮殿ι(."，Jl..に Tetð金為Tel-: i'， 丸小離しノ最後 lて $br~枕
仏均ヒ~ z In"離しその放荊能を芳'i定 L(-=oLaターゲ‘ソト lてつけてはJ与にBaa. BaSO，!-ιし
τ， i'iZ 1: Cs左手トラ 7エニ lレポレイトの Cs温乙["7， ~ f-= Lal17K敵イι開ιし75賃i更し台。ま
け jのCsターゲ'、yトlてつい 1，A'[ザでF5鰍0!t，p，b 26 '0し， U与トラヮ Itft01津If住友(レ'~.tJ2 冷
却)I二Xe111，氏名 5 ぜるガ法で'Xe 幻自出し頑1]えし作。現吃 I d:恥 (Li)不安広~-2000c，九pHA1i: (.刊
日，先輩r!-7の様変互主主ヲ7.， Er ~ Tí告で 2D~':-核律正確都 足量した。向タ-1".ソトヂt
t 普pfd1G孝夫[!.JfrJしで'同様にr測定11111I 1ι客収孝の補五:"'1こl帝1I f=. 
く絡iBょが‘j考干名) Cs 1ーゲ γ ト|てつ"1.の待果の r 抑止-れま 7"~住 F の.?t完 1・・あ
7 r-: 1l0(t九ちりめcs'f 250門.Rv;r勾 1，花 I Sbの柿果 ιrL較して 1181Iく忠仁叱εId" 1孟単
位 'f-ゲ・7十空(g)当l)の使紛放射能1'!ある.角手不fTl亡当づ7.I それぞれめ核稚!ごつ"7.半
減期;t~どめ，交面tィ直 ι 糸約 fJ，いもの(例乞 l ず 12何)(e ， 邸内〈ε ) i5z ひ"111" え点の l ずろっきが久きく
半減期の 3実的ちが1J ，、もの川ムヲ r~ fJf，結果iこ令的7_1 I fJ 1 I 0 核虞/問中:つ 11-z I~I見ゲ!て
m7'、示した。ま(:I.i] {ニ {Jタ介， 3o!iJ'及グ今時間躍、財刀、み得られ(:締来5-まr_JI) Z ，t，した。

|記念今殺縄，<tて「べ 7.， preCUrsour deCi1fJ f 立 l まとんピ'技会i~./Z'、きゐもの τ" あ7;;. 0 (，，5め加藤氏ち

ヒの比較fctI 収孝(-:つ"1.んのとリ方 n¥'呉なゐ 0¥7."か!日fiJ:);t:-.穀7・『き r;11・ま代，メふ劇ト~I凶詞伽の
5品b，Lμa. J -げゲ，‘ソ 卜の 7花主lぽ2判イ仏ι普収奉がが可不危6弁トT
の z 左佑人「記tと刈'~収文率凶線lぽz戸介ト i回日勾姉果'1'市， Iは1 (ωfり)今れそ千"れよくイ。}'、人作 lほま Jη"ウス型でi在江ψ似人("~， 
Eω) b.lμ力"I j;噌自す -..ζ に収幸c-ワ1;1"約，01:rJゐ，仰繰九う命的来ι比較すみと収率銅線の
半値動 (FW什門)がγ し具 fJ ふ/1~'， 1:'.，0 - 7;，iL宣IJJ:ム似て υゐ。 まれムZfJ{';'普す必 lて収~;;X

'y-何事(/ふも 1ιJelてつ"1.よ〈イP人τぃゐ。 j長1I三収穿r:，O - 1位置ιsta.Tletld({el:l /:，勾比較
をみす。今l到の締来旬、ら t'J ('.3)収季ピーワ f"J.，中 I~笠手不足偏IJヘ(十 I.b 的)rv 0 (Sb)仰は)す'

k(1、、 h と月てわがゐ。

La.についての締黒め r 初a:Csの場ふιl司;tf<止め:t"7t. 7.ぺ到2f ~ ir.す。(1)1t1 ('J F lAJHM七令め
1CsOi場小とlまず等レ 11• tZJピーヴ若lld灼}31= rJゐ. (3) r:，Oーヴ位置{-;j.や〉ザlほラ不正

側へ (-0.6(Cs)rvーi・2($h) amμ)ずれ t右リ ρlnf.f... ~乙なゐヒず'れも犬?くな t) e!川知来

11まじ まやすの q. ヒらもヒ U~ お・ピうにめまさわ・さ相、もじ;ぅ
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ビケし"なIOl， '[与にか似食~-rr月t・ 1岬("ある。

次 1-:'小l畠のes，La.勾紡去を1.HalpιY九 ða( ， 2) めん十 320 パ~V Yの併-*.ι J;t:.較すゐ。 3ず
(1)ii1;，o事WHけが失(J.ゐ。 (2)ピーヶ晶loAs十320門'iJt 7" ('d. ~，3 Z"上向凶乙やヲ罪ては矢
(3) c -1イ王星((fAs 7"1eJ: stable vaJ{，匂向、与のずれ IJ(-tO.b(Zn)rv-tO.((Co)IJ?1'lU) 7'ほとんじ日
。 (2).G)ずらj考乙られる :ι め lつ tL 7 ，エネ Iレギーの王室t仏領:視すれ iず， デ-7"，γ 卜
殺の悦 Fじが久きくはゐ lごつれ1.， キ4生3の系若手過維の各与が・天き 4日q， bωck Oit-αs-
cade Iてよゐ政手放弘め奇寺川、和対的lτ11、きく IrJゐ:ι7"あゐ。
/れ副司支J検 7"I刊1)作先手 IJ，0，....200門.lVま7."の進統エネ )v:f-正材ヲ Tお')， 20/'uVI'f:'j 

i立の芭^~~いお響川、約Jl!: 1 :身与し tいゐ Id.ず 1"Y，ゐ月~II をれ Id .oZく2'1・'Jうみう。得られ
r締tl~[鳴きによる殺及;と旬結果 ι ょ ι 似 τ 、:ゐヒぃ乞ゐ。

がわら 1:締1:め処理主4守1) ;f. r~;' ，被Z の Ba.， l.εq結果もイトわ司C(不信寸kltう寺え("
あゐ。

く支 需拡〉

10叶

-孟

~、j i。
予こ

叫 10づ
さ〉

ー←
唱

吋

もこ l♂ 

12 

lo" 。

1) T.Katoh and Hui-Tuh-Tsai， J. Inorg. Nuc1. Chem.， 36，1(1974) 

2) I.Ha1pern et a1.， Phys， Rev.，旦1，1327(1955) 

Tab1e 1 

Ag(仁a) LlA(La) Ao(Cs) LsA(Cs) 
133.0 + 0.6 Note 
131.5 -0.6 Av = Mass number at the center of 
128.5 -0.4 126.5 + 1.6 beta stab1e va11ey 
124，5 + 0.8 124.0 + 1.3 Ao = Mass number a t the peak of 

121.0 + 1.5 the yie1d surface 
121.0 -1. 2 120.0 -0.2 M = Av -Ao 

τ:'j・ lヲド11山 h'(;elds.fγm  
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1A12 核，介都ぜ秘主1-:生有する核冷家;片ゎJil4f

(吉沢~研)百fz I~~ t- 線南r 軒 1々舌イ宮前司

(~1又工) 0森ふ給丈

i ~そ守、|生二千誘起1紛裁に折、け引先介梨J対の初期向笠宮ケ聖ヂ所11_1易手敢に釘Lて移箔
1J:何物れれ。りまず今、 In釈埼1三希?易手数1i.dii初認す的とオの方が¥綱手籾愛
市司令市さM ょっ、角政庁警のib1板倉'$11'司乞じヂτL、三とが赤川市 北 r:附して
核府報片ρ?射殺の均7偶lτ よリ望者]τえ二lし{-1:: fi-壊が訴ら力、と、うずl杯初芸員の1織を議
官街可るヒて内絡めそ H興味の抗争ω~L: f，rゐ。 孝君、利市 J~括起去を/fJ燕 1:: 示、けて械色に主的{τ予
百字、f，J~引の;険甘工系 lし究ンタ命 lニヴ\)て1'1 、8'6 RÞ 之 1~6(5 If¥ ，{jtl 

z. ~内ゐ \1臥叫. : th 
tよ11.l ¥可¥ト{;Ai'-r易寺教ρ核宥夜片イ払リ、手ち L'1"-れも称古川1雪?のj降扮て，1'才、吋のて"グフ
ゐ。 豹{々(J:_枕色収zp 門的?にそ \11実1fJ1長時 lエついてそれられ遅竜p:-~こ lしギー牟千宅三世|
定寸る乞乞いしT三σ

し 6.~ _ ~í(~~î 1しさ?自主的 5内¥M1/α41'1. '1'1レ言語主的 l二三冷し 急事?の lニl重告
な鳥寺fA在宅¥'lずユして‘ <;t 寸e.. 1も冷害事レ ヲ最l梗鋭利之しl!.. 会同fq枠olo空宇
モ "3 (5' O¥N¥ o t:1μしì) 怜弘謡て-~~'I'.( し恨針徒三更的ふ 7f古 イじ弓喉穿 \1 根射たí~'l
彰晃lIえす之街化守利主行，てえめι。

ち ~t宅場|だρ先罪色 系\~話可。 旅程小葉ム1::¥1;育長モ雨、唱。

R= t， C 1+会寸戎〉
二〉ゼ 七I 1t'7r I霜;自ゎ楠榎渚の1号7て も，:=-1-6 2 }t¥1 A.Q / c刷工て、和 _At 
んんはそれそれ怖市ゴオ 1引の1市街、イ1創ゎ端郁 lニ干高嶺7州市J同
校存在 ρ 税調~rt~\.-1五も， 煮旬、9伽するよう¥:、 主|司何イヰ明石毛耗¥1叫そらか 1: もb向イ主体
話、.j:'1f・ I同作緋わそれょっ犬ぜい。 三小 11tl::.l;[べιよラ l二被有税庁nyJもろ教1:1:r可ゐ
希^~t1Jl~~らおして、、布 í Q) '(..キ宅息子れらがーイ 0\三千'I~'I し-1:"4"く可ゐ C め lτ~~lt~JL 
孝行τキ1しギ-\~安城しむ。 しうらの穆翁1丈島〉モイ宮前して符で還をりて不 lし~-屯~の歌
4金者"¥乞手/可。 τ ち 1春、毛払ちつ ρ II動 τ 不 lしギ-'f羅雄イャZ 毛布旬、ら ρ~れ iH/ I三対レ

L-::レ主主f三 五、じ‘わら、、-!)ろラ い亨 1:'しのぶ〆7ぐ 正')k写いちちり
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てヴ01プトしT三bのモ国に手可。 魚市環刊のIf脅工不iし守::--1::伺して?高吾柄小零i偽物界
都・貌'{It軍ずれていわ a

233 Tab1e. Ranges of fission products in therma1 neutron induced fission of ~"JU. 

Nuclide Contribution of Range in mg A1/crn2 Average kinetic energy 

precursors in %3) in MeV4) 

128sbg 5 3.12 :t 0.06 72.1 :!: 0.9 

130Sb 14 3.28 :!: 0.21 77.2 :!: 3.4 

131Te l 3.42 :!: 0.16 83.5 :t 2.9 

133Te 3 3.49 :!: 0.08 85.4 :!: 1.4 

134Te 4 3.49 :!: 0.08 84.8 :t 1. 5 

134rm 。 3.22 :!: 0.08 77.2 :!: 1.3 

0.7 

iO6ト

μアド::z
T----争¥中凶 Z¥

P
ω
Z
 
4 、、
|同

128sbg 

0.5 
」

-2 -1 。 1 2 3 

ιN， amu 

References 

Fig. Average kinetic energy per nuc1eon vs. 
neutron disp1acement. Fissioning 
svstem is U-233 + n J---------- -th' 

1) T. Nishi et a1.， Int. Conf. on Nuc1ear Struc七ure，Tokyo(1977). 

2) J. B. Niday， Phys. Rev.， 121， 1471(1961); 

H. Nakahara et a1.， Can. J. Phys.，笠， 2371(1969). 

3) N. Imanishi et a1.， Nuc1. Phys.， 生笠2，141(1976); 
K. Wo1fsberg， Los A1amos Scientific Lab. Report No. LA-5553-MS(1974). 

4) J. Lindhard et a1.， Kg1. Danske Videnskab， Mat. Fys. Medd.， 33， 

No. 14(1963). 
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1A13 j昔;，;鉱物却、弓の不安み梨生局‘133Xeの刀目黒放ゑバターン
一耐火止ま鉱物につけ Tめインh等じの比較一

(金沢久姥) 0成本浩， /:良!.J1I青典

《ノ予~ ~最右ら l主，イ子ぷ子児婦の t章治拡吻守のヴラン ?~Iえ法じし7. 23.む例)'3Xe-
TY2= s.2sdーのオ法を殺釘し 7幸氏(第おおよが23曲初心討論会)。をめ困的11，'3弘宮町、ら
?尋られるUすJ.fissio九 t'((z.ck~まや Zi1旬5まの併占をおよび'鈍f宥加持ゑによみ 133泊め萩弘 1 fターン ι
tr.，較すみこ乙 1:より 二の罪抑fJ才;tOJ，i畠i和主a:..).ナゐ:ヒおよ ν々め鉱物宇1:.'の13')(esif.e(:り
(伏ヴ 1μs汁~(S) ) めか児Æ. í昇る~ lニτ"あっ r:。イン后や 11訊梓lてつ υ"(2句ふ，チ)1)It，'S'?<e手
238μ，桝PuJsp.f，)-l舛 ，136Xe(与え)ケどの質量M側主Id.委主今く報告され7.J山)，A紛れ
為、Xe(がけの解析lて作鳴がめるが‘…)l'd晶/ず /200"-II/.OO'Cよ7"め力関1:Jい(100"，200)•ι 
のヤのを覚、、 1"，2個のど-11/，栃t--Z企に放量えきれ，それは鉱物内m特えの phaseω しずite
m融解t:手ゐものとj骨乙られ7f)々。ま作， t3寺{て治切手えがJナられ，代展、射Oγ子帰m謀、
(丘/50.C)7"の殺広〆想像さいけ正。ところで，寝泊与め夫、有脅から，面:fK枯鉱物01JlrCO州
chro捌 teおよ払!'apa:;tde z“I J 1600 '(こまでめ/JD#.~，-z・‘IJ133Xe液弘/1不定企1'~ x/放弘につけ-z.{!耐
'X '惟 1・・あゐ:ヒ月ザ1) づ作，ィト副 I~，それ与勾締Jf:.1丈i'f-の老齢1夢物につい τ。結果土日軟
L 7. )-持。
<<'匂巴の表、島害法シ jr5去につ 11てIJ，前あます紛ら千縞集， ぞ川包1) 7."務者l-f:， 3'・rco丸
(ZrSiO，，) ld n'171. s0eの害、業l有丈採ジ}レコン ，apat冶 [CaO{PO，，)3(OH， F，α) J I孟天然:，apatite p、今問フ
代側si3e'"結晶片 ， ch附げ附lY01ゆ0の仰州仰川7椛叩叩t1.似t1.itかeC肝(何亨岳e，作吟)C伶Cひr，f!J2)2 o.ω~) 1はdC品hゆ仰m削叩r台紘左 120却Oん 2加ω伽骨悦t訓 ι し t 童M液冷村令匡
(はd>河'1-.2幻)し f:もの t
1;1:苫埠楽老J沼E了亦8-1打(/.s pp仰捌，μz勺)り) 1に川~Jよ 7パf:<> 
〈紡fιヌ寺拳多 (i) d'叱仰: (.)151 q) pp11t-U. @ 1 I て IS3Xe 勾校全 I~ '9ーン正元す。 "̂6Od乞
2で lτ 嘉干の133)(e放念があh1J(' I J\~j>&-I a: (oooc:.以ι1・， ，/6[X)t 7‘'も灯、TJ')の州n1'1( j'， J .}t ~. 
tもøìr，仰の前 P ‘ I~ 2tSd乞 l"， fi，'.ι灼1;f.，t責拡散('"怖だ 7・''h''ズ校弘同佑) f)考乞ゐと凶 111.11ふす
る。 @2td:勾(D・t(r2)凶片aJ(D:抹散{手数，to:!lOJ!:，片岡ω冊以， r:，fi.U j'?1I-nt / T:fJO燃え盛萎〕
ずあみ。 3合，f生仏け Iバ-1<1: ，泊三島;，1l'1z" 60 陥μωι16.~晶船・ 4ft /< eaJfS仰し外見tJ:.;J1/'・
~&J$.t. t 三f:↑fc;-qゐ.1;.函1):.'者支1 ;1:， f::e '/1.dt-Thoμ均的~r11，→伽%， ubi の JG較刀、 o ， ~え希
命pγε(J)_γSOY1331 (ηi== 20.c1 h.) Ilj表面物事刀によることが'庁、機 J~ る.

[ii) a.paUte: (/¥.10) pp市川。イユる!foi w~ìt/ockìte [ta}(陥)2，m.p.げ'Oo"CJI ~づらまれる X/( 'ð2/11.や'U- .2>>>[..I
年パ学(:とヲ T主"7"ある.類似鉱物のapat巾v')13Xe殺虫正 st. Severi凡u)h，itloc/::Aeの匂J
殺広 ι児骸L-7.J-tf二。後肴(d， LμgωωLμw山山VIノバisLf匂穴庶弁射ず(αL似dちνIC1'lnU作F
すゐ Z乙にぶ lり1;未k'め拘「れ:( I園g]3o更線)入。 d勾:po.t，.ケの場/ふト Iβz官弘εu凶幻3主，、e.綿) のd企P放伝嘗|広'J， IOO移 t~て
近近Lι仁/，ω6印0よ化L に CO-1 互持つ苦れ4 河〆{延i儀~J れ， W k ~ 7 IJ wfr._，"tloω't.R勾 1>1/-';(1，;初、Tいみと秀之 τ
J 11 ø 南渚~~晶護j主 μO.GI'ðバ仰の柔 (l・ 1，c1(/$:(・似/d仏P)O/Or結晶mι(:'1れ机州、?
(iii) chromit.e: (11ま2)ppb-U.インるの(附すHα)丸擢ナ(付但品。)"HN03)丸曜の姥'塩(企イシ五の

九 O.S%)==-(rv，!Oj胤 cnromit.R，五九04)1'"(:ゑ2Oy.m5fi官e(，Mq ;l.Q20q.)ナ(m1lOyph_ιor fol.lf!t附){'J， I 11 ¥ 
Tょっ枕粋 rcf. 税収雪組Zぷ ιJZわれゐ m~1%泌(京引友?;謂YjJ 'Jcl CCFXe ， 企イ>;もの ~f)o ガ).E令ム

さかもじごう・[ままじ1まやすの LJ
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:のcc手Xξ の奴弘lリーンの 2っ0)191J 6，りを lil与に‘足後リ良線1・z芳、可。 ifヒし"(chrom.ite 
問、ちの放念じj考るら似るヵ~'， 2CJ2つめ場合¥J 主に r}-7;'主重乙 'f1τ.1[._ 1 Iガ¥Jナうれゐ。用
手足chrD明ite例府民今パ?ーン(臨3，衷繰)也 Il手:1:官、 (J') J-rdゐ。兇J;jichγ07>>1ねの場かId.
T令ラ~;yconに似7.¥ 1 ゐ nC イ色創出\~ t." -11なし T右 1)，机j厳命rfX (11m裂のゐ某lご片品
→偽造らフト f1¥j号乙うも}tJa0 í悌j~/)i J私和、む矢口れ「心、.イン石川;t，，， 'o;f主体'，Wえ
のたがあるポ， Jらlこβ%と CCF比例匙君、m差(綾若，jXe+ 7な"がも?) ，~由来する
: lも角えられる。

P人.t.， I Iずれの坊やもXe必令w也管，その綿花site0¥的基lてつ 1)-Z 0) ~()見左ポタ) ~ r~ 灼
にlZ，j乙えXel坊主イ手r.tもに，匙3昇、0)13月確なβ3胎0)~与 lτ 号‘統的祈Znt 智 3 出る。
《文書献K今 1り)S勾ak陥amotωoe凶ta計1.， J. R刷M州 ioa凶凶a釘n旧州la凶a計l.Cα印恥伽伽h同M刷児閣削巴印rr川 su伽brr耐I

c仰hem川.J.，8， 1悶7月5('7刊川4叫) 3ω) K陶〈匂切伽伽e町聞側削nnげlne吋t口ta削ndT而h加od白e，C加an.Jム.P附hy件s.， 笠， 9叩4何5(，明判6印刷0ω) 4叫)L刷e倒W川is， GCA， 笠， 417( '75) 

779('77) 5) Lewis et al.， Sci.， 190， 1251('75) 6) Srinivasan et a1.， J.Geophys.Res.，笠， 762 

( ， 77) 7) Lewi s et a 1. ， i bi d. ，笠， 779( '77) 
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1A14 工仇の核実J防体K与!If'需産品1::./l1i工九のエ東支持世

(祇j(姥)0橋島尚三，る森者サ左辺三

61 IJ"じめい 咳与を数奇tcの工凡 j司桝亭 l三(ま〆会 z ヤ〉与と it~ の核実佐j卒州 J ， 1、
つあ狗芳のダミらずみエ色剤、主義支持作剃えのP章者七宇9.， 117工比内最量特性13:、¥¥'1， 1み Irル宇ιけ
の議長凪組ムt のj::....:甘tされる-*V('草宰守治的 7."dちる(::か》わ5ず、必ずしもナ弁冷失後
W殺拠|亡えい、問題の減瀧Z1品み。ノト'.lb，OI夫喰で1在、 lげ例工η(約1.f() と /;7~I凡(台7ダ0.... ) 
仲井司")そfきする。主こてぬ箔の手掛湖剖えZれも、 4タt，.c1I;1(a::親放Zあ夕、 かつ、 よ h実Jf~ト
マ k め呂美並悼すいバ~勾主張主\jf}存 1<F伊レバダえ 1::r耳弘 t 不 D下星空 ey!τ -:= tx._&- の、 それもあ努写
浮身命放;点?と l'Z..llJ¥椅段-Z'・ δ写ぃ。タ包 Jillお昆冷粉とし7.ld: 9ん1(;ιtJ¥"(;ι軟的J之さケ執津守
の代表的す祢ピーアのP張費、身体内j刊7."Jちる。 引4ke.V(事例かうの工Tt紳...1."Jらク、 きわい守「
f 成冷減案色づEし、 正持写Tルち手と否。 ---;i~のアム It/tlμ (.A"SJ之 μγy鮮の初期減
条iτftれる暖担、写実五寿命点ぷトヒ l7.鬼今わるド ¥f-zある e そこで皮危のえ献j直(芯4hdf〉
バ0士/‘刀43土Jf4チJ土αご40土ffμ，J土Affμr.2ぷjtノけツ究《‘ズきい.
み祈免で'(停志志、 帆主旦ζ3州l内川告軒P津蘇員吠寝手荻d広えす事 k批 t韮I電亨《街¥) J，胸初乏起盆忌浸lげT喜こ tt利明
L口て l川1門岬可咋号Iμ凡 E引Jt，

z努東i並将y序主勾 戎剖Il免i惇手伝、 i搾嘗娘f但玄&7¥1伺珂ム創釘‘英期月附f停争3サ小、る.

22 117iTI1..巽f主体料修荷 11ワ相工nJ.L./17をnfJi'd探(ヨ("fkeγ)を広 1f'(ときの及跳エ
半ノレ苛、-¥♂ 約αhγk構えされ、 工引イズン用:Y!.，d) iとすvヰをふも切る(-':(京tl，がで‘(宮守¥¥. -

if 工了。γ軌道帝手E伏広 IKときのをれる約メ九γkそれ稜A♂ι(t守い州¥軌tt吃3勾脚
匙エ午 Jレぞ-\~作事 l三久れ、推す~ 1<=他lJ鮮や M畑「τ写かめろク h 工円ヤ{在 GDTA~ /; / 
の制ノト Z'必定マ締Aズンも匂ゑ;苛るこ ιl'fょ ι知ろい7..1A弓.主こで¥グ7工凡の両翼惜停を

1古 U めい舟初日7河錯時I:- L 7.ゐιt、森包電守主文弘(~.rぺ骨tか今斬lく g世Y‘生れ事と、 ごの孝ケ宝
J j手 l干 r 豆臼アA 夕、ラ静択され~.ここで過剰の εD7刃 E Y妻、J~ぷク過剰勾工凡才引平-IA."Jえかう

仰とち ""，zいるヒ.はじめ非錯停m工flF/全く抜射能色命ヨ下主 1、州、暫時放置す写うち、工f
内咋(~印象tr ':t a-jゎγ北フ Z 柔~i l.."eYJ写，:前章特T等1':d ?‘勺凡例茅 t“ l 耳、 ~'Îfゆメ支fて
きj手(<i承語i互い置す3も0'¥ t期待さ小 ~o ここと 工，，，，'jtt-!: 1... -EDTA /)、手ク併すわlずタ

融3れ作 r"，-W¥f 1" 1芋悦停1;):伊乙， 3-?子 t::"ff t¥"令まれ?. 

主三一決事長《戸別 tJ'，、g;-;:志向犠倫 11ι'Cdq最長11:...扮拘;0叫 dt.1I.Ni旨(:.担み、持)C~肘 fl
U ヤ~ンめは刊Q..V c{ピ戸bo.. Z_.、約3日寺舟g!栴./Ih{(t(ノpJμモd工ぷ17.主凡，三(7.(手 IlbCt(( 
ι 礼)'f~工比百u~，官r 1::' 1)' 117帆 ，'17#工凡刻、生成τ? A，f;;品E義 KOH，"株主，，( f% j友、 ωoE王利てヰ
官、音。 五(OH)3まド (JLa. (OH)3 を捕、3宇和~ t L Z M仇 of/z" D/'を楠与し、 ω11持決(=).'を:'1.1 
ズン~挟均(:: J 1、勺凡E一旦主.. l~.l利工た lて.11製 Z 吾.
エ文|三時政一アシ乙=ア車7."'PH == S.Oのぶれたヒ(v-.Nヘ、静域内εDTAE剣士、 今作 E

ふ，:， l J . l J タそづノみとク・ 4今~l.，

48-



念物工rεDTA<l旬i::q ~D 加 l T-:: EDTA (三 Eとし、ヤッ晶到の工比捗停 E古白色、 ! cro ;Jt 1I'j J支紋童

¥ Kj~ ， ;r守シン -J tJtJ;ドルムらゆ~\ L. L、什十r.-.:r羽生入すると‘ ，7PP;;Fノレl-¥.{哀の工ゅ(1i1咋

I仇グ)J-f， 'f:令み‘ μ?例工九{芋令ますい.

t 4 ~曳ミ房験稔食免、待J呆h，ノ糸ト初j放免内 是A卑車し iリ)有甜箭桝f1怜i冷昔私乙イιιI守宇メ舟ιμf擢里向りj主け字 Z 
εpτ4 'E汐仰D之、;?~ Iいτ工凡干穿j咋干ち幼z_7.， 117fTルの事介'1:U寺つ町、 ご円 ιき工ル干旦 j手を l同t
滞家切 1\ 以 ι 矛 1乞 It 、 117~k 内耳守♀/ン拘弘伏rl亨 lト 100% (ニιぃク之‘執;糾ηγ体久
々 7 ト Jレ包仇仏i) 検広jれ同い Z 戎1]え可否と、 //7-m-，工作 I~ 持有す幻チk:eV"IT >J岸[干検広

之れず\これでt芝~Ì'良，N?包t-Cl品入苧 l芋ノフ争以下Z'巧 3. i;jH7ffιo-， f枠削え《伝め
い lcr 、 tいきる ~"ln~jfo).tぃ拭科いりい、《‘/与えA片工作招停のを乞 0， 0 '3 -J以下 (，- r~
\:I};tキvI ~1L t 11'(勺"，，0)成入門;怠る.工ゅ以外0'l! i: <fi!-J手tq d可千E性 E令り金制h

11'1;[ 工仇 1Rt生涯~r~ s下検討サτ明る。 ii i) 以..):.."')才堵 I~d ク棋金 11τ 任持3 拭粋崎、通勾
榊υ宮北j之官成;科lこっき仇{ム/)検広洛Et弱い t誠IJえ.2t十'-1% / S '1， S-S-.2.， 幻チれγの，tt，年ピ
ークのエ展支場全車-S~ I @みよω?ユ厨1::禾す，その角科汁{τJ? ~ミめうれ t< //7乍札，川:I凡
A字病期lt宅わぞれ I(も、|土 0.2ル比 [';.J町・ 4 ・Ir. 0.2，即凡 Z前;l. iり虫色陪j手刀iL...:訊
必↑仇?枠制えモ平急|τ41い千くい e

主主邑 J)わ o周知ι言城島 1131!i('7ι) 2う月中J1.--J.，.J:; ('同，りf1c{r/UTL-1・s('J-り
4) Pvul-1ら('61) ， t)払持ち('t!)， 6);Vιばれ eρ) 7) )d...w-aA.告~dv 5('67) 
8) 'hルW冊、ずJ札 ~ ('?.i.) I f) 73'-よえ=er> ( 'lf-) 
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Fig.2 Decay of characteristic three 

gamma-peaks of an ordinary sample of 
117 In containing m-and g-isomers. 
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1 A15 制動湖すによる18守OsのNEET

(阪夫理)者在清輝・ o荷藤車・篠原厚

(部主大理)三浦太一

内設電予期L車のイオンイじ 1-;:基づく原予励起の謄!こ、 NEET(電矛遷移"よる核励起)が、

X 線放th，・大ージエ官~J-放it4に手危く*， 3 の失i台i島程に 1怠ることができる. てのために広、

まず吃3-量移ヒ lまlずエネ Jレぞ‘ーの等しい成虫特が存及し怠けれli-'怒らt;s.ぃ. さらにスヒ?

レヒバリラィの保存則の零請で、両選衿の今重度力、等しい必専が・ある. NEETについて

の納めての葉、歌I在、 これらのNEET~{キ包端医ニす核種I柄。s において符芯われた 1 ，2.)
1~IrOS の(， q ，t; keV率低八の核励起 1;): 、I< M4電子遷移ヒ l ã' lず等しいエネ lレギー(両着時差ム l歩
l::. == 2，32keV )ヒ、閉じ多重友 E2 t.t寺っ. 従って、 JSqOsJ東予の K電号待合工ネ lレキ仏ー
(寸1，gマ1kεV)よ・う畠エネ jしギーのガロiま竜3-(文庫医Lぇ)の倒では五 100keV ) U~射する
と、 K却しができてを-d-.皐秒が匙ニり、ト!EETIこよって芹、ラ核は70keV~{:立に励起される.
'70keV葦位l在、 ookeVにあるキ減期ら‘0時間の核要性体準仕l宮q，.，Osへも分岐壌変するので:

NEETず問埼的にl宮相05が生夜、されみ ニの JSq剛Osの城崎放lr舵測定よりp&-易氏N'E:.ET
E蜜キが五百めうれ!と.

JSq05 .Jli!否の K~喜弘 l事、電3-等の荷吃粒~ば \1 ずずみく、当然弘予 1-::: よっても生成亨れるの

で、 どちらの場ゐにも等しく NEETが期待される. 光否定用いて K較怠イオンイじすると、

ケーロン励起の寄与在先企I乙除外し"'(NE:ET主観測で‘きるヒうすえ、 800keV電ミ?の制動放

射を用い "\1伺Os ，~おげる NEET 観測定試みた 3) しかレ、同支敢においては、 21qkeV Iゑ
が之ワら同νにみる;2~宇佐の光予共鳴目立4えが大ゲく成要性体生京 l二寄与し、制動放射のえ々

クトル雄算定簡単1j:$ii馬食式‘ t二依ったためもあって、 NEETの寄与を草弘てきるまで1<1<):ゑ
ちなかった. 序回 I在、電子エネ 1レザーを 2001くe.V 1::' 下 11 る二ヒ κ よって 2~車位司光子共

鳴日制支の寄与を排除して、再 t戸、光-}(制動抜射)宅用いて l明Osて"(7)NEE寸主観剥するニ

とにした.

ZE主 qs， bf，%表縄，'1宮05を白金板に厚さ 0，S ms，c.lI'¥ユ、 直佳2cmに電看してターデヴト
ヒし?と. 犬阪府立放釘線中央謝花弁「のコックケロフト・り肯 lレトジ電ラガロi主張置からの宅

手ぷ東(200 keν， 。、 2mA)を?七コンパー'j( 0，1 5・ιrn-2厚 )1-;:'宴荏中て?亘書寸し、その査ぐ
昔俸に置いた乎ーゲマト l三制動放射を写時間照射した. コンパ‘-'1 Ij:包予の需~1 ょう厚
い， ヲーゲ v 卜 i主ユτ ;tr，与し Q力、、ヌフロ一台 M 計紋嘉ず放射青色刻乏した ~n守\t~j J;l寺

の18'11t¥05の壊者キとして、 Ao = 0、10寸土O、005"13ちモ得'f-. ニれ Jり、卜IEET確孝Ple):、

P = Ao/仏B(l-e-入七))~M抑制E)Nr(E)dE1 (1) 
L.. 'JE

K 
，，-.' -' 

ヒ計算でする. を乙て約九iまずーゲットの 18'l05Jfr.予の単体面積当りの敬、 81古マ0除ν手位
から殺要 .f生体への?1'J.R比、久 L;i1君'11>\05 の壊t定敬、 tl事~射日奇向、 。JI<，ヒ NrI主それぞ札弘
吾に与る K告発イ大乙/イι幽T面積乞単位時間当りの入身守党き者て、、どちらも光;rエネ)1..ギ‘-E.の

ぁ、とさやいきょてる・さいとうただし・しのはらあっし・砂うらたいち

ハU
R
U
 



肉敬である E，~つ Ll tの積分I宮、 05のK吸収端EIくから、入射光予の最大工ネ lレギー

( 1次竜寺ピームのエネルギー)E川以まで実行される Nfl在、 DIBRE-DETECToR計専

域デログラム4)宅用いτギめに 結果として、 P=4、'3xIÕ~ を得た.
主主 本実殿てY等主 P0) 1，邑 l京、先の竜予線!!~射曳稜2)の灼41少の 1 て、ある. 乙の不

一致l古糸賞、検中の制動放射照射時の誤差等に起因するヒ芳えられる. 先手の委鳴n制えの

寄与は、 200keV 以下にある 4~1立について計算し氏が、曳鞍値よりユ材，トざいヒわかっ
1ヒ. それで、先の襲、瞭ヒ協定性的写一致しかず専られ7手かったけれども、光ラ K.¥=っτも

NE.ET が生起する乙ヒセ確認でき?とヒいえる.
これまで、 I8'lOSにあ‘げるNEETI-:"関与するの段、図 1にjf-し長令京1帯、d-糸官1ヒマ(2百Ij

ヒ見写してきた. 乙れ l事 NEETJ!論が、準縄止した 2~草位糸川英動論に基礎を置い1 い

るためである. 国1Iり明らか芯ように、ゆz併(M，;) I主1lr2 t非常，-=-..itLぃエネ}レギーを
持つのず、をれ K 札、って'¥f1 ヒ相互作用して NEE.Th"長提できる E2相互イ乍用ゼ、NE

E T 1:: 関与て‘きる谷育長、義 l在1I!1 ヒイ也の 4 状態の組合t て‘(団 f た今~，f. )、 『電:r.i墨秒間の相

互作用が写いヒして計草するヒ、 !<M4とKMち電予選移が Ia'I~"等しい毎与をし、 I<N斗ヒ KN Ij
はそれらの 1/401::怒った. ま?と M1相互作用の寄与についi:1歩、回 1右に示し友占う

なゐ振払がNEETK.閣与イ‘きる. その M1相互作用エネ Jレギ、-E'r;t森田によって

E' =すt̂NP'S(ヂ)中川(0)恥 (0)= 8P.NドsZ汽凡併の (2 ) 

ヒ与えられた. 当乙て、 }λN，いd I官核世ま、ポ、ーア碓号、0.0，;);ボ‘ーア半径て"ある. 但し、

l2.)i丸、l古札SIβ →1，3仰の電fト遷移にF良る. をの式、で、 回1'わ K$[わオしる各電3'1墨移の
苛与を計専す奇と、 Kド11電ラi皇特，;}:d.が最小 kいう乙ともあって、}くM斗の 1/5'の寄与をヲ

るニとが僻っ i
O/ l~ゆl~l(K) k
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図 1. NEET I亡闘与する

令ボ万葉ラ糸. 的，2.I事根基

危ヰズ態、励起状態を不し、

φ(χ)ゆえ較に2日しの窃

る電-3-~f 月三を示す. 世1ヒ
ぬのÆ;:.~同糸が、 E2 相互作

用〔た図)ヌ I;):M1相互

イ下期(お国〉 して N'EET

が起L 吾.

ゆ2~(M1) 72.57 
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1A16 泊~...， 9051'の新し し}同時史量逮--deca.y-'Jr…同一一

(福#街荷)0早llj博信，高山裕美， (屍電技噴)亘'ト碍.*団理事
(関電刻定包ンヲー〉河野強 (動燃敦噴)JJ、林渦

放都世SY"のお祈I-;I，これまむほとんと，tJ'I'狗ふる対象としたものτ・あ勺声。 L力、 L，護
措試料中の90s"孟，フトノレアク L起罪の竺)rと，原吾力発電所由来の1051'とiこ区別す3ご
とl孟，環境王ニタジシケ上重零なことTあふまた，原吾力者電Ffrの武ili管理に閑L1.も
「諾電用軽オ<~房3力施設Iこ志、ける放出放射性物噴の吏IJ定 1:: 閉す 3 指針..1 fJ¥"， !53年q司に
原吾力争買在角、5出され3なと， S95r t. 9051-- の両殺種主測定し q ければh ら有 l)~;兄 lご市
勺 tL I ~. 
従来の8951'の測定去はけわゆ Zオ帥agepardon CPM 

methodヒ， s-l'"tLy 5;町-;ti'YJ1netr)" の 2 っぢ・~る. ごご℃‘ 60 

紹IIJす3方法l'a. .S'J.s~の d町Çtì' 人 'iOs". の娘乙“あ~ 90y 
の事Y'owina左手.IJ1弔Lz.， (〓ふ・十YOSy) のをカウシト ー

の変化亙時間左近コて計測す3ごと ZぺB9Srと"らzの 山

両横種韮l司時に定憂す 3才;tl“あ L 従ヲ'Z， このオ
ヲまτι 90yのミ Iレキ;:， 1'，立不専C'あふ図1t<l‘ ω 

がふ/Yo5rttlJ"変化する時の(g<l.sl'十90S..)宝刀ウシト
の安ィιι 現実t的な劾辛五九れZ計算し定結粟に勺パ
'Z.，示したもの 'l" 事~ .. 

20 
(1) 原理 5 n_.. 10 15 

与9951'，勺r，FOYの計測初辛五モ札t:Jt. P; pO， f10Y; Fi唱I恥官官ぽ抑制背附)

尚壇~数左モれを‘乱入。，入t 入 z;3制定時間を T; 5t先髄
かる討刻開始ま"[;'r1)時間't!i~.; tJ.語、引いわれの正味計器対前 N[;iitN.l ~ 895...， 
905...の彼方vity邑Xn，X90とすればI • _ 

一戸+丁 、(. f"tt刊

F平イ~十九十円苧t法7(JteAztLFML/丁 (1) 

ごごて月日÷fFAit1ヰC二会7dte『Adコベ F90+ぢ三点
古c.r"t 11"， Oq •. 
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る。すなわち ， L ( Fr /' = (a.a.J ， :z: n:!'・Fj。)=fab3. Z(FJOJZ=cbb3 
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l官9=EEEE-EabY
(:2 )測史ヲイミンゲと持出限辱

印刷， Ni/Tに闇 L'Z一定の和に直すことfJ¥.出来るので， Xs9， Xl}O iニ対日分散偽，
do lま.rJi!T に対する合散侃おの加‘あるわす三戸が・?目。

叫=zmt::吉弘， G44[22b;12L叫
}方，p=ゐ9/ん。 ヒ志、 l寸l;i'， (2)式よ.)， fプζp，X90J+Ff-X狗 =NllT 
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L z.4r=ピf.r/'i十 fJXh/7 ヒなリ， T = -jk l:. l Z X ，/0 (~ a ~ i直在宅え
水民 óXQ~ ， Ux90 Iまi也 pの関数ヒ L'lあづかうとげEを3・ここ c;'i.は (吋け勾
測定試栴詞整かL剖定まむの時間むあふすなわち，あきー鬼の嗣間体に決める仇定刻宮
回数z.，xiめを精度会くええめ 3ための計刻タイミコグι，お ~p 泊~ X'Io (';;対 l'Z. )t<める
ご之が‘出来~ ..良じる(:3;"， 3 自の刻~r'結果"&:(専たtJ場J白 p=α1 "" (0， Xみ=7'..../000.附
ゐ範囲Z'l;t， l)寸札の P，X9l> 1:対l'Z.も〆葬 1団自の計刻五測定試料調整後ただちに行る
ιl， ).たに測定期間内の出来る充電け後半に2回目， 3回目の討測を行うのが¥最適の計測タ

イミシ 1"どあ孟.X8~ に吋 l t. t同様に長めることが'出来る。
椋辛偏差の 3侍亙積出隈卑と史義すれば Tab1e工DetectionLimit (D凶)

iこi孟の最孟?イミシゲ、の 11通ε岡tJ，同様の Ratio Nuc1工de 町 10min 60富山 24加山

手法に主リ a 測定時閣Tヒ， B9S/?o，st"比Pの 11 ;::;; :::;: :::: :::; 
明教と lI . 1費出限容さ京めることが'I' き~ 0 1 S日 9 比 79 4・33 1. 82 

結曹のー部主表1に示れ

(3 )他の方法との出較
従来の方法と比較す?;，{:.め，測定知幸，
到史時間等，理安的は値さ入仇Z討草 L
定結果ttZLこ示す。

d拘包'eco.-;-jl'仰訓Jさ詰ま玄‘ tはj;，曳謝11使定墨lはま
t仰ωふ却acK.CDρu削柑dメP付r/:Jがl'羽 ;Jt_Jぽま広.‘寸寸 tυJ と とノ

ま主， 111/t，-5弓':>a.ran'an/I1e1活'e>c!tぐら
ぺ， ，/0 iめミ 11.-守:..7'操作/J~'不必専G
ことす志Zの僅も右t!:Z i普Aをすふ}j"，
この才玄 L;t 十指費用~~fc主主主-.:. ¥¥ i ~. 
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Tab1e II The comparison with detection 1imit 

Ratio(89Srj90Sr) 10 5 1 0.2 0.1 

decay-growing 1.50 1.52 1.64 2.34 3.39 

method (A) 1.04 0.84 0.70 0.68 0.68 

two-separation 0.99 1.03 工.31 3.20 5.89 
method (B) 0.63 0.63 0.63 0.63 0.63 

s-ray spectro- 1.10 1.13 工.23 1.73 2.39 

metry (C) 1.95 1.34 0.89 0.80 0.79 

* unit pCijkg upper=Sr-89， ~ower=Sr-90 
condition: chem.y工e1d=50も，counttime=240min(for A，Bl 
50000sec for C，the timing=same as Tab1e工
weight of ana1yzed s田np1e=1 kg 
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来北半シンJトレーグョゾ勿つン寸イングl二手会寸ゐ壁効某，

必殺効象、君主度効呆
(来立桑犬)0;よ閥ゑ夫

1A17 

L日以んAmタ.まへ '0ま晶勿;fIr拡ヘオ毒

( 1まじめに〕

汲砕シン今レ r 勾ン勿ヴンタ ~(L5C)l二 l手、

リ 自己吸収叩てない

1.) 紘伺導的初春が /00%ぐめゐ

3) 効l定.%b. l:t'J都の~兼が・ケない
4) LSの蛍えの渇素晴朗唱す 3'V  S hlS 1:.短いため i車、、帰'1え析で圭ゐ

5) 弘針をその~ i LS仁本守、 f手わ、組料の銅製が払易でめる
6) 絶対効lit合よv.:-1-~宇 Jし者二 111?ft t1'¥' 1.・‘芝ゐ

な!c."イぐれた草寺及'iるヴイおう iιJf-でl在、統来のよラ l::::3叶‘ I+C1.] t:にF民るこ tfJく.ラ
ド、ン、 トロン、

1311、210pO などの系U.i~:守オ'7A1iいる。 ll1' L， .-方ぐ¥'d')ンあ‘め h ，'\~
仏挙 1レミ糸、7ゼンづになどの問題もめゐ.J-洲えでI昔、 LSC剃史上のム.えの問題点.すな

わ旬、笠切1(wa.!J.砂c:t)、し5の格維柏$..， ~最初去{:つ芝教指句丸
{哀‘駿)
LSC 

剃定手:

村弟、格子

パ恥-&.J1L， P札。ん肌ri.. iilムーC伽 ，(， 3320型(
M伽!Jl[の 3伽t.@]蕗与すの 8主力バ Jレ久主、

経

LS ; PPO (Hll)およ iKj川/TA..~ .f，初心ギムι
往拘卑〔例J1.~)
壁初J長、イなわちc(， s北tzトがし5内て金エネ lレギ・ーをヴいだイ， tな〈‘怠誌の桂!こ
/都 ηι系 jνギン t与える予:tj(_Icr、ぷJR主的に0¥， /タ主主.:j-のし5肉の北九点の3良謁舟均司J色;L.本
/レヂーイ~~へのシフトをきたイ~某
1:. tJゐ，糸刻えで11，22tRq J: ')分離

した 222Rn1.問、、 TαraJ.t..tμ.O{"f:. 
~Il 定し長(団 1 ) 0 : 2でRi1l々
のす良枝維Ro.A、RQB‘Ra.C、Ra.C'
l-j .i品規5(-衡l二王tレて、、4九回 1の
② l"j_ 5 4守閣は、~fレ <;rkr.うし fこ

議後のスぺクト jレでめ 1)、 3度畠の
イ乱ヨ二t-ルキ二制へのケクトボ見ら
れゐ。;の γフト I~ 約 3 時間( ~ 

の胡Rhl:それj，oJ..f叩てみもど過5童手渡7

1こまますゐ)紙北イゐヒ本去の来品

身仰のにゑゐ。主主射笥で有紘レて

① に;/

/¥¥ーぺ、
② ヘベ.(t.~己J.!~_;-~i+>:':{"，内弘子ー

円.~，"由即時

①板1E前
②検量(5"'in)直後
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① LS 10ml 
②"  17 ml 
③々 13ml 
@ "20"，1 

①:.:~，.~\~_:刊m. 
① LS 10ml 

717 ② LS 20"，1 
① 

:，/ 

d ぺ九
九弘 、

①冷却直後 15:35 
① 15 :40‘ 

図4謝Am戒名分布の追度変Jじ

団32制A川の法晶号待vs.LS忌量

組2刷 Xeの5まあ0'itιLS完ト量
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1A18 Cm-2牛2の半減期制定

C Mt'研) 0臼田重和河野f害賠梅沢弘一

i雑言
鮪らlJ ，日朝された町、"05飴!期試片方、ゆ.t L~ 了メリシウゐを用いて概農の
之+2C.m 忌製島し F その鞘壊核データの現'1典主行フている03卜23田教秀才イヒ守討齢舎でぴ
鞘壊半減期の予備的測史話果ヒして 163、。マ主0，16clo.y5でみるヒ報告しl三? し方、し.
その後ゴらlニ現l位互続行し‘補正回予き角殺到して解材したとニろ.従幸の箇よリ角i弧
短いも且き得L 立正、己m、許2の自脅教，fi裂の幸防半減期退'It色才ミ去につレで 2'1":♀PLl.~用
いMiCd桟tb唇のi通用可能性ε権討し12:"
2， Cm  -24-2のα崩壊半減珂
Eメ放射能の着l院にほ， PRが・ス主用".r= ， ~宙主 L r.:: 2 基ゎ 2 正此J9'Iti数量左用 ~1 t2:.。剥
吏仁位制憾の均Crnを白金根(24-1'11....ゆ，き.:!0， 2""吋{こマウシト L~誤~_"'T左用
い L 到定期嗣は jqワまヰ11 可よ~ 1 C(710斗ち月j('の1'?i'ヶ月向である。毎四10宿向型l定
主著芦田行い.その手勾値左用ιI~o 調l院に際L ， 'Pu-お ?).，..7vl--Uユy-λε掌に書院
し、カウレターの計数劫年左モニヲーしeヒニ令、約iうもが能回向<::'(Jあるが安勤してい
tの之¥宇lA-23~ しフずしシス y ースの追l臨時I::J.リ em-'2:告の追I陸鍾L司令江L/?:"剥
史し(2:.2+2(. WI試科中ゎ 241AI'l'1返λLJ，γ線ヌげ7トロメト')によリ，初釘oq女前月主と
して 0‘01%ι追使5仇補正しl三e そのイ位の Am周位体め影響(J， ~村 Amの!司佐呼詣成
。ずら民視で・5る.:2.42e阿川息抜種 Z時 Puのα数料E生成(J、事l院期郎通各，)に1..1写
%(設する。これIJ，鞠倒産"'~時金に除去さわ目的ヒしと鵠によ帰迂した ，，(J
E、計~副都え薬し t神足じたが，計事辛(J ト6 戸 104叩向μ下て・あリ三わめてJJ~J い ω
刻史6邑IJ計早コード FRβNTIC-2 2) て隣祈し巳。結果孟春 11ご尤事 a 立丁角r.~晶と，tt較す
るヒ約i010琵ν値ヒ伝 7下と〈長2)。
:5， tVI iω稽lt患による白柁榛雪袋五i比
自宅駿を7製左定量的に測史す吉正め・商者稜イ吉裂半域間U精度よぐf.:'められて (;1る郡白
廷しフvレンヌに運航台金寂lこ鈎Gm阿φめ大きj(ご嘗j差して執科としに此骨肘教管
でd.挟射能g_，よ巳$ilic.OhSu.ytac.e 在lV'"d屯r 持出器て'0(緩スペワト)l..~潰1院し2+2pU
のO{)女身T首Eε手dJf::.-j重I Iνfica.活{二密着保βしE..トうヅケ教が2，OoOrv t;o，()OO (::Q:5 J"フ
ロ期向語通事111震フ ψ援で‘工・yナシゲし、先孝頭骨骨鏡~，.トう v クを観察した。本ペてめト
で7 ヅ 7 を王Jillニ敏文~f=.め， 10"""ω }A WI 炉}旬闘争と・符多様叫ほ~)ちたヌウイト"11 うえ上にこ
のMiCQI箔E固定し，トうヅ7rr'存忠されるすパとめ持品顕微鏡写易ε撮影し九こ品写
阜主乙場呼埠(::トラザ7玉主主え伝。これj ["(/0週1足詫皐ε回iI:;-;j:: ~ 0 1，11者むと・川、
ケY7診て'1.1， 1華字情て"q6‘ヲ口、o%ゆ半で馳て・きる。 11)0婚の毒勝でld. (j江川
100 ofo搾出小可制主。'J7られる。L-17'し 写臭司fJi宇存政T"rすレ守IJtl若しレ'.i Z鋼孟
溜えヨιトう'，/7の垂Bリv・芳く后リ、効辛1.J定丞(::~，ぐ凸色。
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表i CIl1目242の半糊迫t[路線

Sourc.e.ト(o.
COUY1七eγ 《 「 coιtnte-r B 
nA* H G1lt-li~ε(da.y) m Ho.lf-' ife (dd.y ~ 

1 91 160、鴨土 o.1.1 G2 161. 13 :t 0、11

2 q4 160、qL士 O、10 64 161、34士0.1.6

ヨ 92 161、寸0土0、11 63 lι1. 33士O、jι
4 12 161. 00士 0、14 6斗 1G 1..32工 O、16
5 109 161、47士 0.0守 G1 160、官宮主 O、17

Meo.n lGi、16土 0、1守量す 1ら1.20土 0、DqH

。喰~ytl.lImeo.nヨ何Cmho.l1-life lGL、1S土 0、10:0"

実:NumTe(' of tl'加古U陀 men.tsmo.dεy宮本:Sto.tisticol ~terne& e:rror of ynet(，n 

表2 丈商工値ヒの比較

Refeγ凶包 Half-life(day) 
川川berof 

十良o判llooωded。fcddEa〈y何) も;立点wsb帥 o<l~ìEd sa矧es
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長 1 Initial charge-states o[ CH3 Br produced after the ionization olla， electron and their 
[ragmentation schemes 

F色色 CH]Bro+ CHr+ + Br{n-m)+ srnall fragments 

CH]Br 

0.05 一一一一一 CH]Br+ 
0.10 一一一一 CH3Br2+一一一→ C可 + Br+ 
0.30 一一一白井け一一一→ CH~ + Br2+ 
0.90一一一 CH]Br4+一一→ CH;++ Brけ一一一 CHi+ H+ + Br什
1.00一一一 CH]Brs+一一一→ CH;++ 8r3+一一一→ CH;+ H+ + Br3+ 
0.80 ---CH] Br6+一一一 CHγ+Br3+一一→ CH+，+ 2H+ + Brヨ+
0.70一一一-CH，B♂+一一一→ CHγ+Br4+一一一→ CH++ 2H+ + Br什
0.65一一一 CH3BrB+一一一 CH1++ Br4+一一一 c+ + 3H+ + Br什
0.55 ---CH3Br9+ 一一一→ CHj++ Brs+一一-C+ + 3H+ + Brs+ 
0.20 一一一 CH3 Br 10+ 一一一 CH~+ + Brs+一一一 C2++ 3H+ + Brs+ 

a The ion yield distribution of CH3 Br produced after the ionization of la， electron agaii1st the number of 
the positive charge. The abundances are arbitrarily determined relative to that of CH3Br

s+ 
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Bru ch4寸e 咋例分可7PzぽB_xは畏ザクや奇7E甲")J、メ容がめク.B >::レ七Rのゆ奇1
冷体E 街~散の小-< lldへ2r<‘lT初動しf<V (7) t {~)ζずる 'L"Í< 2 の.;j I ，::__ CH，'o'<'"'13y y')工

1 f車生 1<J 7てτざるイ符ンみ行Ji ;f(約タニビがてJ七。 13(7)介可1i 本ーん今こ~，~ Jフて
Blナイインm安搾f¥i'i C')不 r 致1"-班長ずみニピがて-<~ (J'(' 、 *t..í:~ ι/1えイ有 v~H十イ;f

ν明不'枝問原因IJf見frC) tこl)1:Iijのがで匂‘ "0 
Ui) 111 (H20 r C) )司材毎 3 のイ才ゾイ巳 1 三 J る~f>.A 布 ν命布
13y(H;zO)判十(ドー 1ノ 7/7，'1'/ 10) Pl!i'rキ1レギ一、明-et cha.y~e / 円e.tch<J-JY刊がのヰピ
めTく写ym+z HzOE"-m イ才 νl向の 1-ロレ反需工:if-Iし苛、ーくc長U Bv(Hzof+L.Brf+， 
H凡λOC♂fr納哨州ltイ1 ν内 正今rτ フネ子 lル(.，.1'千.い‘)一0j毒与 押が、り1柔乙:::灼グめ)T-(及宇掩腎搭，工 為ネ::..，ルレT一ωf) l表ヲ ，;:司ネ二し 1汽:弐". 
By“( H.zげイ布 ν川内み村向併+収ス灯十-ム lぽZ 併々内百向l作ピ 永れ之 m加 e舛加m脚叩叫e叩附…nt
?博者て干張.(~鮮Fηt珂f称r'咋4宝ftが件が:~味手匂_J.以rハt T，f Iヴ7 れ 1は~tl 匂 r匂i ¥ ¥ ，f:.， __}!_EXLER and ANDERSON 12)and CLl1culated削帥附成

Eろ屠 q/;1乞表4の.，y7"攻めクこ Zがてぷゐ。 [0n Obs.
a α

lc. b 

CH二Br+ 0.99 且08

も色 7て、 'B'y(H.zo)- P!内，耀毎tPlイ Zンイ'(，:: ，，，r '1 L印i vJJ 

て τ ずゐ万f十イ才 νの命~I~ 、 C~ 志向内 R 介 H+ 

命iI刊11瓜ぱ、れ=}I，桔λiijkも7t t~，て 3 令。 ::+ 
ll~(H.z.O )叶イ;;fン1二おいてむ‘こIYtJての '9中

在イ青屯イ才 ν 同緑、比較的長く~.ff.長，，~が‘瓜 'J 立
っか1ゐE持論て三イ-;10

2.47 6.22 

0.27 12.74 

0.54 

0.66 

0.01 

0.01 

Br3+ 0.54 0.14 

Br4+ 0.51 0.52 

Brs+ 

Br6+ 

1.00' 

1.33 

1.46 

1.00' 

1.29 

Br7+ 1.32 

P? .. t-
1) T-A， ('01(1:;;酬〆猿3ηrf-*l芯ま/.25''1 C t '16' 7 ) 

，7)号、主l<UTAノ H.$AIIO〆"Ro.diochi.... Ac.1a必/

+
 

+

1

 

+

+

@

J

1

 

8

9

1

3

 

L血
勘

L
m
z

1.35 

0.95 

0.70 

9.04 

1.19 
1.03 

0.80 

7.30 

a Observed values by WEXLER and ANDERSON. 
Z~ (tn'l) I 11>，<1ソ 之ヨノサ'l'CI司令0) b 白lculatedvalues Ln thls woxk 
ヲ}号訴U'TA-/ H・SANOI A章3η常今私， ~/4刊Ct'l~) 事 E;fpdamesarearb伽削蜘mIn耐elativeto that 

叫§工¥(¥，¥fA ，，:t ~II.， ck山科、ポ・ -&ち Total energy. gr'臨醐miccharge， net charge. CR. L1E， 
and electronic configuration in Br(H20)叶，on

~tt ・ I 4.豆ノ .2 守 (t~ 'T'!)
10n E? 

Gros〈sNaett omchzc argceh〉arge 
CRb L1E' 

Br 。 日

Br(H，O) -2，648.4100 35.938 8.720 0.671 
( -0.938 0.720 十0.329)

Br(H20)H -2，643.3250 32.008 7.096 0.448 1.01 1.14 
〈十2.992 十0.904 +0.552) 

Br(H，O)H -2，639.0037 30.538 6.694 0.384 1.89 2.22 
〈十4.462 +1.306 +0.616) 

Br(H，O)'+ -2，633.4408 30.001 5.611 0.194 3.30 3.29 
( +4.999 +2.389 +0.806) 

Br(H，O)1O+ -2，629.6884 29.002 5.592 0.203 3.96 3.96 
( +5.998 +2.408 +0.797) 

長4 Probable f:岬醐tationschemes 
。fground喝也.teBr(H20)"+ ion 
I，on Scheme 

Br(Hρ)Hー→Br2++H20+

Br(Hρ)Hー→Br2++H2.02+
Br(Hρ)Hー→Br3++H202+

Br(H，O)O+ー→BrH+Hρ+
Br(H，O)Hー→Br4++H203+
Br(H，O)9+ー→Br5++H203+
Br(H，O)9+ー→BrH+H204+
Br(H，O)'O+.ー→Br6++H204+

Elecu.onic configuration in ground state 

Br(H，O)ー…… '(9aJ)'(lOa，)'(4b，)'(11a，)'(4b，)'(12a，)'(5b，)'(5b，)'
Br(H，O)H': ・・ (9a，)' (10a，)' ( 4b，)'(11a，)'(5b ，)' 
Br(H，O)'+ …・{9a，)'(lOa，ア(4b，)'(l1aJ)'
Br(H，O)包+ ・ ・・ (9aJ)'(4b，)'(10a，)' 
Br(H，O)IO+: ・…・・・{9a，)'(4b，)'(10a，)'
a Total energy in a.u 
b Coulomb repulsion energy between Br'"・andH20何町令 ionscalculated by Eq. (1) in Fig. 1 
c Repulsion energy ca1culated by the total energy diHerence method ((2) in Fig. 1) 
d The electronic configuration of this ion may not be the ground state 
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mJ.・ l'であったο
私利の調誕: 錆砕を '/-.7)--)レ主主t点張衆べ)'hA封拍に域者乏-t， J喰ラ1.1):逸?パマ-t
支払-Z'2.-白水先， Jl立号1h2車係l，(l)i!封稲モエー守 jレ2子パザ寸法[こよ 1)ニ田主主三事.吸巧10過侠，
乾藤長体む~LZ乾藤江北訟勅 ιL し宇立 ld(2);載五Co..必ずシ汁ーター申でー\衿七
し1こ。訟料中にお苛'1Ilゐ永η宣 1-1，/ρ代 7::d疲蛾坊の魯笠我々内木わた。
a図1.錯フラクションの精製'分割

精戦卒業イ岸

震射した主主粉 人ーさ試料lハ…也新し，1XAD-_2のL に主くへ
ハ且oH; I-\.~O " /: 2.. z.-尭弛

~寿司El竺……しAbIJ"カヲL..，¥三力臼え3
ニトロパ〉せシに.l'1)治拡

1.:::-トロパ>~...>戎トF龍
I I太恥乙午帆

lL形埴
i G槌岬伴八〉

~，ゐ)楳件
[下ε(同e心"Yt>Kゑ乗
K，!)))b_ê-ーみ~::2

IJ'-J勧降 [~b~-宕U叫 ネヲ拡
[h匂h心，].:lt足骨え I k昆~.2.clーかね
喝未販 4百 人借!心b.2J-.tlllb.J
戎散 IC九ヤ11ぬJ!iトをやえ

j有 ，~íÚ. 斗町

民一同bA一帆] 同
人一劫休[th:-i& -1<品む]

点在ゐ、主ナき))， >定ヴ砂やすきよ e け ltゾたっ l‘、 3う
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約れ舌?の側主吃け<fl))ï~O)抗議粉SSÐ に，械か (/OOkW)自転制捕で-2 喝
明度劫レ，授哉歓心 h~じ寄操作守さの閉'(Jドライすイス中 l乙訴えた。

:空、取 ~t の試耕の精製点T荷量操作 tßll Lこ示した。ん-t_Il-歯係ワケマシ守シ，前μ人喪
主論付に円。之， qhu(ヱH.'JkeV，d')と刈ふ(11ft.fρ;t)oJ棋戦絶色頭、情のふ^-/J沼吹に刻え
した。議柿，踊4ネブ弓クショ)-¥キO)A脅4ネ量乞比色え生LJ，~じ王宮収J竿 p 応瓶、信{再出来;宮ì1éa

紘専とと7も薬
総司更のーや主義にう本す。同制来初I来UE%))干 -r~' tFり釈すi1eo 
1 E = [I-1CA'1Q / Aωつう仇>/CAqrr/Aiぬ〉制捜桝糊q)i /r)O ， Axゾ!<.uのさ十較も一一一
表i 放射能宿待 (D)I二対す 3旬~i 工刈んの同 ítLÍ村力泉 (1E) )広、よ山ヒ~H~t(5) 
柱、内錆体フヲフション IE(%) 0(%) st 域仲干の

[97J [l03J C17J [/03] 宮木量的)
0、もむ /.:2.も 0，oD60 0.0/2.も 0，7/ 

。、ヰヰ j，OP D_OO半十 0，0/0; o.、呼守
も、もち し/g 0ωもろ O.o/IJ /. 7 
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/
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人一/.'í)わ人ーすすで η議材の λAD ーユ当りのオ\の敗者告し (ô.~ ，，- /.7見〉二子あつも
守1(， ニゎ主主氷室主1Eι ゎ補体法， Aぎオく乏のiy-可Jりの人司.2白、古%)亡き寸工 E.-Q¥Aきく
ヴi'7 -z訪れ守 t名;i!¥:生の久ヨデJもの人-~(ん 7外0 -:3寸 I I: δ))>-.1ど守司才折、¥). X A D 
-コゅの方く耳在宅董~t 1 .E乞 1す何 h~ の才官補関係.1fあんのさ苅寸a，)ふら社告耐乏世la"，
1) 4-. HwJ，oii)1L;u.zo..hi1J I A E: A ，[- ユ ，/ ~3U16t).
コ)}c;森達:=-tß ， 国伴大ノあ見保jfp 河村J桝，キユユ回均十f'G~竿討会者4ミ刈/之/
(/i1f) ， 
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1808 ニッケ jし鋒痔包母系i功、1) る反 ~è鼻薬康弘化射婚動

(笠大工)0岸)IIf安哨お足首生息本保孝杉犠行占部則明

1 包;fl杢とは腹手又 I字分子の 3ニた完治f!._(Hosりの内lsO¥~:子Lに令長兄は康子(q l.fesゆ
がとじこめ長れたtt'銭もいう。 Hdst務停1::[Ni住-Mep~斗 L 21 L= SCN又は 8r(ヲれ
守れ DT門N 又は D13門N ヒ酪す)芭岡町白u目ヒ~J 1= C&H" ~ C6D&ノ C6H5BY'，
CbDCisf" 'E用内これら《奈1::8ISr(Yl)r+ I 寸)82Br~理Z"生足した良部&2.s，..照会的イヒ字
的替動1-:::.&1予可Host格予瓦U"G-u-erl合芸の慮l言動家，6l(}"間住3宇品果も竣釘Lf=Q 
2. 1)主制 Hos+鴛淳の会所IまFiq1

〈工~ E)oヌキ-b. 1: J'つ匹。誠系列きi哉
はFiq1 (m)の又キーゐ 1:.1 リ右域令ð\~令
比五占、ぇ τ 作ヲた。生~p\'の j安定 1<1: UV 
合ちiz..によフた。
2)中性ユ堅調tKUR ~ì主管 (5M 肉，
九=2，34xlOJlI n.仰・2.s・') z"Z令期ドヲf
7イスiZ恥-励Zした誠粋噌鮮側i孟
l安z-1..... !. 5' h 暗所I-=-無存 L，IT 7if.u..司
会/3モ待った
3)イヒ号x'1-震材料主γアロモエナしシに Fi3.1. 

撃渇させたのちつロロフ;rlレふ b磨鋳さtt.)
0.5附N"0. 2. $03 Q.t. Z"水港4主官れ拘忠L免。 sI'"由イオン三 A'd-tri匙号んざ也たのち，アJレ
カク性とい塩基地有法・成分も工一手jレj意b並拘:tlL定。もr・イズン伺うち 』ずン}..安
j委フ竹山ラ管酬のー却 I~ ウ" z 7 ラ ~L ート 7 包之門ラア i%../:.!=" ~分割問み
f-::o 70.0-フ才 2レム尾足い工一千tレJ事司一書:Plす分耳えガヌアロ之 1-J"ラフiz..l-:よク分粧t.-:足。
4)校勲能測定 宮7.St'"ð:局主能 l京〈子-e (Li) 殺虫碁ー波品分巧君主 I~ .r フ定D
3. 1) 包1寺ヨらめ組成、 ê!1参事はJ忌域、分のメチ Iレ乞ロジ lレプi事j母方、~ 'Qf;;，.，晶z'it1τFヲ

τ 千幸氏。知弘、i倣切るの昂る忌z侍る免<<>ノ DßM t-J j長!こっ "7 品~.奈件芝①米落打、急点ノ
③室温放置③忠殺』ニ Z:脊yをとし伝。 GぽS{i鯨丈島リ勾筋合比(DBMN:C6H宮B)'::: I : 3 q ，，_. 

1: 117) γ t 9!il:t Lちa埠寄与の 6uest分与局!f-.'レ分与叱①~③<')j;¥ q~ 4A "" $ I'4 z.・色 2.ヮ
..........5.1 x 10・2m.f Z'~ Gr uest 合よ勾志細密の t めぽ得点れ初、フ'F.:.~ J:lY.鄭レ巨D6MN奈旬、
料グ)G-ues十時、ぞかすいす・れt5メ ID-3M.f，ば下であフ r:...
2)っち2.1.-ートウロ之トアラフJ1ミ，=J aフ')ーキI3r-イオン忍 (.rNiー守6y"お分内1)車産
DTMN -C61-¥;81"署長1i1J"DB門N-C6ト4;s...忌 ，:::つ I1 <ノ D8同N"e固定相ヒe.I吾 i量佑クロぞ
ト?‘ラフ i忘l二日標記0~身分めぐ告書d を掛守弘}審制~Iこぽ DT川N ~場合 l'ëtC. 2M州沼N
のワD%EtOH次宰i後五)D6MN u)場合lぎEtOHミ吊同信。港棒高与、分中qオI3fは AIlT1::;-

y渇殺と 1"Z分離L-'/=:;"， DT門 N 系 Z"Icl'企もJの灼 ε割IJ'" ト~ì-*61"リ刀.、ユド語、号令可分 Z"
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強う 0)2骨iヵγ7，)一貴 By- イオシ τ、あった。一方 DßMN 著~ z..はず8r-の全ztタNi-1'BY nk 

分 z.. ぁソフリ←め骨'8r-ィヰン I~指名しをかった。

3) ~目提訴均分梓表イに 明 8LE1. 
OISTRIBUTlON口FBR-82 LABELLEO P毘OOUCTSIN THE IRRAOIATED CLATHRATE SYSTEMS 

竪島しら各包持寄にかナb全 山則 UI J.U 

伴B，..-，厚手兆九fノ全温基生有
機メβ.，l!.(rl事技ーもの放jt

1ヒ号収キも王仁い可.. 臥d 奈

1=ム‘ 11 'z t 全もr- 忍&-履~Ù(
奏杢1芋可以子山 80-QCl%尽か・
0、，)-3.χz‘ゑゥ人芳香接-
;l'Sr-収キぽ ¥""3% ~‘~ D'ア'MN
系之、.島ぃi直E五三レ芯e 乙ttJす

CrLles十j粧b高 MたTlz玖=3.，
DBMN~持手I~つ I1 '2比率量平
るとノ ァ・ロモ々・ンぢン/ γ舟BLE2. 
7"口寄与ペ“シ1t"ン-ds瓦 OISTRIBUTlON OF BR-82 LABELLEO AP.otlATIC PROOUCTS IN THE CL~，THRATE SYSTE!1S 

v々 シぢン/^"シぜシ:-t!6
収奪の府に間企ヲ事動寒b\~

Jトヒめられた.事事技ー
苛BY1; $，' 1:. 1l' Iナる同f主体

勤皇『芯ノ s...-fcr-B'r慶応・

に対L'2円1>=2.5 ~ 
Br-干6r-H 1i島、 J~対 L "z 

[H/DJPh5r-::.:[Hゐ〕phF15 
T訊ヲ 7三〈表2)。又ノ

島ヲ再棄さ主職、物師寺亙いブ軍

手4t~~長の生向、 lご針 112
害問fI1fあ果刀法かうられた。

DBMNaJ参事Jcめ‘11Z， 世J基地
帯域:-"'Br4~れ、要今る 2 ヲ"" 7"11.-
-7~ 'h官接立川e こ私; 1芯，
ulAest化号待lご期f垂下甘くノ H，DtIl 
日仕持何 T'ルー 7-¥:. -~した.. 61.{E'~ 

/H6St比tJ'"10-3 Z'汲Zことか九

ul.les十令 :}.O¥宅与ヒlすj孝之lτ ぐ VI.

System Radiochemica1 yie1d (%) 

Host Guest(s) m.f. *Br *Br
O 
Arom*Br Basic 

orq*Br 

OTMN C
6
H
S
Br 0.30 79.2 3.1 3.2 14.S 

on~N C
6
H
s
Br 0.02 91. 6 0.8 2.5 5.1 

OBMN C
6
H
s
Br <Sx10-3 87.1 O. S 1.0 11.4 

OBMN C611SBr 
<5xlO-3 90.5 2.1 0.9 6.S 

OBMN C
6
H
6 

<5x10・3 87.1 0.6 1.5 1日.8

08MN C6D6 
<5x10・3 90.4 2.4 0.8 6.4 

08MN C
6
H
6 
-C
6
H
5
Br <Sx10-

3 87.6 0.5 1.5 10.4 

Oistribution (%) 

C1athrate systems *Br 

遣い
Hi gh bp 。 speCles 

Host Guest(s) m.f. 

DTMN C
6
H
S
8r・ 0.30 44 44 12 

DTMN C
6
H
S
8r 0.02 21 S7 22 

DBMN C6HSBr <Sx10・3 25 58 17 

OBMN C
6
D
S
8r <5x10・3 10 40 50 

DB阿N C
6
H
6 

<5x10・3 lS 64 21 

D8r~N C6D6 
<5x10・3 10 SO 40 

D8MN C
6
H
6 
-C
6
H
5
8r <5x10・・3 20 60 20 

TAsLE 5. 

OISTRIBUTION OF BR・82 LA8ELLEO HETHYLPYRIOINES 

C1athrete systems Guest Distribution 
concn. 

OBt.IN・C6ト16
dil ~ 

DBMN -C
6
H
5
Br d i 1 ~ 

DBMN -C
6
H
6 
-C
6
H
5
8r dil 亡 un司55ayed 

OTIIN -C
6
H58r rich ~ 

OTMN・ C
6
H
5
Br di1 区§

DTMN -C
6
H6 -C6HS8r 山尽事

E 
平

bJ 0.2 0:4 i山一 1;

門 14Hepy Mgh|bpsp 
/仇
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1 809 10ム}{. '} 7γγノダ γ7 スチン々 Jレポユ/レの?急対、 I~ 1，'11 ~ 
反損~fifz 去の 1ι学的挙事司

i史了祈) 0武展示~~ι
t 乳茨犬考~1ι学ゑ) 海老呆尤

L目的] ふ馬力ルポニノレは71くの金毒殺企乃島1-:"ついて-'1-え-rJものが'かられtおリ浮く
払らホ刊行ムイ己学の珂九の対象ピtjっ7いふこれ4の荷亮のほピUピ'刺|到利につ刊てのもの
T恥j、i本、殺ゑl二つい(If)祈亮はふ司リ行われτいは ν10 本報告でtは伯学的に互いによ
く似たVTA放各馬の単核力jレポニノレて‘品る(r(CO)6ノ門。((，0)6) W ( C 0 ) /，を対象l之本決
ゑτ'め(九r>艮舟にふT主成7るl"/CY")99["↑oy /97w Zえ跳尿ミトについし震庁長如来ノ~ut
Jーの削u如来を逸し1~W~昇~+ c7);jι学的特力 L%察したので'釈をす~. 
[支局長) 試料I~ '17販の Cy(ω)6)門。(ω)6) W(CO)o tシ'1刀ゲ/レクロマトゲ'ラ刀-

't.1J.-耗~~こょっ T 矯梨しJ これを丸一ぺ γ?γi二本解して定ペの茨/支 (ρ、 t~/(} ヴ命f)
の?ゑ殺いた。司た建々の宮'Jふの汽一々γタγ一民(CO)s-5昆ふデ芸技にそれぞれの婿製試
料七、客併し， /，震度一定(与ゆ~)め本戒 E 銅製した。ご杭 4の試料 E 主荻原~~TRI [ìA-K
型~~-3戸げの F _IJブ7"で・20J}ト閉ずJ庄十段射した。ィι与小艇はラi)tJ1'ノレカラムク円トグ7
7ィーによリ視小チLJa7由エーテルτづ怠離し1:。この方?久7."t尋た収率日々ーハ。イロマト
グラブイ勺本拡柑弘/ヰ手(熱了ユー '}γゲt二Jリ悉千角いイ亘を示レf二)1Jピ'("坂めた
悩リ〈ー玖L.1:。放射能測定1;1c'e ( Li ) 半尋体検弘~f.イえ l司L.1: 0 
(jt来工汚京〕 返亙盈1.:Fi1・1にyt-ぺγ夕、/7本戒Kおヴるリチヅγョヅ 't:17.ト子
関平均距離Zの関係主禾レf二o J 1証;えの式、τ・l-t..した。 J(A J = ( 10:17/門・陥戸p刊は環
茂(札的)， I泊Id.r i1てずドBロ荻。司たrι較のためpト‘'ライアイス遁/支fZ射τ'の国体のリテ
γγョγtTo.bJe 11こfr，、 L九回i;t_d)1)テγγ3ソIJいず川他の有者《、必為イ己創切に附
てヰド略i工高いイ亙t示はおリノ門。iCO)6 J W (CO)6 1:づい日本戎ゑにふ1日 tc1vi，jj旬似‘
み 6 れる。 ~1二川0(CO)6) W(CO)6ずは

震l主知采ボ犬~ ( I 菜j支が翫.(tJる1
1)守ソ工ノョヅ奇丈をえ (J ~o 念~刀 Jレ I-K
::;./レ門(CO).制('(1) y )及舟1:Jヲて IJ

守 γVョ γl~写 h域 1車工して:之内 jえふご

30 

が考え4れる0 5 。
# 

T乱b1e 1. 

Compound 

Cr(CO)6 

Mo(CO)6 

li(CO)6 

Re七entionof me七a1 民

carbony1s in solid. 2 

Retention 

49.4 + 1.6 1も

74.0 + 2.0 

53.1 十 0.6

10 

。
20 

F工g.1.

-74-

40 60 80 100 

M巴乱ndist乱nce ( A ) 

Re七entionof meもa1carbonyls 

in n-pen-Lane. 



門(C.0)6 _m，_以与引に0)6 十年1(co)x +*門月十寸 C0 (1) 

米門肘十門((0)6 一一一→事門(CO)6 十1'111+ 吋 j

曜門附十 co -一一一う軍門(CO)6 

明 (CO)χ 十co 一一今世門(COJ肘l 一一一→者門((0)6 lチj

i震友 m高ぃ厳戒でId(乙)点の;宣投瓦舟ρ¥J-.ij乙刊でム'))ィ~iむ支報成1L'lJ iJ) I ，/，() <7) ~ヰ経'^
反応市f芝、手1・'ふ?;'L }号えられ ~Q 7エ)Jt!.-j りお J レコ I~'Jレト包、/♀Jnぺヅ¢ γiゑ戒7."¥JzJK t，" 
れ d::: tOA ， J2Å 付:ìfL~免川氏3Zl支で， ~J 11 :'1'一定 f二"った 1) チブ hγω 高芝及'z:"~L~ レ
〈増えする傾向州'み6れ)0 これらの d1 ;1をれぞれげ九 J40Co 及挑&.+のぬ11~こまj舟してい
3。しかし rJ 古川金品刀 jレポ::::-)レの場企'I~ ri}. 1 q、ら同4培、 tJJうにノごめJ) rJ o月pt1Jtt
皐IJ~忍め 4 れず， 1)ラγ'513ヅIJ佑叢皮の将、成にら、いてもi新婚のイピ9ぷ:]~~ふる。これ \J (1)えの法
一息長で主成しドカJレポニ1レ院佐子制E移動しゃい、士ゎ議議?に急、要tl:払本し1及挑底与に

延Lづ'ミ，高絡会¥及品1起こ 9(:<oビjちμれる.
民(CD)6 川知u効果:九ーぺ γ タヅ森放に建々の歩I~i' 'h (CO)j" f.?制ロレT:場合¥の 1)テγ
VョヅiFì~ ・ 21こ示し仏門。 (ω)6 I W(CO)6 で~\t d 1:及民伊jしZリラヅモ/ヲヅl司君しく舟え片
Jボ、 /31以下の高震度に tJ~ '(，国体の 1) 手 γ ヲヨブ乙~しくはれこの拡象も反田伝説与の
~Mか及応'L tr波及必ずめ月 t り。 九((;0)ょの(叱n反Jちる、よか'，r線の作用Lこjヲ Z均
/レポtニ1レ基村正点レ，これが， ;~)ノ{的丸、の再~，{}長Jらに加れフ 1 リテラ'l3 i ~ 婚式す}.
司れ反脱原子 'LFe (ω)5"劫'"(み)式三同教rJ;I夜反応を足Lこし/をの後{判瓦の及舟i:t ? Z 1)子
γヲ仁川輝久q~. e1 1)¥" / cl A以下 1:tJれ l到体内小手間!fii.継に泣いJ~) ~ 1Iiれ h 反反，/.
f糾ポ~.従支進tτr祇L 困j広本の lリ11γ ヲヨプ
i二追っ"くもの "i.i号之られみ。

Cr(ω)6の場企.....>団体めIjテゾ

~Iヲゾ l êI門。 (CO)6/ W(CD)t 'Ll司 -
~l-:' 島ぃ低 E 示t..， ぃ;;þ~') 恭二
側、で lゆく /i，震度概r g 
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FdCO)ょの森加知葬しも十さく持 1 50 
実tJ孝章カE示しZいあ Cr(ω)/，の 3 
1つ荷受桂三して ，(，/Crの脇島工 同

ネlレ1"-q~' i也のニ核技』こ Kパ
τ神学にあいニ't./ Gr -C.o ~耗
ふユネ jレずーが持i二九七、ごじ
íJ ぜ阜市，争、r"~ポれこれらの'1'主

管制?)53設乏のリテ γデヨ γL1乱
れf二持呉、}1.lこどtのよう 1:及妖し

τ ぃ 2 却、 ~H~ ..;却、 Lこτ..~ tJ申、っ
士民射をの約機感τい。

〔丈献〕

25 

。。 10 20 30 40 

Hean disもance ( A ) 

Fig.2. Re七entionof me七a1carbony1s in 

n-pen七乱n-Fe(CO)5 solu七lons.

50 

1) K.H. Lieser o..nd Chr.門ぇrω?J.l.i"s，RJ"ji)Chim. Acto. 22ク / / I 、Jfi寸 J
2) 佐藤.吉田a:事fK，第23国叙府仏学討称お予震i集 PIル，(!17J) 
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1810 則hインアアン Tーはシ 1~よ"3Tc採械化令材ゥ生坂

t:3ζメ乙戎 。吉原賢二 大森義 f~ìネ長島膏薬iE f量

d じめに
イン 7・ランテーション i ごよる折科賓勾生局，\ 1士長1.[内科 {iJ1J~~ 才 t奇町一ゥ丹新し、、話そ~Z:"

れ t"/ ~挑 f ン 7づ〆アーショ〆 lニハ新ィじ判的令的 l可枝 lごイじ苧町川け桝4科
学校射事畠学など害令乙s_:t@iI:O興味、主持た4て、、 s:24ノ反跳インアアシテーショ〆It
イオン銃などをイ吏ヲ衣萄反挑毛対象とひ 1i寄31ナ寸1ピ( わ寸1れ十1.:b"J、フタ問理lこす E司
¥r核反応の:!\，.\弓反跳ェ不自v ，，" ーを利市す~ ，R$I~イン 7・ 7 シテーション 7・広三.ご仇 1I反
Jlb原A純子 k 捕J業体 B 斜子町;昆令粉末京 7 よぐ式、こなみ -h.'J 反Jl~}'年バ 7"-*多、反ノ芯 1-:: 川生成、
l r~ 反地理子同神集体告 すl巧主入l.....pLd."t ::_I-寸1. 平司fM1i0)本埼ィれ1fT'化学反応 Eオ・とな
うことを観f1 す~ .バ B;畏令季、司 liþ'/ 核分裂反.u~なヒ 4 場合!こ ltA/8 少舵;れェえ
州 τリイ併司 Rがかう本手'1な人 B5fl.令系 z 相えで Itt~明しだ.

2 究成i
Jネ支主党てーtt-純弘試*-まだはこれ1"-半ず 3試葦主明日た.
l~材\t 華北大孝 300 ft-イモv電 fテラィナッ 7 t-ょが京北大手ず 1J ¥7 トロ〆 1-::'上つて-J.'とな
った. y持，t最たェネ 11/f -30M"'; 1ナミ It60 Meνγおゥた e またサ1J ロトロシでIt重I~

子.z:.-* 'ν ギ・ー dï"lげを柄、、 t~.

照射?をヲー γ'ット d:サアソマト 7・・ラフィーま九 l打数f抽広・イ才ン交岐法手『手丘小tt..lこ
よ')Aじt宇史時レノ今載し「ミ，

測定 Ii:~(u)j貴広忠:ヲぎ 4r. '(j.泉スペ~ J卜1>メーター lミ Jラで式、よなラ九

3. 結果

(1) Ru (γ，p) T，己吟 Fe(tta..)3五:九勾 Be"J"/Lt...ιfJ. ，"，-0 y-o et.C e to昭釘体司令弐
以前， ~J麦分裂反跳!工上 7 佳 d更した qq同7五 þ，--Fe め BenJoytfvtyムo y-o A.C.II...-tv.，.，<.弱体粉:ftl
坤集ずれノ デ 7ネナアム針停をf'p実虫食ーを才、こな勺だべり薬分裂171fpt吾郎貸手，)がけな
いノ伴呆内両手村州、ネ安井L内灯、〉キ報告 τ'It!<u.Cγ，p) Tc防u-1 ~ J:: ワ主両す~ Q9"， T己財閥ふ

!I朝、、 z反桃イン 7・7:/テーショ〆壬丈‘こない/寸ミ (b七ι}3"?盆頃z荷台、めるとヒ 1:lだ，
b金色と"Fe.(b tC~)3釘体町浪令ー粉末壬華北大苧電子アィアック司 γ持"照射レ，照射 fえt~
耕壬J真空年菅レ作結果をriJ・1ド宋す.鉄錯f本e(司じイ立;KIご qq"，Tc， 9f~，ι，， F乍手 cd:{村Fε
句ピー '1tj見広7れれ.とth今tt3怖を亀錯ヰ叶立宣 τ広リ ， Tc(btiι)3 J; j い 1I(?u. (b ta)3 
句量Jわ示すF肉 z!Lう小 3.敬iC4よ')tう(:í色}&f~'II"_，/-:7 1j-ピー7司存わ呼と何ら
イ¥..') þ--.:~ と司化苧将司咋晶(t¥ 1 '1司とこち iが吋らか Zない。枚肘.f，'-of :J} *下c"3 iuJj釘球、
守、う生長;し合寸前ト生意志 a• 

(之)ト1o(d，文明)rc時 Ci"(tt.ζA.C)3 京司イン7・7〆テーショシ生成!/jJ

上1....1土ち・ 1+んじ 土・まち '} ・f;1?、レ -rtぎわ・っとぐ、 z、， e .5・ 1才fリ¥
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あま 7 予くひい.照射 l~ t "3 分解除 t 今問麹司た吟かヒ思われ~ tJ勺華北大ザfクP トロ

ン7・・ It熱伝守司士、、全亀勺紛ネF錨キなピ・同紛ネヒ?毘令) '̂" vット|エ L ?: i守主iitT果をよ〈
しノオ必 f:7R.'HEイγ アランテーショ〆ヲ実見失E;}:;之サうよ Eが τ手九.
ト~o金昆粉末と[:1"(ιc"-c)品紛J主主 3紗 L L ヘ~ vット 121 24d扱 I:.~(付ノ重陽ふ f
/1-f'{-t.り壬 /-ZrA...宅;'i:L.(."10州 lR射しだ.照射ι域 f千代ンセツf=5.t~f 1..-/ f/-I 3 '" ~ 
返荒事長τ全容ィ主持広)7K相手包 h' デ・ッ 7 ス C-.，l.f'司カアム 1= 且しノ J客，~[i t.'よなゥ完結果 E
F<.~ ， Z (o末す.;，容it!生合:t.司ざいペンセ・ン 1=i\~ 0) lt 前(=根修 L 九事ノィιf~ T.ι 〔 ιιc)~ でお
ろ3.;容隊司才、，")最初司ピー J1I Tc Ojl.- 7・$，"3ぺ=呑耳勾1="-7 It Tc. (a.c.tl..c): t九 11
とれ 1:額L朽化摩干まら L く， 守え性II在(止Ca..C.)3止・I15 P ~. 
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上局知わ l可ヰr~I"_M"粉本ヒ T'l'heot t....錯停町議令ぺ
レットを I I; M~ゾ"，1'時十 7・照射しノ こ千'-~水探求 1-:.

5事n~ノ t i イオ ν 初冬， r計約~}! i:去三子、J 南
打ラム壬J!ili L 1=ナ1・生ブヲ7ショ〆1-:づい"Z.TLc.公
取主{fゥ九β来も Fi1'3 1=京す.I'l.h..Jr.._， ~!司L'挙

動を示すの ，;1:Tc.. he.ik緒咋 k考えうふ 3
1) 苦軍;応・l引の搾写会予ヰ品集 f・17(1 97q) 
よ)κydl1'ht>.rι 3..(T..tl Sy寸品J.，'.rh..r....a.ceι仏ιL

Ch~ 剛， p， 130 (1?8D) 

.3) 古車|宰夕、.主教罪珂報官「・'11(11yct) 
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1 811 t_j))もイレプラジテーショよ/えが/ず壊ゐこよるラク糾ウム
アセ手Jレア4乙トシ錯体勾令7成ヒそのノ比噴ιこっ凶τ

東メじ丈2里 o 関ヰ昆勉ノ吉~噴ニ

I I~ L'め Lこ

J主義巧ホヴトアトムiι学的ん用倒的ぴヒつヒして た跳インプランラーション，ふゐ

ρI<J: ，授嬢支~を利局したイι令物司令札 iJ\ ある。:; j Lんオょ去は F三J拡点字忠岡AJ1i本
をも I二年 ν、み昔、問、、たAヒ/台杓令札 あト、 Id. {じ/合物司令札 t亡閏量産司あるもの々ピ、「

司車問を売もた喝/p~!"-IJ たいへん靖カ/ィオ法七ふる.

ノ今、由 l~ 捗岳学的ι も j主専なる素 t・・ふる子ヲ Jネ今ウムに〆ウリ τ _，手‘のオ L苦、 tニ，q

3謹司ア也千 Jレマ〆乞トシ多昔ヰ司令凡告す丸み 屯いら内ク者千め位噴を銅ぺ h ・

(帆， r) Y'... _ ， /3-

① 門00ι(μμ)之一一→門0 0>.(ιω)之~ '~""Tc 0，-(0..叫 ι)ι (i~車生/台北)
，戸〕刊~② Rμ(a..ιαム)ョ→一一→ Tc (a...c似 )3 (;f"7~ アトムムん)

③門o(か札.)Tc 己::>[0(<ιω)~ 乙H2.0 ー→九%Tc(ιω九 (妙l色イニfラ;;'7-)..3ン〉

のビ③ ~ð，仕ええ即JLt 記載J-o，'ケくノ② IJ.，当珂託宣 τ鼻4 令あし告がたいτ'ふる a
之安1厳ヒ 1待来
えれ石れの/骨寸j:戸@ヲイナwケ③サ 4ヲロトロン t・照射を A~与え"-サンつ0)レ 1.. 合て

点空耳季によァ τ精製し 婿換し 7-:.:t!繍体/あゐ旬、 !d捕臭錯体中 ι，.:¥，....~ /(-7'}-量句
子ヴ;f.-'チウム ィιみ}レテ 4 トン錯体を得た。

。晃斗L之れめ椅製した乳料に巧凶て 3昆.d_勾萌乙のあゐ宮丸炉ヤィム号車をfi> "τ場合の
(~ /0寸lory，加熱温.JL1.-向。c ，....;号車苛向/る)~~

的 fJづ.~j着.{JÌ.1!ヒ 故射能的分布を fi:3'1に示す。えL¥l
.Jt" ~ l司試料中に ;h'1;ゐテク系イトウム錯4本1<> やゐ冷昔、

は晶A勾記戸FI二お旬、τも 親タ昔体.めか、 IOJ間集錯体
と分離するニヒ可く同(..;苧蜘を l それ-f~1..異 7よ守 r-::.

;1::着:昆j:_を示 LT亡。二二イ特徴的な二 ιIJ ①勾

門。0..(0.. ιC\.~)之司喝令.親d昔体!D着位置よ 7 も高遇制 1;: 、

N""Tc の r幸子、 r~. IJJ'-，府t¥見ふられゐ二と えが減I銭円かに

'!""1c"枚射能司台、なリ司圭が・検出合中Lたニヒ d長見合ニ
n門。 t詰 13.t.んピな口)，③J③の喝ぺ?とかな')異なゐ

キ動 ;;:~.I..f;こニヒイある。 二札Id ①司喝イ?の寸E錯体
が また告かこ池よリも/手与え4 あゐニヒ~-;t.を 1 e.、、る

ものす~写本菅~5.動員~，三会ける 99""，志向「埠な小Zらra:

サプリマ Lグ弓引を行ヲ 7，，-帯、 (7);1Jj着帯司迫-ift，めな

拶動ιJるもの-(J> ') • ..Ji-i草出7'を訴:'Lιすプ乙 Lこ
全員。ト解を色二 L 仇 Tc'"じリ苑 Lが匙ニ「 τJゐちの
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ビ芳 L ら企tゐ。

2.)μし石仏司多量4ネナ:&(;:ヲ d寸ι錯4本司若手、的公早忌J性を マら tこ之量的 tニJ1与斡付

目的"1." ~問ォ試料の」号辛帯集。'rlぶ ， 1ニ吋点、τ_.砕を小鳥 t ~主ト三-Jr-4干王手を行、、〈内昔p

-( 5&Is_勾前乙を品 f二'd-，、屯えがを司-' -Io-'ioy， 加費E 晶彦る5'0 0し • 4'S~30 タト司昇平) ， 

1abie 1 目制'ìI<-"，錆体斗牟~V宇 えの弔奉位を言千相し た。 I"，ble1 ，::-t町、持主をす、す.
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仁J

(IJ 

~ 5 
0 
凶

ζコ

二以による ι -'iolユ'1の同門。仏(a.c Cしに)之中町 Tι鋪 A

J号車吋町長1句手JT..-"圭 '-J悪 4 ，門。0，cμιり之町 LJぽ IIJOメ
耳葦し'-_，ゐの lこ比較 Lc qq""Tc司約半今か銭f宜に

角川お')②えが③にル7ゐ T心錯ヰヒほか !i'J-ILj 
，也質そ示 L l _'ゐ.

却の司門。o之〈え己九乙〕之中町 IC〆錯4本1.. ②&V:③に岳、11る
'Tc錯 A本ヒ 古来的勾 F院賞に J、 t 台、々 リ，1，.;きりヒち '$¥j

守れるニヒが ι也、， h.  -1 ::イ，本 l~ ③

ILが③ 1::Ji " 1 /6'-恥つれた丁ι錯体司位噴

を銅ぐるため i二 ;著/脅クロマトダ、うフィ(

長リヵキ/宮)1こJゐ等、重力を鯛べ{-:.・すケゐち

ヰ牟精製した錯ぷ乞べ;;---e、ンメ乙Id-極少量

巧エタノー Jレを守むベユイン戸惑旬、し，

えオ~トtι，エィケ Jレ;:r--ラ Jレ，:::よゐノ長期を
11今 l-=-0 吃の《え I 7 'jクシタンジヒ t二 J
トスペクト Qjト，)ペ t行 ，f己結身Lを，

F・3・2- j，之rr‘ fi.'d・3にす、す。 二時しを品較-9~
'C， 1<バιは山中内'Tcタ昔体 IJ- 捕、主体仏る

衣川氏ιιι)dヒ会く同しキ動を7子、 L 托め

Rf~皇 \d' o.1~/、。 ιA一、ィ」皇じケヲム。ヒニ !-， o{

Co(氏ca.c-.)之.<，f.bO'1' ，:::1;守Aヲる九錯体L耳、
花前九苦下小が&kにビ巴山手リ.日夕晃/1;-4i . 
.:ltti具体ヒ司 l'キ9めを..r-L 1-0... _~I三，同
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Ru(acac)3 99.8ま0.7
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o 01:::_ 5 10 ~牛--F ，:.おけ tは，Co(的，門ベ且)， Crcm) ， I1eCjii)を中‘守
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タJ島'c.1るマ rぜ J十Jレマセト p婦4本.'J_)長持1古
官;_s;;・ヲド101(込炉叫州.0!!Rわ紙伺4牟精製f.L，:お，~11手 札ゐ台'i. CoCω，凡(ωN;Ol) C"C江)T.Jピを中''V:タメ急
1寄宿ヲロマト夕、ヲヲィ(:;"力 i判，，4南j<<'l'.LfJレエーデル) ヒす令マィ吋iレ'['.-tl'トコν錯体rt.浄点、 tこ U ・・
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1814 転換電りわてヴトスぺワト lしによる純化処認した鋼表酬の々祈

(東大・工) 0半田信亘氏平J鷲鋪

I J子E鋼13，表面の待度や耐食性を1撃すために，暁λレ.i妻鹿，室i乙， cHijイ乙有 Y・の表面処
理を持されや.これらはいずれ4長1、歴史を持ゥτけるが，知理後¥::でぎる表面化合物喝
の角~.月 1 1.-都， X繰回折fマヲーブ解析などによっ Z行れれて(¥るに過ダな("¥11 このX繰回
折でr~;空ざす陶介解能力f什 of'WI1t粗く，またESCAやオーザェ脅手今光ぅt7:'((): l~ ピ品
じ千すえ]l00)A'l'II前後ヒ推定3れるイじ令判屠を調べ奇のにはl可-q-，n.-t通当乞 l"ll)え苧 1、o
yこうが車五1襲雪ふメスパ'ryyースイケト lレ1"3] 持釦ゴれる電手の昇*~~が仇 1 メA相以τ であ
るために.....川μ仰の暦の観察を可能ヒす否。これ I"J低令物曙の局析に荷問7'zh J t期待才
れ否。?事%&11化令物暦の解明を主題どし，-連の研究苦行つτ来77i‘1)， ;長炭層γ室化
老(幻Iこフ 111r;既lご持表3脊であわ今回ほ棚イ乙屠の今祈苛観‘P十たので当の持票を報巷オ~o
E臭験) ?ロム・モリプヂッ鋼'"5-ZをB4C粉末中7."，OO"Cに加完全して5時間，
棚tを1主散させ，その後空キしτ試料を調製した。この表面をSiC3~o ， 1;00， ~DO ， 
1000を河ll1'首IJ'}込升， l'くつかの潔さにつ!，τメスパヴ7ースペワトlレを測定した。削
ったう究才 11試料の重量の減少身がら草血した。
れ模骨子の検出l"l自作のずス・フロー型計数l(乙Q11'"ス(~，%ーヘリウム， 1 %凶イブ 7'
qγ 〉を決レ立がら行った。検出惑の出力 I~ORTEC570Z吟喝し""{， OR.TE. C 410 B 
シツ7"，し千γツづr:Iレ7ナライザIτ過し， 1 NO・TECH 6200マルチチヤ γ茅lレ7ナライ
ザ:I::t妻続された o1.宋諌11-~守Co (J<.h) 50'rfl乙i， i底的存在生回路7j:G Z!(ミ加振混は，Austi例
ネ工のs-s 00 J;'主 -u:I i7lea'r 物 o1orK-3を用I、た。
【結果E最表面屠 υ変~5 }A仰 s 之 0).1""η層で;Ð(l定したメス lて句 7 一入ハぞっト lしを図 1
に示す。最表面， ，)A'WI. 20ノu刑'(5寮乙なるにつれτ落LHEEl、が認められき。図1の
下都lτ ，がー下Eピ既に報嘗2れて I¥}Fe B ヒ Fe ;;.B のス々々ト lt;~<~見れ 3 べきイ主富を示し
た。これピの河比によっ， 5 fl制め痔rJ.FeB， 20)'-似の犠11FeBピFe.zB耐震耳目 10もんら

れし

E君事1長表面層のメス/てウアースハぞヴト!しfd-. その内都挽鳴がら下eBI~泣い租ピ推定
され告が，そのれ杖11明;1]\に権教の域々がら精~;!れて l 、奇こピ壬思して\ 1否。最表面
'1 B4C.ピFeヒの固相反た‘ζl、うがな'万敏し I'iJ，f:l今下lてあっ1ミため，τυれた組品¥組織w<に
なっ τ(，~ヒ考えら rit 否。 5/Fecntヒが:'1 ぷリスき l 、 Fe 8ス(均 1)のようて~tのがで3
てい奇めか主主rJtl1j.1、。

匁::r S メA刊の層I'HHíFeBIτー致するが，超微細構~I;: わずかながら差のあ奇二，三の
;ii(与が!.7"~ てい 3 ょう?ある。

7官活らが先に行勺f-=研究結果による'(:， Fe-C系で"1-化合物居1"1.訣胡5，.jt.可¥昆-N系
r~(-J:最表面よ') f-Fe;;.N→?ふxN→γιre+N→d.-Fe ピいう嬰令(~室事東息lごたじた
5骨らがな安イじが言疋昔話うれτ1'¥a oヰ寺lて3主目すべき 11.e +目、ど γr潤の問I~ ワ， f不自にぜ Y可目

(~んだあ')汁ぢ・うじ・がらゅう寸 lナ
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に~ ~ヰ属3 れない，その中間ヰ自が存危し 3γの匁ゴのJiii Cl-づめ1目?・あE怠であ§。ど
こ 3 が FrB 糸でI~ ，芳j"" 20 )J rr刊の層 !τ 見られ 3 ように I Fe ß ヒ fe :J_ B Q)~~柑が誌61Jら
れた。二れ11Fe-N系のイゆ判が，化合仰いうよ 1) 園料に近<，組威主ヒ lて櫓があ~c 
たピえrif:mt""ワトFe2.-3Nl(g挺され'3}のに苅LI Fe-B 系のイじ令字句(""ほ~ß.hhヒ IJ 力、
なリj最低こ一定で・あ3ためであうう。すなわち I Jく， Fe/SくZのどまは，洋;昆?・("J，
Fe x B ( 1 <. X '"之〉は宇定7."'r~ なく I Fe B ~ Fe:z.Bに砂がれてくる :{(J)'(.芳えられL
Ca.rbuic c.h i 0ら仰が報管した胡勝単俸の紛事中で処理した試料.Q)転換電与メ 7-1¥内γ

ースイヴト lしによ 3ヒI f400 C 7-"之4時間処理Lたときには，下eB I Fe2.Bの主点rH忍
められず， 1 0 0 00 C 1# r c時間処Wl1ミピき lτ(J之O}Jo相程底的FeBI F台2.8のニ層V
Z龍~.されて 1 ヴ。厚 I 崎市ヒ層を得る l亡 l京 64 C Iリゥ?とう守が島、 ¥Lftf1品川~ 0 

瑚Hイ乙すbに1/手珂宥T行ったよう t"J..回相京たのほかに 1 B2H6やSUoを?をT!lFIfIJ¥t: l 7 
問1¥?釦自訓化活4あふ気持硝化後の必合物屠11.-v-1 0 0メ』刊のi-t.:f丈め屠7'11J ~件は
されて"9';.""lかLI 李
珂'究めようヲ固相反応 7~(J:
両市'l0f(1微嘗で，何h屠 -
rJ認められなρ。回相l't ，~ 
気相で-tB原手が捗{散し， :J 

行くこピによリ hss化がj皇1; ~ 
r!1 7""，昂3が.1 前岩戸イピノ合物量
屠の柔につ1、7主研的進、ミ
め71可3たい。 2 

(I)日;ず与祈管令[昭和$4年

1 DfiI，都d-.) 7'・9号表
(2)目前符広告，は旦，234

(3)ゴ_D. Cooper et 1I1 ! 
Trl!lIS. fdracl.ay SOC'J 
鼻息，zo97乙/tt 64) 
(4-) M. CarbLlcicc.hi 0 eul: 
J. vtatεr.Sιi.， 15:， 
7// (J 守~0 ) 

(t)蒋#1空手為のfぜ:
盆属表盈授が:j，
l.1， ，!-O 7 (/'177) 

2 
0 
υ 

-・.・.. ・・-・.、・ー. . .. .-. . 

the uppern可ostsurface 

. .. -_. -・. . -. .，・・・. ... ・.. . 

}>.A ・ .. ~ 5 Jtm 

?:yUA:叫千之内 :-v・や'.. "'""，.̂f!Y::. 

L..l FeB 

Fe2B 

a.-Fe 

-6 -4 -2 。 2 4 6 

vωoCitv/mm-s-' 

図1 琳ヒした刻表面層の料鱒手メス，，-ウアースハ刊トlレ
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1815 暴走辺捜lT:l~孫リシ酒21鍬践の51屯メヌ，.::ヲ7ースて7 ト lレ

(衆大工) 0鰐利貴義氏ヰ初輔
(日lトオーヲイ枝加) 1)4鳥蕗司

_/I.. 8ft-] 護者五(6，表稜電与メスパク7ーズヤフト|レ1:よリ』ユ酸塩処理鍋の皮膜
~仁1急6-1 ~4まのイι号;ft箆劇的均O)I~V旬、J1.，皮援下の葬地鋼のJ手W7~天質t1.引手ゲ 1:
1 てきた舎タ凶 11 特 1:者装下地に利用される1t船乗~.!Jシ酸塩皮綬の愛車1: よ 3務署 1;: フ\)
て報告する. ~主桝~!.J;"藤敏媛!こ IJphosphophy¥lit-e， LZn.J忌(P04).z‘4Hzげを主
政47ねて存花するが， jわ介 1，季五などの時にリL酸埠処理鋼板I~道産申立~i ~，々の
彩翠[こよ3皮膜の釘ヒぱナ:b.J'I:あ予知、1=主れτいな¥) .透過及び身長擾.~号以/ぐう了
一問。ク卜ロメトリ-(TMSパ E門μ 腕〕によリ恭1:J:" ~υ 〉畷射肢の影響
およが p~白内~phyllìt~ J:fの畿の投首:tPl玄{子左胸tた.
z実事費"_， p~'os'phophyll;1モ試剃l.d. .70[ (7)働ι !fi.~J 0、lq門宏、来c!J~íNをで PH \.~I: 
調整L説政教と』ン動く:柔ニナトリウムの落家主投 1=加えながん械物を生島、土佐，
3ZJ金，傾斜私寿左手:なってイ't}Ji(と 、 川

グ〉隊埠え噺IJ0削 ZJ10135門町 外 l WMINdふ
3 .411¥門 f'..Ia.N02.1 23 m M Na.N03の3量失!こリム l;.~r'・;アヘ f
に網走よO"c./占タ理1愛護l1.イfPX. l f:. 1 6.8~ ソ 7伐

をき処理.Ld.pnosphophylliJ'モ蛤ホの赤倉量，矛左 吋 ;ー一一「
芸誌現~jt!. l， Ilィιの品フた追加τリニ畷創2理銅 1E7ffdAY:~三 月京?tpuJh 
不及川が ph叫h判yllite糊左空交れ暗業予 14bJ 1よい 18'冗

雰囲条CH2. i?がを)牛t激 l1主こ奇フた， Z吋 • 
メス/ぐウ7-測定j締局、.5"7CI)(Rh) S.刷c;L50 -F. __f : r吉子『
I1ICι 左l有¥1τ 安基J:おけ3毛Jli，ス/ぐう了ースγミ1主dfdY27ぺ h ヘ〆同庁~:-:.. :':<:::: .. ~ 
11、|レれIJ愛浦和雄めずヌ 711-峨峨J:$ 1~:1 c) い:ゾ 22S.C 

よ3転手妻寵与メス;.::，ウy-スぐク卜!レの理院主苫: EJ汁 '" .ザ
ラヲ乞ズヘ。アト lレデo:._Jl~. {j'-1め半値崎ιみ。!っ -と---マ1
るダプ、レッ卜のピイ完全浸41i等いlと1l.，ローレ :〓て州h，何 :i::'~. 〆川.，i."..:.:.\~ご
》ツ網拡てヱンt";r..-タr ア，(アアン7・:8.h'こすヲへ ;立切 1 Jい 州

3. tfiJf .3‘/. ph白内ophyll恨の赤変化 :: 
A5i{殺針りえた ph05p.~op~llìte t!'寸71れ。 ;11 
J'" !しのむι議封印21こ守、L1:. phos内ophylli陀 砕 い It"l附

l証 C~n..RO'7Jη 四台年靖韮..k- C 艮o Crt2. 0)~J の(\
00匂砕を51'>広リ， P04の暖豪湾与で殺がフ1Jて
\)~・ 1、ラ》ズ42t置にム3国左手J京引:よ !J4京厚手殺
の I軍妙子l鉱lJ 丈さな四千香ろタ家(工$.~ /.お附A
ca -;c 3. 4-0畑町仰)ま示す.1J'a郵 lごよ 1) 敬房、~I:庇イ己

-2 ・1 0 1 'l :3 4 S 

ve[o仁ity(y附I(S)

国1.pnosphophyllit1色左孝弘処理〈遁iA
ん jf?O'(.)lた認内了門λ.I"1トlレ

。のむご主さ占し うじ0うゅうすけこじ志3ゅうじ
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Lて¥1~Jl<!-むとろが左れ工~.:::I.¥mザ:s，aぷ'"ユ3刷附IsK 工，3 .==1 、 l 切削メSJQ.~ ，:::o 之.8\11悼
の為スピ〉載。O~íí与する~rゐ質名初舎に ~-å ~考え付(た. (El b)η試料のX線問個
略jこI(Jphosphophy 11 ìt-c以外のピ~ Î iJ~認めう制約二た. )室長中でjm熟lただめ，駿
ィι院が進計， 1);-酸才ニ畿が獄、す~， x線E11ff国間¥.>， .2.2，);乞ず舗では，[もpo今
とZn，CPD4-)、2HzOl:相当す3と考えうす1るとq ク:がわず}J、に成作 昆po斗ペ可ー
クlz，hoih認めメ似た. 8"60タcJK上l''lcI腕さ似た金史的c !J~後産の l 
伴ふて多スザシ畿(刃のダアLット(工五、=1、3¥lI¥i1I，ム@ふ==[、qs阿ゆ ))JCわり
1 1ズ/ヤケト lレ規制た.X~寒風才fJ&Jiíラ 1~ld .c;Zn，門n)3(POtr)ぇ
↓ 一一一 !の J.Ð祈ピーク上 j司 1 ・・ Ô C1J オ1得メれノ (zn九み (PO~)乙

e.sV;'~:;:;へ 1甘んJ品川rvh の殺但)の結:a')釘防物が住(、たほえ州九日
制lu¥::f|数(m)C J.$. = 0.37I11m/.5， 0..;:;‘=0、6EJmwtts; 
i : 却も |工~， == 0、4-9trIlt1ぷノ@ト!、 11刷え)はずアス化
l Jj |LたUユ酸街F品質倣物1:持庖す3ι方U れた.
~t ~パ I .3‘之 J口駿塩皮膜の凝l'2よ3彩饗
::::r.";:γγ均W~¥ち三一行予予戸戸J叫吋4
124 1 .J/ 閃悦 |重4壱室 CιA刈4判斗bm仰附~/c仰帆>-)(ば工 空免l十寸刊η如著撚込じ討 L口て
L :ン I 330'CJ以上て物荷車lι!敏ポス宇でld:d'bO'C T‘ 
fhh告 1…3い吋川|苦跡事蜘れ併殺τん f::...凶3のよう
汁) 九 / 加叱 Ilこ定撲のてEMλマクト!レはけIOsphophy_11it匂
↑ .え: '.'v" I~処理{壬或料の丁門スマウ \， lveIJ 七L ク1ft萱!こ苅
↑ :JJ..J iたlf:. 要素す吹牛 g~D "C[: 加毒事、{た度~ð) CE 門
ト 勺 |スイクト|レに[J内奇縁場 4ばkじた，427kOKmL
51  1 1 1 1 1 1 2 1必気分毒4ピ-J/JI貌療士十1た，剥処1空!こよるり〉磁強

度暖lilオ<J;;'-.d-t1I脱水よリる畷等、1:よ-:&J3管左右な')
f愛 If1 と?考え長 ψt~.
1) 野杭貯J松島ノ小島ノ;昔舟，日比談I 9 ~号μ Q 8'O)

一一1 J11し Ahf町山何;凶fd酬， AぐれJI~っ
昇23.sr':-<¥'.'j"';":;に¥官でハ/一円一| 緋

ミ 23計.... / '; 950'C I _J '. '・..187吃
I '.'， . I一_50.8卜3 お叶4 ぺ | ぎ i T. ~工弓----， I 言5別aω6r.:ヤ示ザ?づヅ二"，，，，.::... ，〆.-べ... :".;" 
3 ..J;.:記山J;.:"f;記山:':':'!，'ふ九壬たrヘm刊仇、円〆川凶『可哨叶叫.治吟川Aル'，>.. -;，、ち 門"，'，- ，'，ゲ小''''-''，:'，':九W ず向何州柑占4叫〉γη〆〆叫
14叶 F 穴 ゴf，穴汽~'-' '. .. . - . 1 回々A卜 t L土二=二二J， E 酔向

吋 j11.f:?m℃ lgm性、 f.1.30伏
14.71- I 宗 6ト

'14，4 - "，:い': il'1且吋;什r I '-' 1002川ヘ〆J.:.ハ......... "':.¥.....一...... ::叫"グ...， •• ~、
l 醐邑土」-jJ而耐叫{ω副 F 
99-8f- t 

14.5 

-3 ・2-1 0 1 2 3 4 5 -8 -7 -6 -5':'4 _ 

ν乙\O~lty_ (~'1{:"~一千e!l) dtv Cmm/，ぶ〕
函之 phOsphC)Phyllh-e立制捜(版 図3亜鉛先リユ離脱銃剣:L理 L了z完全重度
330 "'--'i70

o
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成f~五両支払}拘左ihv こ 0，&活 lrこ川Sbの
11 '1 βη ー戸スパ‘ウ 7-匙~入〆J ア r'V

(理研・ネ文化} O~与野え敏・ 4F都静子
i王室用舟・后紘唯) 肉lfJ孝也・関沢前

無担体R工の固体表面、のロ及活iま波動化学iこおliるも Jと
もι興的な問題のひとってあるが，吸着 l1':こR工の状員長iこつ
いてi引まとんとサ苛もわかフていないに等l¥， ¥0われわれ11，
S比pιrtra.nJerγed九ype吋Ine
まie1 d 1=着目Lf:逆光メスパウ7司
令鬼法により長急性酸4凶おの表盃iL-: 

哨した財副ポl'l~b のイじ字以憶
を推定するととがとJfこのて報告
する。きミ験制わた伏見2.00 (、
之 )11ト)t Crュ03;よいずれも
コラ〉ダム型の反強風性体て f

キー lし点、1.1，そ n.~'(\ 守 53"'， 
3行いてある.
〔美馬会〕
樹到本 Il\~b の調製

体oMeVのd粒子で照射LTヱ金
属ススーターケVトを玉木lこ洛解L，
乾田したのち， 3M HCiお夜とし，

Nc¥.2.S03と塩酸ヒドラ三..計二よリ
子lレ/lA副本と共I:: II~制1ë(与， 7rÁ.)

を沈殿・分荷量Lt:.。之の l削花
から EC土嚢変l 二よリ生成する II~I:>
(誠九〉を丸""，，"81こー面向援のイヒ
孝操作lτよリ母或t:1jして令舵し
「二。之の IIQSb;卑或J二，3、T-:.たぶ寸ず+
担体りは/1乏を還元ミ同jしたの

ち/際 4 オシ友換樹脂I~通 L ， 
。， S 付けこ{て.~') (1)微量のずナ互
のぞいたのち}"..5-JVI ~OH てい "\b
を法離Lt=.ヱのようi二してターゲ
v卜中の ST(勾('m)の255止が‘fJ:
< J 1ぜの放射性Sbを企<包まない
¥，qSbが得られに。
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図1 c{-Feュ03lニIIqSb(V)を唱え若ざセれのちノ(的主5昆
て呉~車り是 J (B)一(E)Z時)刷口組(6:200'乙，む:午20
0乙/D: 5000乙/E:ワoo()乙)L t=試料の1l;S11-J(スパ‘
ウァー費予定スぺ 7 卜 lレヒ内静磁場の会~. (F) 1手
II'lSb( v)在F三十以北村流成してr:J，.-昆203とιf二
試料.測定はすべて '60K 

あんべふみとし・あ人"'.....ず乙・おかfよfこくぞ・吐きざ、".JLλさL
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11Ubの五創生直釘とd婦への吸着
Il'lSb (7)0， S MLi oH J.怠舵加熱し
ながゆ気む孟LJllqsbを主伽{敬

イヒLt::。とれ1if..()，StvlHCIで中和L
妨l酸性とLt::のち Fd-R203またJd:
CY'203と共にかくはんし， ll守'STを

吸着さ-ttt:ニ。明着の余件lまJ仲良24
の場合， pH与，タo"Cでl時期l
c'('，. (hの場舎は pH3， loooCで3
時I旬てあつれ。とれら磁化物志.;!Z']
L， C. rが検出されなくなる吾て/
議官)kて光浮Lr-=のち，PzOs-S102-
仏 O上て真I蝕む場 Jまわは，tz丸中
で加製私散さ仕掛新とLtミ。
メスパウアー交効果の測史

B仇S仇03(0， ~判31%n んq哩1 渥5昆〕
を吸附ネとして;~n.え色行っ f二。訴対
?畠j支l基 c介艮ュ031ごついてlユ801-<
およ-r;室温I C.Y'，.03については
go-3之OKであった。
{結果ヒ寿察)
得られTてスイ7十lレヒ内各P五漁場の分帯の解析結果(ヒスト7'7A: Jiessとのお去J点、;WI制o'V/
の方法)を団代小下'.e20ョ〉と国之(Cr.2.03)1:矛、す。異す車体長フトからいす‘れの場舎もIIqSbから
生点Lt:こUQS'l1lま四価である。図1(測定う温度&'OK)1こ鬼られるよう(こ，1:}..一日:z.O:d:1I'lSbを
吸着さ-1tt::のち~~物議 l tこだけの試料(A)にお川端仇相引開(:::よると芳えられ3
4寒村~広がりが息られる。 23気中で加熱 l t:.執新(B)一(E)でl主加熱ラ昆長崎〈なると共
同執丸分咲の六本線の八~9 ーンが現われ/ヴ00 ・Cてか犠 L t~試舛(E) て・ 1 ;J.1.J児・地点 Lt二
言紛れ下)とlまとんど!司じスぺ 7 ト lしになる。これらの結果I~ノ表面 lニ吸着 L (-: "qSbがι

ルl~。特

いなレ1

hyperデi押ε
(ない

マーとし

1ftる。

ふき果イ

低過で成長今梨(::よる払が?を昆tてい:3CO - 7 が，進良のよ昇 l ニよ ~Cγ:2 03 て卜 I) 、ソク
スの滋ィとの減少と央にせまく引，キー!レ点ポ入て'I~史全l こ 51'引~I叩叫になっているこ
ヒがわかる Jこの乙M、ら藍造設燥し?とCr:z.03~仲払がりが‘時制問による 4 ので
あ3こヒヵ〈滝認され 1ょに込べf二以-Fe:zD3についての方察が薬害さきれる。
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図2 乙r2.031:IISb(V)を吸着J1!:，皇道てよ真宣車燥L
K誤料の8'0-3 Zo K における川仇ーメスハVア一
議定ス/マヶト lレヒ内普初弘場の令キ

o 50 
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副長f今吟 Jご品、()τ/ぷ〆7'rI-t.is/.J、進展捗J:;れか/長。
.: !(U♂ ;7::t :::1レあJI)I手τert-J'~チ Jドピ， 1 ぅ jJi{のえき1)

畠援基l.0 .>--"ケト y ト配企手順 Lτ(J~ 防長決イ妨‘
ふj前の :tE~伎がズさく fJ f;ごと/ゴ4ソズと<>;_..-i(亡。シ相互ftl予
刈~J:.~〆緩和尚 lか説く fJ fj/ごがよ'二 3 と考えられ~.
J ぢ係射罪身Ji，{';:1i~失(1fI)jj萄ヰの U瓦事以ハウP-- 7.ヘ071、
/しで';/j"f; 1)': 照的評'}Iて陀 (~b'htゐ，陀 (olr?rL)j Jご観現j
されt何d式五応3ρ/>，•• い‘G、激評減弘1;μ℃いtけJづ9二託ど6
d傍考/(物釘圭幻7汐ωω¥'、U立じJμttlづ3ごどぱ主予伊項刻j戸さ芭υJQ;;.."戸んズt:Qンペ級品のを以と。
ン〆の相互i矧 jごd対?jJm持j与が平イrriJf"}γt式合1]/，高失ず:l(t貢i初jてあふさ今1'::r :f.1~ftを
はた ~(ol. b)れみと昆どの1'1"-)3 の向寿社m主よ(~場合/7L実f芝
?CP/_b机);のち〆弓(rAf杭 )JJ)今世tえfぷがいやア乃ぐ71':，，'2I 
財lてりま減1初、五五柱7F戸ル《号方、叫 1:ert-7"f/l/"の初、‘
~ {IうごτIぐりま#131j?~1~o 新加傾向 I 'J 的解射Lt:. Co 
結1.Jごを認制ら;/t.てど I~ 。ずIJ わ多 l-.r ::::1し甚苦為すJ (" 
d.' .12 t'l政ι辛Jヌ (()(ru.a.c)， (0 (J..p'Wt)μ コJトご0:
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E錯非，コ/1ツL卜鋳ぶれが財制adl銀1<1r.tl"，.庇夜 JノωECf
iて語、リI EC接受ft.c:1)lf>t:l -t，l沙1・'局f純白主主詐断勾写機構
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87，Ox10-6 

58.4 x 10-6 

53.7 x 10・6

101 x 10-6 

Irradia七ed

complex 

Co(acac)3 

CO (bzac) 3 

CO(dpm) 3 

Co(dbm) 3 

10 

d.e弘明いおι.~件、 .)'3 13/ワ(/刊の
;r25@私財主主ι4乙浮討語信金(/JjO -/()詩'J)

95一

H、おh.O.. 
イた望手

ιel"oI..o . 
.;.ifbサ



1C01 波射ィt手におけるマイ 705旬。熱の系l附

(知研) 野崎正 05ち，1{遣戸

t目的〕
島l罰戒電界1こよる許虚換を系山有したマイク口波加熱"J:)1;Iカキの良・加熱方法で白身長E
lよ分手あるけ 1.1身、手が持フ愛玩毛ーメントに外部盈存が作用すると乎街点左中/，，)tする双

括zJのl耳転i量動力，{'起ノ)，ニの回転椴動lミよ，)換が生ずるよl::l利用し Zいる.7Kに媛政さ
;ft.易く y 金品、面て“反射レy ゲラえ・成品・テブロン害?を遁過する乏イ'/0浪の，件J庄E走lJt-
{二生かす辛iこよって入力した瞬向ょっ加熱を嗣姶レy 且つ洛求自体正直接加熱するため燃、
焼加熱、ャ電気強坑加熱に比べ短走命尺 Iに肉与する実験lニ有効ど本之られる o /JrJ熟空絹~
(ズーアン)に欠校長Ittニマイ 7ロ?勘u熱繰置を試作し p マイ 7O;i支加熱材堂々の旋鼻t;，t
掌操作l二身 11"?浩吊法lユつけて調べ‘b。
(究喰)

説i乍したマイ 7日決加熱按置はy マプネトロン・アイゾL--タ・手3K富・方ープン・電
球の各部車、ら成れ島l罰波堤掠訟で‘みるマグネト口ン l占y業主製・軍捕之 o0 v ( $'oH五)
・入カ輩。 2.7κVA( /3.sA)・発核調戒数iμ$0主 30門Hz.捧首長公カ /，35I<w 
-最大陽秘書九 0，6 5 A (1) 1Uわめ令。本接置 11羽いて>>(下の実肢を試みた。
の加熱持'l佐テスト:あ|司制力と入刀金力ルよぴ陽極脅fえとのl羽偽をy 主に一定量の7K
の入つん両ーピ『方ーを禄々 lご配置レp 栓々の崎向 e'加熱した際の過度上昇を釧足して加

熱むらを調べfζο@退i霊魂焔;一定量の7K悉』えをマイク口浪加熱lこよ IU農箱しy 要した時
l町ピ埠散量t二つけて調べ)更にポ、ス加熱・勝おσ熱ど比較をした。③微量フ|く込性物質0)i:l1_
i主蒸留;r易手F反射しt=.1k，主'bcpノ。ι)1うV反え'巧‘宜ポし fニ1堂々のイヒ学系の匂(半減期 10分)
士会むが〉 ふれい T/Cι3ど;Ya..OH:rt)Oえ方ープ.ン内に蒸、笛設置をセ、yトv，マイクロ手首相
熱lζJ、令市 H3 の ~iliι 時向につけて調べ:t.::.. @~t鰍械 • Iと0，2...(半減期201ケ)2:'Ba.(OH)2 
7ド港来 lこロ>>-1文 ~q士 ad乞03 の光殿熟成lこつけて方、加熱ど比較してみた。 7k磁1，1:::物の沈殿
熟g;"こ l掬し-Z101 fijι (OH)3 につけ τ 戸M革な実験2:~子むフた。
〈待果〕

①マイ 7a5/'IJlO易機宣のあ!司戒忠力lよ入力金力の灼$0ガ号、み 1)，島周波虫方ど陽極竜
;r.Lia IよY比例していた(国/参照)。オープ‘ン (-IZlμO(例)内方自IJ)中1('Iこ置いたとき
に最も加熱されが li~ 位置による加熱むらはい.f'U:絡が l月日(0I7府中lむの勾μ
五加熱さヰtる)。才一プ〉内にみ、ける菜、弱フラスコ警の支え台としτI<I，木製ロート台が‘

i通し之いる(惜し加熱峠向IJ:/ 0分泌内h¥'笠まいけ。短時l司加熱、の場合発ぅEス今ρーノレ
井も有嗣て"あった。②法治~，::.I刻しては異った 2併で，加熱 L t=腸/a-17l71く本;えの埠散量ι加然
晴向の l刻j~~ の{ゃい凶 2 I~ 示す。ガtス加熱 .11少3-&加熱 lこよ争議矯ど比べた場令p 島l司法の品
市街中lニLよるがを有史的にマ'1I 0 法加熱の才が i笥品村111 1 ど云える。分離島脅1'F~'中ちの
会殺の?患命制買IJ定効孝を高めゐための法緒4乙段乙し Z有l有志、わる。③1113Iこ無品体l初H3

のさきた1三し・あさ 1)けんいち
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-25広表量一留広盛庄の|刻係を示す。 21ト向加
熱苦熱姐体判的 i70ズグ、上の枕牟ち什らオt

ムマイ 1p ~ittJO熱かはy 蒸留券共の上部 lこ 1K I 
il首が川急すゐ争が'少合けのでNH3OhJ:‘うタ7ki
lこ吸収されゐ、胸質の菜、留t二;通してけゐ。 i 
@ BttC03 J ゐ (0HJ3の?定殿梨、成、につけて leI， i 
t:l' ス加熱 lニ比べ'マイ 7 口湖o熱m 方 JJ\'~勧初乗.
キするのが混勺しかも入力電力をヨシトロ-

Jしれ辛によサ突が防l向。特lこ朱船員の渇
舎はげi¥17o!Aど呉なリじ021}'スm混入を避け令
辛が1で，ぎる。又;lf') J_今レン号の窓渉中で加熱
でき bので・ふっイヒ水素面安3島ミの加熱.も可能τ"あ

る。熱Etz札た?定厳瓜定J性的であるがりま立予の状
態t/大きがった， しかしろ過lニ;BItゐ時向的必ー
持島の差iよ認められながった。
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1C02 ザスラ汁クロマトグラフィーによるアリチ Yの射の推定

(阪Alf) 者五ょ締 0;弘樹、人常吉俊宏山本正弘

緒言

ハロゲy諜の最童元素ずあるアスタ今ンの代学的住噴につけ"llJ1 9斗 0年にごの
元素ゥく初めて corSOh等l::'~ ')人工的{こ製造さ札て以来数々の報告がなさオ¥1uる.
tがl守がらこの元素の渇長.1こ関する詳ぃ、実験の報告は見当らない。イをのハロゲンの;.Jt
点、がらの外挿lこよう推定[J普者、モのイtの人lこよ 1)行むわれてける。

一昨~(二力、1スヴロマトゲラフィー lこ広げる保特蓉量ヒ試料の効点‘との問l二 IJ 蜜培古関候ウて
あることはよく長o5れて l)る。この関像II筆者専によ 1)保持容量に去げる段王里論‘本来の
.iE ~I].;..t表立論、そのイせの終検ij'坪を聞いて半経駿的cこよ1之め 5 オ1 ‘?スタ今ンを除くハロ
ゲ、y て史験勧l二五嘗められている。

そこ γ筆者噂(J力、、λラジ才クロマトゲ7I装置を製作 l匂 7スタナンの保持率号を衆院
し保持怠号と端点、との聞係長ょ');.向島を未めた。

塁塁主
実験{こ使用 Lたがスラジ才ケロマトグラブイーのずlコ、yク回を回 Ilこゑす。この装

置はが入つロマト幸P令lこBendix;f土の主リーズZ2.ot;使用し樋逼槽肉にがス7口}守
イずの比例計教管を新 Lく取')付けた。上ヒイ'911計数ぜIJ%積 20mQのλ子ン Lスの同情lこ
直径 0.1m Inの歩ン7、λチン線をr)ードとして張フたセの了、制。ヌこの検出撃l(J試料
lこダる汚認の陳去が.~~lこ行右える棋進l こした。カラム lJ 交喝事IJ の落媒lこ si licon DV-
I 7 ~借用した斗 m の t のを使った。ゲスワロのキザリ 17・が入 (J へリウムモ使 l)維広寝の
首併で7

0

ロ1'"シがλを軍人させた。これらのか入のdk号167ロートヲーどる 11ん円安売を
計て、読み取った。

実、検i二{吏ゥたアスヲ今

ンIJ服λ房、手杭誌報ηィ
クロトロ〉て、 .toqBi (3He， 

3YJ)zOqAt 反応、に J') I棋

i量l1三。この時のヲー庁、
、ソト lJ 1 [;μlTl 71レキニワ

ム上lこピ入マスz4:20)-'11¥ 
義諸 lた毛のであった。
眼射時のヨト|邑イオシの工

t 11..ギー lJ2 ~門巴 V で
あった。

破射終了fを30令経品
してヲー l了、‘ソト~ Y 11--ミ IgJl がスヲジ才クロマトゲラ 7fーのフザロヮ?@]

おとさやl)き dてる たがIJl 7，]ると つ;)ddlとlu.ろ 、々主もと 3さひろ
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ニうムの lぐッ共ンゲどヒ硝酸lこ事解 Lた。この 7k.;%;長力、5ア入タ今ン毛ペシゼンて拍広 L

た。この時硝蔽仏教m.R.、ベンゼシ lJ.紡 5剛1使用し、 7λ タチシを抽広したf会ペユゼン
を 0・:;m，Q_ 以下lこ3車線 Lた。

がスラジオフロ之トゲラフ装置が守足した後上記ぺシゼ〉去或を 2μι之イヴロシ')こノ
ジて、恥リグ入ヲジオケロマトグラフィー lこず17た。この B寺の樋遇措!苅の過度IJ2. 0 0 0 c 
ヘリウムの来号IJ3 c;川Imi.， 、70口J¥シ01)元号(6blf1f/lr¥;nでおソ 比例計教替の仰す口
電正 ld1， ~ 1< Vであフた。
結果と考察
白Zに得i;>t¥.た 7スヲ今ンのラタオクロマトゲラムを示す。ピーク位置よ')rエタ

今ンの針力、-It の保持怒号を永め、さ~(こ労ラムの死容積を差 L 引き、カラムの両端の疋カ
差!こ討する浦正を行なった。こう l1 yスタ十ンの裏の保持率号と l""( VR::: I 0 &' m~ f得
た。一主ザスクロマトザラフィーにゐげる保持怒萱ヒ試料の渇点、とのM省三日夜の 3うl二乗
斗コすごヒウ，7"苦る。

)
 

--

上前でl.I~章式科の痛ιとカラムのお量茂の問教で正縮図手、 Rl，j気体定数、丁瓜カラムの過

度、 Tl;>lil.試科の端点、 Nld カラムすの本棋のそ lレ数、。 lJ義.~長希釈て、の;%噴の活号依教と
実穂の克或中での活号像教の上ヒで教わせる定数、 hヒrIJ試料の端点とカラム5量虐の問教
て表わせる lマラメークー

そし "1 t lJ落管と実媒ヒ
の泉質性を長オフすlマラメ

ーターであう。こごていN

と己があらウ¥ピめ安Eられ

て¥)J!"tl<t保持)容量の佐を

実験的lこ制 bごヒ t<::J: 
') U)衣を佼フてモの地点

を汀くめうごとができる.

Nヒt_tCJ:ヨウ券、をイ史フて

安駿的!こ求め.アスタチ

ンのがスラジ才クロ zト

グラム4リ得たνRぷ 1)
フィッラインゲlこよリそ

のよ易点ヒ L1 5.2 r 1<を
得た。さうlここの端点lζ

づけて詳ll喝哀を付む
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リ)比反応によるオッライア越俗学構
(南大亜希曽〉

事在三糠常時虫 0ム本国11言端技人
〈緒主〉 担若年金子7慢性の荷民主行なラ l;: 帯、し之.喰~ "&.~、!E~鞠をイ色 l{'y ク Jアラウ〉ドð)

場情争 l之江患に物迭し，岡、フ，イ也の故剰i]色枚権時融すること l主主宰~謀議である。この
掴言語¥::討し段々はオシライツでの逼続ザズクロマトグラフベーを開発しフフある。連続

ザヌクロマトゲラフィーにつ日ては.言捻十裂作を終わり，規正1佐俸を喰tしマ川3定商で
ある。この連続サ、スつロマトグラフベーを喰足恥生時物的令態l坤 1閉する?ミめ l1iゐ注
歳月初のザ文化を試みTミoi布団はその予情主醸ヒして 仇輪出展E敵枝のメ手)l/itI之フ l内報
告し，リメチlしラデ力 lレヒの瓦おによるメ今}しイじ-@t吻の生市治ょがモの真空キて、の物並匂ず

明らかにt主った。

今回はこれ~オシラインの枝E私、'&\È長枝に逼同し.

1骨量監を行官フ 1ミ。
メチ iし金属イじ信怖16.一般に芳摂、伊{色く，ヲタくのもの l主主段、エシタ I¥..t?ーが正'Z"，主義-h

挙酌 l二不V~~イじ名物であ é" しかしなが、ち.瓢的事長性を支配するのは諸性ιエ争時た
であり，これが丈芝、、ヒ親切噂的民不今吉~~哨噴る単融可能てもる。鴨に，謹納金具のメ
今lし化企勅la. ~事、酌 L三子守砲なものが-'J9 く， 芝何分解5昆震も吻噴l::ぷヲてかなり寝1ミヲて
¥ ¥ ~。それゆ元，核瓦恥生時物をメ今 lしイ巳し その省解金穫を 3a:く制明するとヒL::d=ヲ
て，連続ザスワロマトゲラフペーのぷ予な1t酷葉遣左使わ~くヒも. 7取瓦食;生哉切のイじ噂
的1三分程ボ可能t主主素が存在する。
木曳帯主では‘そのぷラな守主義kニし之. ユw ケ1し・鋼・車輪E主主んTさ。 仇について ¥d.

メチ1し化合物lき1)きで埠酷で lれてあ、ちず¥ 乙l..¥ Id.乏 Jメ今 IL化物が、電意義.1.{て鴫誕たれ

之lさいるが.主屯て燥礎的1::-7.ì解して L ま予不管官~TJ:ィヒ16怖である。ヒころが.ずメチ jレ
亜舗は‘;，s接、46乞の時めてを古Ud.

イ白金物て 有角年逼1tI~ 500 ""-'60D乞
て渇否。そこでトル'(_~ターlT、叩ドヒ

し之斗1eイオッマ摂射し. 1iJt'R間己
もしく l事表面 1::.存在寄る枝"&..iiii'也官官

物をメサ ¥Lヲデカ lしと底魚、さ立高主

中古謝巨象きで萱垂て、物韮守ると重

鎮め同イ立体1ざけが被弘之れるこヒ1f'

期特てとれる，

〈実草案〉 主耳豪華置の相掛E函こL

1:: 'iy， <t。ヲーザ、ット Id.3 0ノ酬厚めNi... 
ホイ)しを\~ ¥¥ t~。メ "'1レヲヂ杓 lしは

7セトソめ光有鱒又ld執、，/i)旬て、生威

メチ|しイL金物の伯嘗的性噴~~\，wtし
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させ?ミ。アtト〉町民tEl怠え-3 1i併に調整 lT::..。メイト l¥.イじ住哨71高.内佐今'WI刊のス亨ジ

レス』争中を約1)0州車町コ〉つ¥)ートラー 1レド'6)ヲトヘ亀1内、れ.約立0(;'1'1¥厚め鎮め内東1)

~満こし友金足ブ、ロ、y つでラ-)しい、し 1ミ t線鞠主閉め包 lしにi量ば'~\否。 この也 iしめ色iVl!当O，

石突篭の外愉¥¥にヒーターを毛主. ずメ今 IL.~組め令簡を行取ヲて包}し中にう史\.乞せるよラ
l之しi-::...その後号 1::¥o，来f体l義的トラ、ソブがあり. この中の 7包トシ藩設を ~射終す
後 l之上続強，11~l 花。ターケ\y トから土議揖，i.問めセ iしきずは約 3刊で，帯IJ~I::" 力、かる時閉
~， 志Jぞ0.2.秒ーで車志。
硬奇寸は大夜太噂帯、手市長挽槙サイクロトロシ旬、ちの 3Heピ-L>.て滑ない，ビームのエネ

}レギ、-la， ターザ\y トのメ今}しイロイ〉識で 17.今門d で;tIi ~o メ今 lしヲず力 lしは.熟勿

脅キlてより生慌し ，d" ~鯛l良也
}レの前のヒーター i立制6000c

C-:.加を県L1三。 これ ld，ずメイト
)レE鈍を令解するのに記/j]1き

3昆をで高るロ
(続車ヒ考春、〕 図2.¥事

との噴¥-:.得られTミズ々 クト)レ

で古る。とのスイクトル灯、ち

は.4'1oke. V O) ~弘、'( Sq '1¥<;eV 

の匂h(J)触最ヶ緑色〈‘見える。

ー方 I 3りA側め NL昔、!IIしを.

18'.守門el/のきHe1'オ γで照射
し1J:iJ'"も，ターザ、γトの有ぐ

モ I~'で場'l~ し'F:..ð-'緑スイクト lしを国
3 1-:.示もこちら I'!も工記の4'eS'keV

の t命íi~" 見Jえ.ミれは "Cu d)砂詑試
食介ちのよ縁x思わホる。ヒこヲポ
5'9'1keVの止繰Id見あたらず，みた，

国3でl立棟温"!.11'¥1ミ仰の銅の司4主体
制シピームか緑lo. 1冨21-:..1坊も

わ山之¥)1き¥¥. ~lh ~元. メ-5-1しイじ
|こより、軍金量官、けが量干史的に物品t

れたkcj与えられる。

10' 

オシヲイシメ多 lレイじ及恥に~~
上緯ス/マクト jレ

1
J
E
l
l
ん

l
p
g

E
E
S
ト話

1

1

1

1

1

1

l

d

l

δ
申
凶
器
|
白
山

2
2
5
1
4
 

B
コ

)

戸田

lll

一

Z

呂

田

容

仁

げ

コ

f

i
l
i
-
-「

l
「

i
「

品

U

4

u

d

u

(
E
a
u
)
 

国立.

7∞ 
よ

500 900 
Energy/keV 

NL\之 l 庁、守門eν-~e~穣脅すした唱の
4シピ-Lへの F絹tスノマつト}レ

けれ，言論.J.'¥:f，苓Ai-;事υ¥!J放脅化物言歓，

円

U

1 C 0 6 (/'1 7 q ) . 

団3.



1C04 同体qb「乙04のテトラフ工二)L7jし、/ご.，、/岨車素酸勘η共沈

{素北大理核理研)0大森義 ) ¥木益男

1 緒言
板医ぎの分野て qq咋と標識化合物l司広く用いら削ているがり でのイ巳守的住噴がまだ

十分機守さI-Yl.ていないものもある。一方錯温{巳守て可Tc任命切のイ目的住噴時興耐特た

山ており，近年撞々の化合物が合哉さはl ているが，/乙-βーシケトシおよひγ~ ) t'リカJL
ポ〉酸鐙体iこ関する知見は乏しい。こulらのTc錨体志会寂し，でのイ目的佐賀モ研究する
ために， Tc のトレーサー乙して半漁期が手踊~''/6Tc (ちゲ4.35日)E， 93Nb (r:J__ ，YI)967己
反夜、て梨遣することを先す殺討しT乙さらに%1と標語猶体を合臥するにめの広費究明賞で
ある961乙O+E諾|製す弘邑涯て無坦体9b7王04"がテトヲフエ二;L.アjしソニウム坦麗素股
湿(φ>4As(f) 0ωが5t威する際lミ兵えする現象E史去した内で， 1の共;t条イヰーを詳細1¥殺すとT
した。

2 実、較
的 96Tcめ製造 ヲーゲソト lζl可金属ニオブ(8'. 6 m9lcm2 )室用L¥た。なあ、 J"IVI諜議イヒ合
物]を合月えする 7~ め 0) IJ/1n"E 10'守Ag(札 2n)I/J1nB..京:で製造する7ミめに録(/06吋!cnflおよび
ニオヅ箔を M~自ではさんだ sto..ckεd 千oìlsを作った。葉'~t二大事 AVFサイワロトロムによ，)
35阿eVr:J..粒手E2時間(平均5μA)照射した。ニオブ箔よてミのcえ粒ミ?の平均エネルギー

は， 18，1 Me寸てある。
b) qι7とのよの調製 短寿命初計性|司位体主壊受させるために，照射設 2-3日放置して

rう， ヲーゲヮト E荒硝酸(O，5YY1nあ‘dびぷ8%7."ノイ[71<素酸(Q.3rns)を加えて芳揮した。
7とをNbから壮娃するために， 6N No..Oトlを加えて Nbを水酸化物として北原させた。 D
Y賛否号室イオム交換樹脂荘(Doweiく1-X8'， OH的.100，，-，200トノ乙ュ， )j>φx JOmm)に通し
て，丁ι04を帯蹄!こ凶着てせ， i巴の%1とのフラワムョシおよびFーを 0.1N NαOHてソ各
散させる。こ内操作でF:0¥兎舎に陵かはlること l可 nSFをトしーサーに用しlてhff誌した。
守ιTC04- の落離I~ ， 2N卜IU04または 21V¥NQ U 04 '5 YYl~ E用いて行ぜい，無-T'ef本
%i乙04洛;TZE調製した。
乙) '161乙04"のテ卜=ラフ工二jしアルソニウム遁藍素酸麗ハの共沈 96Tc04-ilD，温憲政(蕗)

オく港交l乙 ド-9イトテトヲ7エ二JしアJL-ソ二ワム童jヒ物(TPAC)水元戒を加えて，過監
葉酸湿のう尼殿モ作 1)，967三04-f支沈τせに;-;t肢を一定温度で， I時間京遺後日illした。
口支じ究肢の放射能定費lえして，守6TcD+の芙;，'t収率モikめた.
0) 放射能~~l)定 q-eC U )捻出君主を芽伊ししたTN-4000デ-9 J!I_厚長遺志、ょが井戸翌j
No.H T] ) E持続しTモ乙ニ 7';1.-今 γ~-}: ル r線ス八。 7 卜口アー?を用いて CJbTcの『線

E測定した。

1) WC.Eck2fmcrr]， S，M， Leνεη'so，灯， IV1t J， Appl払d，Isofoρ広ノ盆， 6ケ (19ワワ)

-;h‘2二、もリたかし・ヤずますあ、
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i) 9b1(_0)宝鼠;率

93Nb(ば，n)%丁c反ht.'I~ d: 5 <;ι7との笠BRZ主E市めるためl亡 命葺ニオブ箔(8'. {， >>19/<げ)
3杖を A~箔にはすんで stClclú..ol 千oUsE作リ， 24川εγ CJ..組きて 1B寺田 (l，iAA )照射したo
F柔県スバフト口下ト 1)-I ~ J 1) qbTc J，ιび(ば，.2Yl)良広、でさu¥'し穴 CiSYYlTc(T'I2= 61ι之臼 )J 
'1STc (TV2= 20 B尋問)の生万文章E市めに照射お

3直後の宝広幸を裏1lC示す.短寿命悶をZ案受才
せ¥.l'llず，坊宮核謹の影審はみら応1す 9ι7之I'，Jトし

ーサーとしてオ介イ費用でき 2ことがれfった。
Ii) '161(04-のφ'4AsU04八め宍;5(，
96Tc. 0ょの宍5f収率 I~，図 1 I~吊すれる J う 1\
TPf!C i1)~震度 I~艶暑さ出~. し布、し光殿の放置肝
間モ，;-X履笠政直後かう 2碍聞にわれって安fヒ( ~ 100 
せても，英光収率l可一定てきあ3。まれ沈殿壬政再 三金

のオく案イ才L濃度も 1M か~ pH 12のl聞で吏沈服 警f
幸1~影i著しぱ ll. 図 1 )Z吊さ昨日関係を史量的l; 5 5G 
耕す3ために， (1) i¥' Z表わさJ.hj平衡をf反史以
する. リ

φ4-ASU04ナ7と04戸弘As7と04ナU04- (/) 
こ'>7.' I Tc04" I << rTPACJ であ 1)，TPAC l~ce04-
I ~ .J 1)支量的にノ党殿す32)かう，
〔φ'4A:;7と04)p.=ν 〔φfl-AsU04-Jp
[ TC.04主ハ (U04-J5

lにこz しい)てτ， lod (汀fゆ恥'4As吉7正-c o.ω4)/汀r7正乙Oω4正υ~Jη) を T 
』勾が(μ[科ωAsαOω4)/μ〔μωCωω4μ1)1氏;苅して7ア。
lぽす切配1の直綿I~ジ lリ) ，閉片 IJ'、う平衡定数Kが庶、 }ゴ号ハ
ゲ1 うù1.~筈であ ~O 25でにあげる荷更を図2if ;gc 
汗、す。 三二
1 00 C. ;F，' c}ぴぷOocI~ J，いても 1司採 I~ 勾Plc.1め dJn  

直線が停う似た。平衡定数KI正 ユ{:， ( IOO( ) ， 
J..3 ( .2S0C )およひ， 4.0 (400 C) t.i長めう削，温
度が高(.'<，j'るにつ山て 7己041司φιAsα04 I~ 
:f-.;;(し場<'d' 3. 

3 、名栗および君烹

2) 1ミス保，者木，手岡， 日イヒ.89， 4-32 (JC16g). 

円

δnU
 

要1 生服;率(μCi/(rno/，ι川)/μA-hr) 
Er:}. (MeV) 961と本 qsTc Q5mTc 

19.ワ .51 3.'1 .Olq 

lワ.ワ.S 1 I . i5 . 0 14 

15.6 .'8'6 .13 
本 qιm正めZ車交的寄与を含む

(HCJ04)=.67M 

。
0.01 

(TPAC1) M 

0.02 

(2) 

1.0 

図2

-].0 -1.0 0 
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1C05 竹村~* 'It;t(:よほ結晶仰の僻(ぜ仰〉
(教的夫婦〉延命予/'、体 極分乗衣 oJ>1司車駅

[的]ο昨伊>f惚け lレイ..-¥:/レて初キ lレギ"-"IF7 rJ ..--1.:: 1ザヴ。でかけいトガf
矢日レ r ザJjこよ与謝北も---般的じな 1)，伺ヂ(il手Iry変身沃i二増夫の傾向 J二角み話止しμ もlリ
恥t_'浪う砕きす称誌前身:毎略称教 1f二《穿笥弘首魚肉，警官、 h の私財j生象被η 処~-ß';~ 等
f、づれn問題ぱ4τ ぺ。えこて/料水l二苛し 1夜間 jじ叫Lν、戸川(卜村落
、，1/<前At託業の毎場i二品詞し b1 移設省神f、 t 泊函(~討を紙!?1 '5 ~I~ 伶討し r~t1) .t鍬串私。
OJt千η務長・11泊回具 -{f手凶の旅青春厚握手局長.(筒凶作詞レて td-， ~-t I 二~ Jι(:.り)
t前回〉件付卜[:閣~ 1，(i)純修所村ゆ比例老長乙結(任務伽税政(二汚すけ例制胡

cilD 学托1ftハポ各物犠 l二よ》炉型f(酸ルして場員長r有機秀{f~して壬ぷ I ..-Iレ淀グイ必トシ!二よ
b旅討I/T.が1)門事務1:~ ;}議rR:~ ;..I {官発
{/今回)(i).~ t 11 II事易引用十ii-:，託。し'l..，孟者イ妥才{トt住成さノtt}:ι1:}f島政ι呼岡ハ
鰍 t似しf=，e{れて明bdiL呼i闘の仰の抑fo'th -tr 1二よ主回収れ似r:o(l~尚呼桝 t
aL?械の鰍t舟欄付1，イチ今イ卜/){i i$併記れ，僻れf二。(ilif:c".z ，レラタ;事的に
よ 3α4f t1) ~HKL~ (:胡レ1~生省し九(Ìrザ側~J l.し1./1例的q繍私鉄よ?毛/..-!レ:f~
J.g，'認可 1汁〈詳し、国昭きf 1.}ん 1礼三で pfl1J司月íh，~也専のルof//~ 尚弘L'I偽併で旅討し f三a
L~鎗}01 壬才イ卜手話形11多合物品も令"t1IL ;静乗l--f，ι504も弗刊し，1!O.君事レ TJ1F4μof/( : 
よ'}プ lレ1//) A事bし多民自夜ιす;}:.乙 i二よ')，μ品m邦政も彦氏-:5-1tて究ピ千 1レ1持基の解晶
tf(: 移 t~角{イシ1.~'1込，宰べE3JF浮t所九
。多歩手ビ')苅11T:理由bして11，m砕3倒21:.tf!!じ1:ノ̂'tの付ω雑A念物イオ'ンf・1局券可
抗L~I 覆轍の別手f住宅司、 0/~ の怠1字削#)..-t{;匙ヲ~tr号外~ .@:;，記隊4臣官J 争〈:読者主士約 ~.1
(:j孝脇i何点》亀移争l二J:;.令議除名1/，司管も士的 ~IJJ 均雄的， í略的場:1時1:司'し t 提言~1íJ1 
}J$ 央~~軍刑ハ ~1t0令特1'1露葬持議f胸 J二五レ、者~r しかも争参 l二各が~-'~ IJ L，;耗葬〆竹内有物利
闘が努め占 1J1[; 11明占。
[援輩 1 制w 的防団~(Ìf v(iiih 喝 117二材料~1 じ/ず/守手ト ê'iV1 r 二。"..，~/
(i)'i磁(i略?副総称・・教勢承μH非帆二心凶jtl凶t7afE111是非内惨な格喝しf舜峨icutM 
tケヲヴ(:芥可ょう lz弁且令山ィf_;1. 1手.1't')回収奪t求d1i:。
(iiレ州場，111-'1 {ト l二J 幼虫年前しJlu，J()! ''':， ;0・判例 M，~締して ífr索機の倣 1宮崎叩e
(jij)~偽物n捕手、‘.. $L 吋~t1)進出糸魚凶村重rd1 ~J) ，}壬τlレデヲ ，;/tflj字通広告{i手向干鰯o
(iV)えネt'it'l初'f，:l;t ;V tlM1f/ !こ而t...1，岬'ttd内用し、げ!レ"11例調整もしf国艇を手乞何f!d
[格尿10イ壬ヲ{ト院内4単車条件TJ競l二雄都・i{ド1v、ふ{jl::，11 fj同縁ハ紡捧"tt号「二列
で附χ.HII 二千"~-J -) TJ探勝砕!?立うIUiし1二。ここで多発しr:.ν¥与.!J，詑本1)PRO(l!こ戸ぺ 11，バ
銅孝{吃 7~換しして ω れJ 予揮す有制 l返す、"号裂し 1.， 字国 i1 P問C.TIV')ょう i:，Y[_ t)喰者ι入れ寺子U
仰 J'!宮jレ、@J4J(豹-考 ;1件ニ以.31 Jo:lf!l: 1"111、与，PR侃l時:桝μ¥/門 μr:-
'(，:)/J Iii :f;手/'J: ηMEし酸札~ /万世内 r0qメ寺子;れιb二にがわかマ 1:"

f#~ T二iJVJ}lZちラう， 1; iJζ均3小e'1)・"，，/:;tj刊、守与 r)/) 
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O制官(I);71移洋(ioJfu)均幻(r.キz-f悌ハ月号棟11知;1二通う日、 11:0つま7ケli¥ 1_ ~ん
/ν作成tilj.厳(〆1)J 1-fJ ~舟が僻ハ Il5 ti-rF rj 日しかも d 持~J~~究|三おい L 吃 Jャバ土()31-，蛇こ
でちさりこ ¥:..ILf守しレ、手五号ωじが!困LI司砕イェ 7 イト IJJ~加わ:キ之fゴけんÞ.
o探勝。iii)，dv)I :用レ tI'J}鰐fイ?月Ja
。々後IJ~手法 l 二よ》夜線c1 /1.1-滞非A移先もdυ1:手珂しい‘¥ヲι:z.-J3j )。
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Fig.1 The dependence on the time of aeration in 

va1:)'mg mo1e ra tio of Fe (m ) /Fe (II ). 

[Fe(工工 )l~ [Fe(II工 )l~ 1.0 g/100 m1. 

mixing at 80 oC， pH~ll 

(NH4) 2Fe(S04) 2-→NH4Fe(SO今)2

Tab1e 1 Disso1ution of ferrite by 0.1 N 

H2S04 so1ution. 

Stirrin? time 10 20 30 40 50 60 
(niin. ) 

Disso1ution 
0.0 0.0 0.0 0.0 0.5 0.5 ( % ) 
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1C06 義和わ交換体日高フゥ素のイt号分離法

(電電公粒茨城栖担問r) 0歳野弘ニ，工再来 期~ ， ，1、林健ニ
来!又?手創

l緒吉
弘(札，cJ..)1→160{t汎)市力、5括るニ〉史的核R配:によリ酸素宜i志感iJ_，乙在量するには、

市のイt~分離が不可児色、ある.ま 1三市 1;1.半減鋼所 //0 丹 ζ 極<. ，坦速1Jイt孝行離が‘It客
℃怒る.:$荷担む11，ISfi をトしーサに用 1I/~皇々の鷺樵イオ〉交換体によるフ、7*の分自在
についτ張討し，最適分離象砕を兎II出しt.
立安、較

のI宇Jトレーす :'sFi 1;1 Li.2.L03却吋ち原荷原手げで /"-51.5'聞鰻射して得色。
@黒横j オ〉友捜俸;換機イオ~ì:殺体，;;r金轟酸化物の粉末ちあリ，市取特級紙兼9稚

額じ N~Stt03 ・3他O ょっ詞躯しí:.5rr仏を使嗣し 1三.
③ηヲム:図-1に便同しt力ヲムを示ヲ.丞r:t:' 

~ít- -Iしのお 11 1:ポリエ今レ〉に石英ウー lし ζ 苦言精
ペオ〉友捜佐を花頑し~れをポも) 1.0 t.'レ〉離の駒込ピルト

(Jtr')7"ロヒ・μ駿)
駒込じペゥト (j子量10叫)，二話的t.η ヲムIl俊岡 y 

す乃前に，瓶虫港兎じl前U敏佐震の脱色、知挫し1:-，

④橡1F:暖射しt:μιω'3t酸ち港南再し J Zれに組
体Lして N語、港濯を加Z，IJt客1J酸粧患の溶浪 石英ヴーlレ

に銅農しi:::..0 ニの痛、戒を刀ヲムに過しl.，

フ γ 煮を吸着さ吃万，戒車，~ 2側.t/_l':-し， IJt零に
定;じ7スt，'L-ヲて川政51L t. 
⑤被射能測定.，技射能r;l力ヲムか5だり工+1--う
の袋を報告取れ二本主測定同訊科C'~に入永て/ 図-1 11ヲム

1下旬工札〉

壊、地イオシ
交換体

t';._木一|レ

18p. Et"" 0、タlfl1eずによリ酒IJ~ L 1三。
3結果
表ー|に種々の震構イオ〉交県体によ乃フヲ

煮の吸着宰tf.jf，す。表ょう，力ヲムへのフ γ

支の吸看李 1;1銅製し1:.S"，O.2カ吋 7 乙モあ1..， 
凡下活A匝?Ilぞt(1] IJマト|脅)，市販SnO.z
の帽であ， t.て二℃銅製し1:5"，0.2を闘い〆
酸の種頬じ厳4生産，5，仏の在4壬と充填垂水‘J
ぷフゥ煮担佐重につLlて校討し1三.

表-1 種qの壊、槍イオ〉交ヰ重体
ヒよる ].y煮の吸着

国-2 に酸の種類ホよ t〆酸粧~じフゥ煮の吸
着手じの閥仮定永事。国-2ょっ HNら酸1性η場
合/itぃ覧困2・l∞Zの吸着手所得;!lf-， 当初 Nil.1.SlIU3・3H.lOより銅製

しすの二うじj__'C'、っさ工1....，乙iJ'~し '7 んじ，ぷねざわ))'3.! 
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ゑ-21こS，1I0之の粗径と 7~""の D)i看傘との関係を示す。表よゾ gJ 一之()，)仙ムのSn J之を嗣 u
t場告に畠ぃ O~看牽を示 L J 2/)0健三A以工む吸着率がL直下して ll;る。乏こち・液迭さ嗣静す

る史子易さより 1 '30-1，タ0仰μんの 51102.を i刊υ1=.，

l畳3 に st仏子H真量およぶ 7 ')1煮の吸着手の関係を示てす。育1妻量が乙争以主で.OJl~辛ポ
1001. tl示しi:-.
だに担砕量および:u)1著し亡7-..;来量〈日足看辛£ソ.也)の関係l二7いて4完封し"f-.続東

Il 図，-4 のに勺り ê、あ刀.姐侍量刑/吋)，~よ下の場省に吸着辛 11・ /00 訪を不す二とヴfih 力、， i:.， 
さ 5 にノ芙~元煮の~響』フ γ 烹の脱着 I s~1fの吸着と脱着に )U 7_1:枝討し1=.，二れ
5の結界モ報告ちる.

100 l 、./ n --vヘ.J(}¥...，、r可-- 表-2. 粧栓の著書答

氏、，J刷、

領+
o HNO， 
()H乙4
() H::tSO+ 
0、4吋F
。
? Sト 3 / / .3 s グ 13/~ト

(N) 酸桂度 ( pH) 
ι。

図-2酸E敵柱fをの務署
ω 

O~ 

加ト
ハ
、.x.
l'" 030 

S$t! 。‘主

/ Jと 3 う4 。 10 ~ JO 年。 .o 
te減量叫3 担停量 〈骨宮町

図-3主主要量の勝率 図-4担侍童の私書
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1C07 微量水銀捕・集骨Jとしてのハソクブeロインスlレホン酸赫tA旨

(群馬木工)赤岩英夫川ネ博 o小企和子

l 緒言 、
演者 ':)I J:. 天然水中の微量親銅Jt素左中'世子放射化分析t~ よリ定量するたのの子矯濃締

剤として chelati凡~ Il~en，t -loa.ded. resin &.朗搭し稚々の被討左行ってきたけ。今
回はキレート剤として 銅 (1)の特異的比包試薬て'あるパ・ソクプロインスルホン酸む重氏

二れ三陰イオン交換樹脂に保持ざぜたパソクプロインスル;tン酸街路 (BCS樹胎)乏鋼

製レ親銅え糊薬剤としての検討を行ヲ九この結果 方ラム法主用い. pH: 1の条

件て掛;料;J<.を処理すれば水銀のみが選択的iこ捕集されることがわがったのて利則首t-:.よ

る予備濃縮ま併用して.天然水試料中の極微量水銀を中性子放射イヒ夕、村I:::J1) 定量しfこ。

2. BGS樹脂の性質
OH型i二変換したiをイオン交換樹胎』ニBCS乏通量加え数時間撹持し、 BC.s前月旨乏銅
製した. こニて.1愛イ才ン交撰捗tn首にIt.BCSの吸着透度が最も大小、タウエックストX
4 ( 100 ~ 200メヴジュ)主用いf之.この Jうにして銅製した Bcs4言明旨 I.Og主力ラム1-:'つめ、
pH主調節し穴水銀(1 ~た Il H)、銅(1 ;1 1~ は JI) 、亜鉛 (JI) ‘刀ドミウム (K) ニッケlレ(町、
コパ1レト (10.獄(m).~令 10 ppm溶淀川ocm.3左自然流下速度で力ラム (7加川X35"，州)
i こ過し t~. 流出液中の金属イオン童￡水銀についてはジナソン法.イ也の金属については原
手吸す色分材法iこJリ点lめ吸着曲線引乍h¥・した。 BC .s樹胎と7Jφ良の反応κついて!刈H~の

トレーサーま周ぃ 樹脂量乏変イじさぜたときの水銀の吸着辛左京紗t-:.綿菓よ 1)‘樹胎中て

のBCSヒ水銀ヒの組成、tじま42め1-:"0 式た.B cs#ts首l二JJ<.銀 10岬 (2D3Hff!合t)乏保持
ざぜて.一定期間毎I~樹脆の放射能主測定し、樹月首がらの水銀の揮款の有無乏検討したa
3、中性子放射花芳村
才やκLt-:.波長瀬川河Ji) 1)く訊料I~硝酸五加え pH: 1とし 宣ちi二ろ土昆した. この 1"-2 cfrre 
左BCS樹脂カラムkjえし、蒸留水て洗淳した。処理した樹脂正教燥後、ポソエナレン嘉

基I~封入レ.照射言或若井とした。水銀 (II) 10岬乏含む溶液10cm.3 i B CS樹脂力ラムiこj九
レ同様t-;:)s.J宣して毛ニターとした.針目料ヒモニター芝原所ゴRR-3気送菅(中性子呆:2
x 10'3 n.ιm-:l. sec-I)て・ 60分間照射し.約 15日間冷却後 ι2D3Hgの27q l<eVのピー 7~ 
用いて水銀の定量左手子っ六。

4.結果と考察
タ白ウエックス/-X4のBCSに対する交換容量をEFJめ六締呆、約4x 10 -4mc!.gー』附i礼の
{重(::.漸i在した。このイ車はダウエックス卜X.tトの温イヒ物イ才ンl二対する総交換荘重のイ宜と比
較するヒ，)、ざくf3G.sは樹踏の交換座まうのつくしてはL、ない。こf¥1正当レート刺市サ、さ

高く.ゴたえlレitン基左ヱっ有している穴め立倒章害I-:.J勺て定量的交換がおこリ iこくい

ものと考えられる.

カラム法乏用いた場合の BCS樹胎K対する親銅元素のロ及看曲線乏Fi g. 1に汗:す，この

おかいわvて汚・がわ4とひろし・おくやらかずこ

oo 
nu 
--4 
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Fig. 2 

図よリ.タ司υもざら lて低pH伺域(0.5くpHく1.0) て、4ゆか・BC，s樹脂川崎しているこ
とがわがるa このことがら.本樹脂左用L、て.tK元昂H..加えずiこpH:1の祭件て"訊料孟処理
すれば 71<.'$，民主選択的I::.tl品集でき. ざらに中性子放射イ巴タ祈j去を用いて定量で示る可能性

が‘わる，そこて卒夫駿ては対象金属ヒして 7K委長のみ乏取リ ..t.. (ft~ 。
7J(銀の編集17.ざ!rt~'ち樹脂中ての B G5 ~JJ<.銀との組戚比乏来的 t"(結呆乏 Fi q. 21::不す，
ー史の計数辛乏与える部分左外挿して得られる屈曲点の値がら 水銀(JI)と Bと£と 1;1

1 : Iのモlレ比て.及Jたしていることがわがる e

水銀を中性子放射ィι付ヰ)r，-:: ょっ定量する場合it. 照射直後、Iq '7 H~ (T担=b5 J，_)のピーク

乏乱、て定量することも可能であるが.;f..法では樹脂中に合1れる S2Brや 24No.など』二
よリパックゲラウンドが高めら似るt，約五雄弘、定量がイ示な¥"その t~ め約 15 臼閣冷却し、
短半減;期核植の減、蓑を件って 203H~ (T比=4bd.)(J)2マql<eVのピーア主同いて定量乏行づ

7二。しかレ.このJうに放射イヒ後定量する式て"に長期間正要する場合i之.試料がらのJJく銀
の撮散怖も題』二なる.そこで2

0
3H'à-トレート乏用~ Iて検討し fごところ、Bω糊創立捕集

ざ必た水銀IJi軍散することなく樹脂中に安定K保Tこれていること乏確認・Lt~ ， 
波長瀬川原橋付近て・持取したよ可)111ド試料について、卒法乏通用して得られた水銀の定量

結果を T(J...h/e1に不す e ここで pH左1

iこするために釘糾に加えた重金品定量用の

梢酸中iこむ。間程度の71<.録が合まれること

がわかゥたので そのイ直乏さし3'1~ Iたイ直乏

表I::í子、し t~. 5回の平均値て 21士3ppt
という値が得られた e 通常の河)lj7Jく中の7J<'

S良含量1;1O. 1 p件以下といわれているこ
と伊 校費抑ヒ?析の持度をも考志すれば

満足すべ・3締釆ということができる。

Ana1ytica1 results 

-
a
?』

q
d
n守

r
D

Hg found 
ppt 

24 :!: 7 

18 :!: 6 

23 :!: 6 

18 :!: 6 

22 :!: 5 

Samp1e tak巴n
cm3 

1，000 

Tab1e 1. 

Samp1巴
No. 

Adsorption curv巴5Fi g. 1 

1，500 

2，000 

21 :!: 3 
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1) H.且kaiwa，H. Kawamoto， N. Nakata， Y. Ozeki: Chem. Lett. 1049 (1975) 
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4 客足コパ Jレトおよび安定jレデエケム左用いた成 J封脂不自始以をれそれB~青色、!仰を
呈する。二れを 7 ロロ本Jレ Aで処理しr~ß守のクロロ本ルA和の吸収ス/\f 7 卜 lレ i手、ゴベ)レ
卜の場念6zCJ匁叫 r:吸収拾太が認め4れ丈M;t'記載のチ汗ラ7γ綴コパレト TPAC錆停
01直ιJ歎ずるアノ
これらの締果tJ先1::報官しf三チ才少アジ蹴了シ毛ユヴムノ TPAC央存下でαXAD-Zへ
のμCoの0足元号事方と同一であ1)、コバルトi手本Jこま並?忌‘はのL(G.H t)4AsJJ Co (五ιN)4]
E宝肉、Lて樹尚iこ"M自Lてレ¥{1ものとj考え 4れら。 lレテエヤAt三岡してもl司務付』向で'
収角している右切と汚乞られ七。

;}空腹で 11."(TPA C) .XAÞ-Z" の作~にフいて不安討すふと美にチ方ら了〉悌7 トヅヴ
~e錦hl和ヒして同\;，巳尚司第身H搬手をの P政危考香川レらぺ.放射イL学分新への制印刊
す仁性"&1を討しt-:.o 
手色、 TPAC1"/，.1何?会イ汗ッj防止併有罪今レI<I材、 1::7いτもJ紛れ加えたa
支南士、

1). K. I m，a.;， K. Wa.ta ri ，門.Iμwa. :ゴ.Ra_A 0 Mutf. ctt仇 r当ノ jZs-(!977).
z，). 今井 f 務手'1，伊沃他:保f建物理 H，Itlワ(t97q).
3). ~.及創， 今千 1f~Ä.，岩島 f 保健初予f lS，/2-タ( 1980). 
4). け.E. A ガSp));Wrl~ I et aR. : A.，_val. Cμ1>1-・/丘 I 168 () l /行/λ
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雄主
60Co， H Fe， o'Z'Jl.， 54門化等11=才キラソ，ジチゾ"ン，r:X-ニトロソメ-t 7卜ー jレ等
の有機試薬が、鼻持すbヒ門R型州fイ才γI主吸秀樹肱 A肌ゐ化ι'色 XAD・2i::fJ/)..看
ざれ令。この場合とれらの;fI符，j有機・ti¥'豪k反応-して水に訟訟はの化や物主主崩 Lて1i-JMh
1': fJ&秀 3 れておi_~ ， 1 D 0本Jレムr エ7ノー Jレ事φ布教務媒で脱j告できることを.ざ3
に報告しf-:ol)2-1 

ー般に.才苛シンマヲチアン句Jうにす尉イL学の分野でしtlレi手的いられる1務執家
IJi:lt恥陽イ方ソヒの及k!*リ吊する毛のが天野分主占めて ν1る。これに対して.笠為q
街陰イ方ンι及たしl.fじ冶物吉生成す七陰イズγ沈殿用句7有機訴罪<1jbff $t t，古く世Iら
行われいる。昨年の手すdt育会1.!志村表的 ZFP会イ才シ~'lJjJi_ 用柄、柔T あるチトヲプエ勾ν
ア}レソエヴA出じ拘〈以後 TPACと略す)左芳t与させるヒ 60toのチ汗ち/了オ美併陰
11γが'X A- D-21オヵ孝J く吸着 3 れる現象 lごフ~1て報告しf-=-03) 
:f実験でIj， TPIl tをあ~-#¥じめXAT-2に付加した峨着伴“ (TPAC)・パイP旬f左
側主義co，f一什m中…才作初デ打了y峨麟蹴陰イ才わ…ン
"川(TPACο). XAV-z /1 (は手主‘ XAD司 zo. 1句JI三0，0川1~門1TPAC~3各善?没長 /μ0 1'nft加え !埼
同Jふ、'1沖手古ゼ'1免三計i偽急.f浪集;夜たM手和自を耳取足 iリJ隊き梓千判自陥hちy余ド砂沈t札し口τ4便史嗣した.TPA CのX斗D-之べの
付加勾~-V星 1 4:Df}丸先走法いよ')しらべ'1':..
放射性殺1-t0 1J~角安廃 lJ. .1ニ速の "σPAC)'XAD-Z"吉之門チ才ラ了ッ由主7トリウ4

1 tJ.古川えた誠斜?各夜 ZO例.el: ふり J:1t.~ 一定時間経過偽.水港i~中の放射陀"E ~~Uえ
してP及第ω符辰吉し4べた。放J什性殺程1*， 60Co， /0(，7(1.-(主主ヒして用 υf'7..Ji'¥'A七系的U
j抑制柄物.誘導放射f主将雄(::'フいて弓不信仰口之た。
まh 伶ノマ詑複め主子定」司i主{手仰いての安駿￥frν111&着税者1の殺討さfわた0

I~t 果
q~ られた t古果勾一旬~ J;.(下iτ言乙す。
pH4.~1二お，t る 40Co， M ，ぞ~， /~7 Csの"(TPAC).パAP-z"へ句fJ[}.1自主図-1 1:: Lめ
す。 μCo，/叫んは延長li:.()，及第され杯、/何らI'~空く吸活きれ存レl.60Co がデオ予ア
ン商法ナ~ i)ヴムキ如係， 1ち;:!"(TPA(;)')¥イD-Z"I-Z吸7もすれるのF-討し、 IOlrp:_叫が定量
的1'::p，及ポれ七lτJ草加i品手伝i芋添;1m1ゑ1日以よ放置い必専があふ
ず方ジ了シ最盛ナトリヤム志向之1.fv吟イテ1-::(手、 μcor/odR4U‘"(TPA C)'XAD-z l' 
1-; P&元3れri--I). 
なお浄'l~ 中の /'O Co の P及活科カについT パ‘プチi長で殺討しT'7.~・時 i手図 -Z Iごしめず
ヒ古1)でマTPAC). XA D-z 11 の勾茅がしめされた。

E丈網状給制封婦に的放射イLJfi39J日前(庁1+殺j
¥1 TPA C付仰核抑白"の伴内とれi1J
(古文民向)ο議利---久 す々持て土 村氏玉安
L公孝博f主PU72EJi青
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1 C09 g-当/リ j-j//.!)~ス jレホシ餓によ令/ザニケÍi(見付得
ヒ三ト口宅/)レJレチコヴム(耳〉手をのづ子高佐

(す支彦研) 0今苛始十 務刻一夫
緒言 (11.加え) J己 I~乏ニり
一而尼ロ
U子云ケムは仏学的手むのfjJおから‘介融・分村吉Htiうよで; 宅の取'1;t1Aい1:問題が
多いえ泰の 17である。チ才ワレ了 F 方Jレトーフェナソト口，)'/など・によ七比色%:号法古文、
古くがら用いられている。 日

赤ム透i手.ざき/1..8-宍/IJ Iール(方守 γ/)の誘、れ 17であるトキ/り/ーlレ
-j-スJレホシ磯l二4るlレデユヤム(JIL7V)の比色を枝討し， jレ千ユヴムのトキノ'1/ーjレ
-r-̂)レ，t，ン酔機i争ιエトロラ7レ/レ千ユヴム(ゐNO)の争当 /1)/ ~ Jレチわい;j二、J鰯
イ牢ヒ("j:， をれをれ嘉手会吸収又"f7トjレ左官ずbことを報告したヵx'f) Jちi二これ初錆
イ争j"t活性了lvfナヘ句吸着1::毛jをのあることが1ν叫された。手安政でj手 20'はすを
さらに詳しくしらべ-了jレミナカヲ《によらん(111)7r').稗ヒ丸(71り"'0稚のゲ離主将討
した。
寝殿
)v"f-:::.-ry Aの材料歳女王して/1， RuC23・3H1.0J..['μ， }(z (Ru山NO}0&勝海うた

E 同 νl 花。手た I06Rμ でも同様の安駿~fr'￥ 7 た。なお /0 (，7<"" 今場令調努;且1~11-，よ
i乙川じ学穆ヒ周ーのものヒ考えられる民とごでは以後 10b 7ぞ“-700 -' ld6 'ANト 7
o Q 'c.表わすことにす令。両イじ学種 k も i事温酸吉井口えJ ・ 3易7&1.て・弗ベノ~'$.，乾草色過ぎ-tf-:. 
村け置の希創をi三和¥して閉刊。
ア}レミナ(力ろムケロマ卜肝 ZOO!'，/'l2.)I:t， t""zM埠頭義深決中でめ 1 時間 jTD~
処理した後.1とか二本?先、 B仰n¥-)(名市 fC拘 tの刀ラ 4として用νた。
安草食操作: 定比手たは 12は NO(ん/oor3-)左務1).l.:j専1':'戸L:'じて工7/ー/レ
で還元ごれι乙O?1'ι門 8'-11リ!-jレーf'-Z)レ不ン厳 (0.z門俳晶表ナトリウム海
漁)4側P_! Jmえ、決量主的20例1ι し?Hr， j 付近て・・ 1 時間 J仰を昆(湯~ìå-J:..， 
90 ~ l(，，()c)偽‘決色をナ万伺乏とし 17ラ.L.j~ ~選Lす。治虫決のえノ'f 7 卜 lレ!~制定した結果
吸収 I~ 企く舟られず:‘ 応化事品川手 RμNO08ーギ/リノー Jレ-;--;zル不ン綴針体L‘4
y過剰の拭豪1;t，アJレミナにロ及着 Z れていることがわが ~ø 調F磁 (1:1)10 切J.! カラ
ムに??」し， ]0〆V 仰制1の71<:で洗ヲた後 〈洛決 A]C1H6の0・刊行俳融ー蹄属品
ナトリケ凶jLi長)t 5 trrtf_， Mb.\ て〔洛~k13) ( o. z門際政ナ卜リウム潟決)/() 
ヤ乙oduPLす。 A，B. 1t~主主洛 C2frml.)'t. し.蒸留yμ 主lP.れたとして吸収ス
ヘ~1 ト J[/~~~足.よ暴自まの様チをも高ペ f乞。
I ObR，IA;-:' 7 レl てす同税の安殿操作~qi'Fレ\各旬つかの派射陀t~勘定して.分離句J手
予をしらべれ。、

ぷ主丞
(1レチコヴムJ; Aの初分1::'，;t i;~収骨o;;Jt0れtJ-LI町涛i長Bに手7カラム中今件色9

ψJ.v¥きよこ・ Jわたりかす1.;.いし毛りた7(/うう
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ラI丈長

者?分が涜虫し、図/:しめすように， 4/ Z勿例付近に吸収極太古7有するスヘ，07卜jレ州与ら
れた。これl主同じわ千で彩色さi!.言副委プ、‘ラシ7で・測定した丸(m.)のトキ/り/ー/ド
-tース j レ ïT， 、/綴綿停0P~~~ λ I\D 7トiレ， IJ良子o長に iまず一致Lτω勺。 喜作、 定比 (J]l.，7V)を
-:r. 7 /ー/レで還元し仰\フ T二場ぺ訟は(港決 B] によるj潟餓弘、や〉本味t~寄 υ冗反色
の者?っト声1・戸ヲL-¥I二段、リ.これj;t..2M1メL今僻商品ナトリウム海取e'洛虫℃ぎるa 二9二Lが
ら[~名決 5J I:J. 'Ji治結し七件色の~p分i手~ 1と凶(1IL)の8寸 IJ) /ー/〆t'-7， )~r， A義
錦i手ι党乙られ七。
LニトロラルlレデコケベJ; (~.港[長 A) /:よ?てi差点3れR12猪色句者仰の減収λV

7 ト lレE 図 l二しめ可。 Z の P/)~文~ÃI;j: 380制作γ1-1寸也r:.d)'/言討委 7、‘ラシ 7 で ~IJJ足しT工
1ミiん(7D.)N 0の8・引 1)/-Jレ-j-J.)レ本、/画訟を苦1~干の又へDJ ト lしヒ iド一致して ω 七。
U%i1t BJ 1:よるiた6;;長 i手 うすい t羊色 ~j等 ν・: 誕の文伊7r Jレi手釣 0勿例吋.ifI../'::ゎl"p'-
，二l})~xtf.}f ~ J(1.、微量のゐ(IIL)0錦í-f向1・~~ュ(r. τJ ヒ推定される。
放射性jレ千エウム/:.ιら寝殿才、吉呆の一軒E以下/':しみ司。

すよiれ・ょu'il浪 3名表A i芸?長8
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@両イじ学穐tt~設定4見イ辛E合 ζー。

本 iZ.z晶画長1':.J. ~久見事聖主 itl ・ 1持，_*tt今ま〉停申。

付加52i時間つ071'

このユ ιがら. ~は ~(oIJ 
8-苛/り/ー JレやえJレ手厳
ヒの}えた1:;おいて、一句JJ'"
R.. (m)の銭j手E主氏、ずる可能
性戸1・~J): }号乙られも.
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1C10 5'7COを周(，)ての、ヲグ i(，f-ヲログラフィーの棺討

(東北久~樹)校本重 三頭聡aJj垣1"佳伸 0ムk )乙

方支財任のトレーす乏用 L¥、7てルグ'ム化さ止し1:.f<.工の放射能主tT'tJロポデシラ γルLご対レ
て九ロブト L7. 1号た曲線をポーヲログヲ 4t..解叙す 3ヲプ方ポーヲログ'ラアィ-(J("diO-

polQドo7JY'o.ph7=: R. p. ) I革、佐来の竜虎を記録laポーヲログヲフィー(Cu附Yltp' 1~~o9 rophy 
::: C、p.)と等緬C窃3とされて(，1a 0 し。、し、;今等価 '1自立十 1" !Jγを宮1む上t.f史的商護産
の渚殺lこフしIt ~く調べ 5 ~し7. ~l Jモのの、十 f リヤフリー状態(特に、数百日以下の宇

京嗣i'}守吉、 /0-1 '" 10-
13
門経度の峰Ar薄3着衣1:.lて Lグ得5札窓しq定雄 jぢ'の R.P.グ之ク

ロ建庄でのc.P. 1:.同等であ JtJ' IJ月号碓ιlま雄認され'z.L.l ~ Ll 0 .J坂乞 lま、量生?1)'の;1チj
イドへのR.P.のタj!脅在孝之Zあy、これに吃Eづ之、極点字薄規定Z喝の R.P.グ c.P.I!J兎4どな

利用乙rJ..， 1寺3泊、ま謡音色す3亭主治研究の目的L しだ。本更駿で{ま、 5'7eo~ 10-3 N /0-1 M 
経度ゅ;車!t とし乙 R. P.主 n~l 、問表作 C の高;震度試科く'v /0-チ門〉の C.P. ~結果 ι 以下ヲ
点に'7LI乞比較した。 Coω アンミン錆体及ゲ面下酸イ汗シ:農度主変化Sでたら(:n:)渚

東 'Z"の のギ放軍1:fL6Y"， ②拡散電光〔荻射能)足叡(工d..'"λrJ../>>，，，2/3. t '/6. C、Ad.. =' o..d../ "，.，lqY6 C<>: e 
工rJ..= Ad..=ω7・凡 ρ弘 氏ι1I例i什;I1g ro.dlOo.出Vi十1)(，ι 比放射能， θ:JK銀禰集時間)@秒針係数d，_。
更駿 く業{f> R. P. t 11.-I草)¥0イレヅワス刀、?ス裂で:面下水銀回収相に I'j:特級岡温化炭
素を周Llt三。試料若草主lま0，1M No.αを宮'{>)孝夫・ゲルを周υτ温橋部ι隔離し、管制jJ且メ
)[..電極丞 ~P-fU電極L l '[凋Llた o jJ;.O- ヲログ''77 (;j:、折本間一 102主用 LI、J(.P.のJl;.Oずン
シ干ルtr加!こ幸これを周 1)1:..， く試料;宥殺の調製>-1ンミン来一芳存穫を u(NHa)/i' 
にそ 3え3だのに、G>Ck;1f雑草花1;1:.5''7(0芳承!こ、 2M NHφa 2SflI12.、6.25f'1 'J 'J t.ニア水
15 mOJ.、 o、{~ 1M!ホウ酸ナトリヴ/.J， 重加え L 100 Oc Jf( ;.rt (..，約30.Jj閣加裂し、主量 IOm&に調

整した。ら(却の濃度lま4x 10斗 M、円。は約31"(;./....9.L' ~ J 0 一昨酸系-Nt 0) 5，肢が"0‘1 /111 
乙な 3ようにi昼I革案酸ナトリワム ι酢酸ナト Yクム色1)0んZ調梨し'E.)宮悲の pHぱpHメー
タによ 7 7..:則虚し、解離 l7.LlJ酢殿イズンの震度を弾:t.L t三。酢酸イズンの企捜度 l手、

o、OO!) M 、O，OSH 、o‘25門、 0.15 M、/、oM Z:"あ~ 0 く今"'~ '/ -C. P. -'r;量に Z直5えポ

ーヲロ ?"iム乏託銀し、イ字国;去によ， L字覚電イ宜、限界電戒を決定し定。-1(.p.一ー電位
τ"の;両下 )K採の回収at閣は&:z. 1511 Z:"あク、回収 l.た;K銀証料(%四I孟化炭素を克をにf，%LI 
t:. r1t.、試馬質管にの平えし重重症 ;~'Jff す~. 1 'z ルグムダι~ lI'l 'f 5'1co Ie!:、 C(A討を 0‘0千付信沓
3 M舗酸3f!;，夜乙的20タ援とク l'z H~ 柑よ y ~組出し、チr j' 世他エデンイトレーて/ヨソ刀ヴシ

タぢ'r繰を計数す 3。
結果 プンミン系、酢酸素にフ 1)'z. 1.与5れだ C.P.ぷぴ R.P.の結果を圏・|広ぴ国'2，に示し

た。侍3此1三巨ポ F ヲロク"/ム I~.右本01ンシャルτ1の吉'ttt僧にあ 3経度の 1;1:".57ぎ庁認
め 5 札、こI/l..によ~ ~-ヲ日グラムの不正雄さグデ想さijt_ Jo :ÍX'‘を lま、限界領域に方 υZ

(t観;~'I 点、の(;J'5 7さタクラ、上限乙 l1-と Y1専3重縁と下降と LL-ιリf与3重線のえZ事客
引さ、 1;同 i 什 ì Y1~ ro.dio凪出Vityの値 lL Z中在持た也1::.。このた必半;員電佐lニを 5，m.γ経度り

すずきすすむ.J; ')げし S乙しあ芝・しおかわよしのぶ・やまな l主じわ
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中主持作ゼ d~ι し拝。アシミン

柔Z:'Iま、 c。(NHa)f4CoωH3)f十→ C，(H~) の矛 2;，皮 ιR.~- '1ロゲヲか l正、島にフ υ乞
Id: 10 刷Vの蛇囲内 z:' よくー悲しだ f 、Ad.に 7~) 'l lct 、 c、Rの工はの的N0./0と，1，;! ~\ ?た。更に
孔lic‘Rのo.srに7干し Z、R.P.では o、千5ι ずれrあリ選免3皮ヲ :f[S 1二Y万に差異Ij"bfLめs
1It，.~。 酢酸系CのE弘lニ7 1.，11.の絹fを困・3I~ 示しを。酢酸イ;jンの;悲加によ â fj昆4ケ
7トlまc.f.と巳 f<:" 4f弟lニ震く r女 l1. t..l ~ 0 Acl..1ま、 C‘Rの工孔の %ω{OO'/0を示 L1..♂ Y、
アンミン糸によと L'Z.置く/致 l?し¥a， 1ι ‘ JIこ 71A 1. t 宣く J 致 lZ <Ð!J 、酢酸~ 'C' 

lますペ‘ Z勿面。、.5 R.P. .tt C.P.ヲイ七病 ι tJ. J1専~ t緒繍τ;・ま 3。また酢酸&(OAC: "" 0.5 M ) 
にフ l¥ 7. Iま、 5?[O1)護度乏変化f也、得 5此たl;<I1i什i咋同diOo.けiViげ り5'1[0謀反!こ?すす 3変

化色調パ信 ζ こ3、芹、、官、乏遁 3重縁関係t!f写5札、 o..<L0ζCι の関係グ滅、 !J1:J$を示し

た。

以.tOJ要駿ょ y、極帯薄;農度 CのR・P.Iま

li刷i什1t1~ ro.d iOo，c.ti vity 反ぴ重た茨の形#等に 7
L ¥ 1. Iま，主主 ltJ. 1..1 !島、老あ J1j刷、 こI/t， j ヲ変動

lこあまy野響さ止しだ.Ll t-;良電1Jf.に 7Ll Z Iま
C. p. t長く，致し、 Cのよう 1J.案件での1(.p. 

かc.l".利七周よ1$.') 1早3と結繍["ぎた。また
、キャリヤフリ F アクナノイドへの応 Rのよ歯

周七、 t;Jえ電f立の芳)\i lご関す~ r~ v IJ:‘問題
方"なしl[結論cきた。
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1 C11 門ryD2イ寸ミ 1)ポアフィJL勾一主碍l相したヲミだ水中の微量
214Pbヒ之I4-sしの定量去の閉キモ

(新規丈王室)0橋本官夫 j在諜恭芸 タト不不主え

1、近年夫だ7!く中の222Rn令量のう則廃が、殺イ本三ニテし一三ヨ〉去之、、し la、し!晶子芯われて
いるが、 ZZ2P.円以下町喰諸核稽についての定量Id:.強寿命段穐であ/)1f.:i豊介韓渇I)A:t-tする
ためか拍人ピ什1d.われていな1¥. しかしらがらこれら域樟閣の枚府守Lノ街の関イ号、E詞ぺるこ

と16".極微量元素の申1JJ王理化挙向学言力左知るEc¥t)に有用であるのみならず、水女学内E柿ヒI雲
間な情報ボイ専られた1)、場造枚射能への予ミポ放射性本主権の寄与の事j怠に力¥保健制哩h鳴毘

点がらも大変興味忘る皐柄ヒ思われる。科、々のE骨時皇でId従来ょっ夫ポ官房n生不安稽の放射
平f町村憲主鉱物予うそ、原~くにつ 1 )て詞ぺ否ため、倫明d枚射停の平安出う去の積善↑千枚射平衡左
tしすため lこ止与主聖司されつつある ctFi.跳原芸の挙動左研i長報告しできマ 1)言:d放射体
の場在、パ¥、ノケグう l勺ユド芝是視で3る疋め，0，0校野守A本l二比してごく徴唱な屯のきず事1)走
で三る利点、立有して 1¥るが、接語同走のためのふヌハ守 7 トlし現I)jをのRめlニId.. Cホ糠掃の作

製に恥こ困難が、づ~~ヒヲて 1 )で広量g:çft-常打ててい.~ rJ力、コた‘モニで、科々 IJ"臨母なd放射
体の4甫集ヒ弘スぺフト jし菊1)定線操作製を同時に行な之札lゴ迫都会で、忘ると場え、 o~着能の

強1)ド1引 02~ミ 1) オ♂ア ヌjJL，'9ー lコイ寸着させたものを得用し'‘うミポ水のろ過左行なコてみ
たところ大老長¥¥収幸之、、夫拭枚射1官接種の干甫集前宵徒で、広/).補鼻づィ lし9-'E_そのまま
ふス々つト lし規1)走用様帯、としてど持l弔で3るこヒがわかコたのて¥泊。pb之トし一寸ーとしつT

使用し、ヰPOのdピ一つおよびその誠意差以態E観察することによっ 21ヰTb_214-BLの平衡

問得，t与口ることがでこ予たのでi、A下に平時告した日。

2. ミ/)i↑マアフィ lしター (0、のト人問)t直借5酬の円型にt刀1)出し、まプ3M門Y¥CLに脅

した僚、口輸に lさざんす余ゅの港~tl除去する.ーコ\\("ろ N N o..oH~容王者に喝し.同様に:Ji1
刻々 トE口組で除1¥i=もの E空気中に保存寸ると、黒褐色め M明。ェポフイ)し今一是函にl主対

寸る、これ左大型めろi品用禁置にとっちl丁、 100"-'200阿見付荷量凌て、、試料水 I~ t~阿|ろ

過可る。ろ:，Æ)柊3~金金 1) ポアフィ)し今一乏未?トネ果弓〉アで乾燥角、真空箱にマ内ニトし、
';3~表置11章啓型以楳平安お用末書出器ー戒畠の杵龍之岡 1 ¥之はヌぐっト lしめう良J¥走乏行Q_.，た。天

然水同弄水)にづけての予備臭、犠打¥ら2l4-po的手十のdスぺつト JL前観察ミ札、力りその明義
司式港、 η\九辺斗凡内日良造刀T毒之ら札たので、 p~着キをポめる巳.:i:t) 1::: 2IO凡ト L 一寸 - EA受用する
乙ヒにし 1乙刻。Pbトし一寸 -A乍裂のために弘一 D，E ，Fï1Tl 7毘入した予告宥乏塩酸:;t~ にかえ、

D。ω"'.xIx~ い 00 ~200 附<"5 仏)の力ラム!ごラ主入したあと ZNH(Q会靖之唱。P6 t.単離した.
210si_'J:)よぴ、21OpOηて存在しなt\こヒを崎善顧庭用のG-M計数ぶょ \}2:V\β(~)C~I\走器で確認;し

た角、 21。円つ内示'~T桔T者支キ'b::î!るために、ラ荷A本三〉子し一手ヨニヲ容強|二一定量落解.:ttt 、 7

口布製市内ユ 9ーて‘計数し外時三去lこょっ末、ふた。卑晴、内科手ヰくへのi畠|南町襟 lご1;;):‘時水f受

ー走量。 210Pb ト L 一 η r容予荷主事m し‘令この長詳の払ヒ D~ 弓l ろJ}Ð_した。 210p6 白身 IJ唱。枚
杓本なので、 210 P6~司。ß~~到。PO 過蒋での 210 PD 向性長 ~i寺つ E弘吉守日間社雷伶再ぱ間千万
Jし円-t、P@号lろi直直4をと同一余件でひスぐっト lし有1)走し、言下専lこよ/)J7D，着ZJOPbt疋仇、

l苫しもヒ てフ~> ごとよ3 きょうこ〉 モヒlゴやし たけし
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巨|ヨ着収奪E得た。

M柄。2イキ巻フィ lし9一品くタトl二、ミ 1)ITfYフィ !し句「そのままと η¥
1) i下、。下司lしターへ抗日民看もま前十Eボ、阿明0"付町もαボ‘一昔話収寺下長¥¥ことがわ?ったョ

阿川02 付コィ lし町一へ仇 P~着不安撞主語いるた杭 U 系研\t 合主、も《としてピ、り二千づルニドー希有Th
奇引として 23eU (喰殺撞を会む1悉宥0)5"--10川左主官木ltに来170し‘上.:lE0) -1布f~iを
して f与医ぴスハfつトlしイ911E図 1，2に示す。国ズハぞうト iしと11王
もほぼ良時[Jヌ々つト lし柿畔左希し ('"J三、/)、これら q結呆I~

ηトら‘ 門明02フィ lし9ー へIJTf" R，入， PIっ， B~ ， Po t1~'ロ自善之ア帆 I~
ることがわかる。一芳夫貯水併戸太〉打、ら侮られたdヌイ|子

ウト IL¥..図 3")にIJ..2件九0'10( c"_つめ外力Y様車二7帆るだけ

てい広ノ)、こ《コ|く中lこJci椅出可能7J:寸払，1<0.， POが自在して 1¥ 

ほ1¥ニとがhかる。 Z比九ピ一つめ科義打¥ら唱著で仏た根本量

としてZ叫P6i: 214si.打明えられ定的て¥こ 0) t:"一つめ時間変

化左脚「するこヒによ1)2件FもとZ吋川崎善の1恥平倫明
主守口3ことにしで。 2斗Bι/21斗凡枚柄常比TiマIJ子よぱ O‘30)

とご?の Z叫F込町主文痢有E炉原衰百三長間程左図4に示す。うそポ;>k

から 1;;感伴婿号1J' 2件凡社駅青~~A与るの外7J:めず.ぶ\4凡のピー

ク町培う守値引寄与問したう同て縮会下71'<::良¥)0)で¥崎着偉l旨"-30

冷はうt.3切h'A.'i食3時間()r)の穏η行〉ト教の比をと/)、
こめtヒ力、ら電車磯，'9._fl曜によノ):Z14BLP~体Pb祇相模比E正曜に

末、めること力向，.~ 1で。セ5の禾き呆味水直f告lこJ:)、¥)て広こめヒに

1d"0、32日4sL，町不是E示し、味水体4日間枚量すると lま

|まです丈射平↑斬併記態でM川 02.フィ jし?ーに陥着して¥1た.ま

た.zloPbトし一寸-t問¥)てのFもめ問明02フィ lしターへの

晴着率i;;r'ij"'-'IOメであっ、こめイ直互開¥¥て計草した。:ZJ4-凡

的特予水中め令量I:J三20dp¥γ立を与え、柄上 場、内qフr
去による L-4._J' 
=Rvi量芳、

値比Odpvちる

と土ヒ較して

下半端rbO)l.r 
不足ヒ¥¥ろli
結果力将号ら 1<(

れた。
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1C12 詰釘オf7D・Artemisiae1ら/以前εイ約千イネとする仰のロ緒

(破屋町) 0河村正一竹下芽更一定克己味田員夫

1 一服l二日段創本を使用 iてyKL客寂中の 1<1左口良吾補委する場合，目的の RI t~" ， t企 L客
離ゼi落虫苛る万;!ii'ftわれている。この方法制釈~て‘はあるが，士急右。ニよって r:t産品の際
目的以外の1<1れ良看14与がi::JL:宮也可るな乙、の尽き、が、ある uiJ事芯ら lまArtemisiαE千of，-u.m
(支事)が北常1二燃え易いこと1二注白l丈過当fょ試案H才佃主t!.:R 1がロ侵看て1点ti)短前
閣に照化で乏るこヒか6，R 1ロ長tJの還まt.J前拠理広と Lて庄市て王ると活えて棺討しfこ
。昨与の主主街化i号討議名ぜrt支委t二Dicyc/oh町ljP..-/<;5 -cr-own-6左ItrfJOL t::ものが，RI
のcfz壱{ネと Lて{安南町可能"生があることε示し亡。
今日，;t;tf，二 HDEHP/ T/ OAあ‘よぴTOPOはどが寸/JO土t!I.ニロ磁俸制減L/二
rItウのo段壱ィ本左l司けて誘導古賀射性格稚・校有張主核開tご展1する RFep6乞OF65Zr1t13qCS 
f44Ce， Sr t.Jど¥こす才可る。段着特性ε調べf二。
2 
Art，εmisiαe fOPium nti主)の精製 支案 1すに7セトン'2MHCιの等容来会
T可去らOm立の割J宕に加え室温ぜ一夜放置し/iF遭/水~i/雇腕Lt.こ。
HDEHP，アJoA主「こl土丁OPOイ寸加・支葉の語躍 HDEHP， TIOAまfこはTOPO
在ト lし工ン Jまf二ItキLレンi二L容解Lrこi定政と精製華社豪Ltこ支委を口-9'1)工パポレ-5'
に入rfCi威圧下fO口i昆回転Li杭是正芽、官隙去しに。再び、L室哲草を加えi司椋fよ加i昆r減正管去
の持作をく 1)U乏しに。

更すけのお，ft繰教の事1定広 RI正告もL容i校20rnQ (二上記の HDEHP，TIOAまfこ
l-i TOPO付回・文案 0.1と喜左加え一定時嗣み，)まぜ-r:， i窓寂10YII立の方湖ft11?_ε井P
型予〉テレ-ιヨン計教;笈置で剥定LJ通常の方1，左之、.計寧L居。、'tのづ号待ライ条救εイ守止。
3 
HDEHP， TIOAぁ‘よび:'TOPO付加支蒙の銅製の核討結呆
HDEHP， TIOAあ‘主びTOPOt.よピ、の討委き，ト tし工ンまと l;tキシしンにそポイバ1i容

解 Lf:iZ夜 l こ支嘗ε加えて高l記の詞翠 ì~1二従って r こ点らの話考告が文普 12fr1Joi、主るがど
うかg~ぺ fこ。その耗穿，同日早て、みるか主、 1}こ似のの話季1まうまくイ寸加で乏ているιうであ
った。これらの試葬t土支妾iこn可る添加警が少l¥と乏にl土，長時Lt::if犬能ぜri:付加L泣い
交委ヒ一晃区別がつかtJ:l1がf 話警の付tJa望企f富可ヒ二時1こ支撃の表面がi制 fこようrJ，木
第ピt.t，) ，付加 t てけはい文安ど，.;):"往く要はる，闘犬 ε~Lrこ。
振ιフ能組の持計
前五乙の3特績の試薬付加・-y:_委ま{司けてパッチL玄て、の採とう師同を衰えて奥か{十の布号
待教の素化ε語i べ f之，ての先E号~，振とう折閣の遭い{二』二って年寄ライ先教が要なるようは傾向
ε示LI::がI-/leC_ / I時間振cにう Ltことをの更か1十のfJAp，説教をそA1.-t'1f(詞べ引の喰着
ItiJ向ε語iべ亡 。

ずれも bしようけち .tこItL tこひろL• くる↑こをすつみ・しIt、「こ土 fゴ乏
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実験者ィキの設定
付加l二l司、)t二議，:1:()ず削減拘加えて仰されてU る線てあJJ ia脚色L主ごの
安藤案件Ii"腐れ机てける sこポbの報誌主成fこ寄ィキε伺けて安犠e!:f1っと。寸fよれち J
HDEHPて、iま0./，I t1晶画担れ t よび局面~/ TfOA， TOPOゼiま2;4門毒菌量εiZi設
とLてi司りて安嬢d:fft.ょっt::..0 なあ・，担{キ刊口えなけてffつに安藤耗莞A:!.('に示す a
HDEHP・4オP口支乗のみが1十の括和i与叡

HN03 HCι 
....................ρJt1.........l吐一一一 ...Q，J.t1.....一一 1.11.. 
「モ 2.1><町民 5><102. 4.2x{o;/.. 2.1)(10 
60仁o ~ q 3 2 
6タZn 5 へo 10 ~O 

附 Ce /.7'1.10"" (取 10 1.8ズ{仔 3
131仁会 ~O ~O ~O -0 

雪5Sr 6 6 5 5 

TJOA付加・支妻のみれナの身柄禿数

左の表1二示efょう1二， 8向車 F塩酸鼠取ヒ主
i二宮守Fε がJ.::<~鴎主11l，つけて 1件Qが
E良君主pf1_t= Q ι。C026EZr12PSYIIlま
と人ど喰喬!:?れずI 1 ;，1] C 5 /;):をく喰毛主
TI1 ttfJ'っrzQ 
E可Fε ゼlま，日当醗LZ吸が彊厳i定dえよ，)主布帯
魚教が喜博つf二。主 fニ1軍拡動震が{色¥J寵寂

ての手7布1:柔教が書、ぃ酸議患のI易名主IJ -L忌
llAtI員向ffみらH1.r:: 0 

.. ..:;? f1.. ..•. .....…一...4比一一一一 左のをiま，え吋ぁ、主び4H盛臨海{~王者主じ
討Fε 3.らX{o:L 1 .1刈03 うしfことをの嬰台、Itのあ移{売数ずある。
ι。仁o 雪 2.oxlo この品名2STFeIι三乙ηはずは'Ji"，民意主れ
ιSzη 2.0刈03 2.1>くJd ι。仁oの吸着l;tわギかでかつf::..~ 
I14Ce へo 3 まと， 144CEF 134Cgy psrは金吾され
!3'7Cs -0 ~O ながってこ。

官S5γ ιo ~O ~iJ~1二， L鍬鮫の在Il J i落取のちが喜1¥I句研柔教在示しfこ。

TOPO付加，支乗のみかItのfj号待教
...2門ー一一一一一ー 4./'1‘ 

5守Fe g .S'X 102. 4.ら刈03
bC>仁o 守 3
己主Zn 之.可 X 103 f. qメ103

14今仁ぞ へo /.5><10 
1'31CS へo "-0 
百ESr h O へ O

左の表tま12Mjj，ょが‘4付塩酸伝説更て振と
うしfこと主の侵ずItd)-7うぞP信教である。
宝<fFe I 6S'2nはかな，)喰巷zれた。
tA主磁じさ広正喜1く可ちと，の布{条散1主晶ιtよ
る主うはイ噴匂bfJ-トカtf{4M t島亘鼠i怒;殺でほ
え刊温鰻i窓~&J" J)SfFeののわイ終支はる干喜1
く， 14斗Ceい良品する主うtこはっ(2.. 

これわの発;;f?1主I 1稿基地也、花、.. d事ら以 f二銭号患の{組向ヒl王lii司t、て、あ，)/丈柔 tヅ1.由出ワ口
ミトゲ1 7.ィーのを持ィキ!と L て{守的てをる可能性がめること ε~L ている。
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1 C1 3 i~射性試薬モ')プデン酸了ン毛ニウム[明。]によるヒ素伎を

(域面犬・兼) 札ム芳日月 o長肉冬子

(目的)
分析目的成分Ab\~'rJ射性試乗B'*!::及たし 1 AB*な七化合物を生戒ししかもこのNoが
多量L二特立す七ゲより拾離でき七ならば.AB*の放射能を損11定すると tlこよヲてAlまえ量
古f可能であ七。
ヒ酸は毛リ7"rン磁温k及たしてヘチロポリ酸を生訴すると上はよく知られておlト ト
レJ 寸戸生のヒ素の椴弘北議ゑl二よるえ量l二利用されTいる。ごの良署長いおいては]L緬の
ヒ宗左省んfミ悉決l二4QMoで標識しf二モリ7γン面積了ン毛ニウムを加土てヒ素・毛リ 7γ
ン磁をつく f)‘これをγl-7"!J)--)レと酢酸エ十lレの提企悲媒で抽去し.故射能を議I!えし
て仁素を是聖するすまを検討し1に
(長猿〕
I01.，(NH4)6刊門。マO訴の反:辱量 藩戒中のヒ7震をへす口;tて'l鍛ヒして抽dえするのに
I't，‘O@-r，t 10 % (NH4)6 'l q ド10マO訴の最d、量t~づし、で検討しf二。試料としてはマ" Asで根抵しf二
]J.A面の仁素をん|得合む発戎左l現い.10ス(NH4)ι門0'10持落戎を量互いういろ上支えて
加え.n-7"Qj--)レヒ酢醗工干lレ(1 : 1 )の見~%落縁1<よリ拍虫し‘ 7'A;，の古文射能を乗I比
して柚dえされf二ヒ素の喜恰をもとめに Fì舟.1t~良駿結呆を示す。
プラン7の樹4 ヒ朱・毛リアデシ磁を拍虫/it離する場令、 l司時lこ寸附放射性試薬
も抽去さ札アラン7/u[Lなるが‘この岨lJ:rざるf-:け少な〈することが望ましい.そこで
ヒ素・モリ i=r・ン磁を触し愉悦技場仁除去すいほ働にう脱としては.
1.8 N HN03， O.4N HN03， O.4-N HCL， 1 ブ~S Yl CL2 の O.4N HCしなどを用
し¥zb争は抽虫戎左同量の北戒k掠ヒうして(2回)行なヲ化。実験結果をTabLe1に
示す.
検量線の作成 以上の史験結呆よl)〉たのようなわまで模量線を作成しi三.
1.8N HN03 ワ.2mL， じ素標準嘉戒 ~O ，.，_.守00μし， 10"/. (NH4)6朝刊。守O叫 jX!戎
O.3mしを命戎ロートl二入札振とうするo n-プタ)-)しk詐鍛エ子lしの定金為味で2回
抽虫し、雨量の 1% Sr1C.L2の0.4NHCし て'2 回北う.抽t.~設はメスフラスコに入札
不足介を1三して正確に 201"しとし任。社の内.3mlをピペ、γトでと1)放射能を剰え寸
る。
J.-A上の他 QqM。の比放射能を増加さt七場企のφ祈感走Lごついて、まf:.P，&e， .si.， 
Fe， Cu， c.r 等 Ó\"存在しk場合の妨害 t，ついても稜討しr~o
ま1三この東厳1::用い1三試薬lまいず札も帝販の高1純友のもので.水は妻、留水をさらl二厄英
製の非効ιぅ£菜、留経で葉、留し1ミものである.10.;' (NH4)/QMoヮ024落求は.品純友の
門。 03 を TRI&A-n 聖~À季、子けで‘中性子束 2X 10 12 牝Icm2 •sec.で5時間照射し↑三もの[，
25" % NH40 Hを加えて湯治土(巾700C)で盆めてヒo'し1.ドで発釈して調製しに。

まる )Þ~よしあき・なが冶b'X?ずこ
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(結果)
以上の曳駿結果より、 10% (N H4)6 ~qMo可 OZ4 ~~ト戒は O.3mL /必辱であ()‘まt抽虫戒
の3¥tぅ争は 110SnCL2のO.牛NHCし婚飛で2回北ヲ 1ミ場合折、よい結果(...ヘチ口ポ1)磁
を蓬えし令い場企はかなり7"うン7値制高し、こヒがわかっ 1三.
Fia.2からも銅らかなように技量線l1言い直線慌を示し.この方法かトし r 寸r量の仁

案の定量(ご並伺で'~ゐこ ιがわか勺 1三。ま 1ミニの方法lJ仁柔のえ量の最も J般的な方ぅ去で
あゐP良光光東或よ 1)感長が議]え、 しかも放射jじ命析支えよ 1)迅速で.賛同も少なえてすむ。
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WClshing soLution 8lank αι:tivity (.1.) 

1.8N HN03 13.34 

O.4N HN03 13.30 

O.4N HCL 14.44 

170SnCLz.O.4NHCし 1 . 4-1 

To.bLe 1 BLo.nk radiorea8ent 
αctivity extracted in orgal1Ic 
soLvent. 
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1C14 ー者?I仁中の放射性ヨウ，f:0都港31J伊不可-;;}"の改良

(民3夜九i字イヒ/芋ゑ) 対副長主 コ関李tt 加藤丈子
殺苛勝手

且21 A君子汐危教訓告場企 I=-放弘され 3放射性ヨウ系 1，1:1:.革宅ぱ形態で主霊魂中 I~ 存砕し、語
圏‘ 7k@l‘詮国 &~tøf震 L ている。ぞ崎放射能 9 壊主主 0/ 0、宇笠幼体ベ巧移行 L~ ぇ 3 際、 {ζ ‘
古文寄付主ヨウゑ伺物実里イヒ1守的背11態 I~ よフて"る称。乏示すよと~)fft;祝す 3 こと(;1: .. (~ぶぃ。
従来まで I=-;;庫主されれ放射性ヨウ系列松村法IJぞη企放射能を剤定ずるる φ('.<1ろヲたが¥

的態別/オFfEま l こ yωτ 司研究はほとんど仔<hれt いない。見 I~ 当河克室(:. (J:、 1*(は6・)ー
られU4) 胡の l副主体丈挟反応を利用す 3 海水中ぅ放射性ヨウ素早形態 g'l 紛;þj或~)き芽、
(たが、よリ迫iまかフ簡便がI!J'祈法tす3ょ)1こ改長主加えた。まず、 σ手今少将;d， 1とお、
い之、え量今?毎水E少祈ずる場企l二日、ω盛dヒ炭素中勾ヨウ五時 J久平自ヘ司落広〆れri'l八グく

拡き要量失世であっr::IJ¥"、これを調機、落球b..L-z 回盛dι炭柔 ι ト lレ工ン~ ， : 1 ;9:lfJ場胡'::.e用
いるごといよリ E丈長ずることを鵜守 Lrこ。ま作ぐ巧方諸 Zいはイ史l司す 3ヨウ4ヒ汐ソヲム司水

落成£、よぴ単停ヨウゑ勾有機=広妹、多衣主調製す 3M'~、 l こ、ぞ札ぞ、れ今重量( WlノW2.)を精
井手す 3尚、宇口ずあり、その静し2手品等1:::よ)2誤差今入るおそれ世ぐれ、 )T::: /)Y ，これを併王脅
す~ B-え長z去を汚怪し作。
要量失と結果

1 本3去の布託手海jくIt主制鴻三十lこ邑リ、局厳(f付 e4また{3:1 Iζ調整し t:のラ‘
ヨウ化カリウム ~t来 ( 0‘2..'7噌/初j_) 2.0'!l1L ~ IJD之、単体ヨウlの調機事謀本来(1匂
1/巾 Il) 2...0ウnLa 1)D之て 3!n'間撮リまぜる。これ{ミよリ、 It--(a~.) -12 ( 0ヴ・)閉め l丙
{主体交挟反応、(it基礎?がド交換平衡 I~ ミ主す 3 0 府機:相 q放射能(A.2) ~剤克 t 札 l<f哉、府中
内放射性ヨ伊奈内放身rllS( Ax..) lit実売ドより点めウれる。
A ー I~ 十 f).U立 .A 之 r'̂'" I W2 ーそれぞれ車'fJz. T;: K 1， 12坦体司
χ
- ¥ VV2. ' . } Y I ¥ 2 I ョク患の室量

町、ーー一泊機粗!こお'1~ h珪停の
9言存宇(%) 

pH4でl:.3.!f"l操作吉行え叫ん{よ I←勾み1~対応し、 pH 1 (、'iJと{ピ r*-十l格0，3-(と
対応、す 3放射能ポオミめ今れる o 125"1色トレーサーと lZ， 1*"-J r*"D~- 放身持む箇収キ主
しらバ代、死存率'('1測定ld、上起の 3J庁胡撮リ主ぜA前後の有機相 lこYいZ‘1.i';t光j主
計ず soo九'11t..{こ広Ir~吸え/震を刻定するとと!こよ 7 求め T::. 0 ‘ 
之 3患媒として即ち長代炭素ート 1しエン(1 : 1 )乏前ぃ aオ法巧被釘 ヨウ京t7J;$;味kし
ては与量挙ω古島崎柔 E湖、、 υぐ、 !ι 以υ 海)1丈e.)/.)'.1:行ねな事dト!こ {t?閣!こ糾 qaョウ
京3量E梧視Z"Jず¥医長化炭京相司ヨウ系ぅ角、存キ力J付夕0うもで砂材府!度き低下ずせる

こと Pどれかァ任。ぞれむ卜 lレエ、/'t同ぃ 3ことを被釘Ltミ/).;:' 卜lレ工〉弓場企lよ丹、丹ギ/7"

約子。?もと蒐しぺ向上 Lt~ 0 L台、 L、ト1レエン (it上層!こ芯るため、操作上々 ぷ々授が‘あき。

い I)r~'、 tJ fJごお・せきりき・昔、ヒラふみこ・モめいかヲ二
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攻{::[Ql1j品化炭素 J ト lレエシ今来~喜味を成tr L t~ 。 トIv工ユ乃若走合比b'"λ♂いほど、持、存キ

l主向上 1~ 17'.、ト lレエシの定企比五 1:1 Jえと i二増すと、有機相勾ーまPI卓上層 lニ行♂、 i忠夫
Þ\~ 3粗ヒな 3のと村ましくがい。こ乃結果 r:l1rti1仁実京ιトルエン弓道企叱rJf : 1 T，)tl1 
であると ιがわがフ「亡。との場企、常、舟苧I.j:pH 1 (:' 7J，δ?。ノ pH斗z"74.げ μとなえ
まl 角、存苧巧測定l主再予見作がよい:7)(."ー/更刻定l'(お!tlif. I;u祈qJp.度剃産するゆ宇
l立荘い。

iJT JC斗 ~Lトいι二Lμ斗む山:子子:江;l:;j:j:::; i 
lド:…斗汁fア子0:主斗山Lヰ十
」:立竺出|一_1J一L工t 1旦ι0_也空1包巳企ι立主日」土刀~TJ_山7山守J_~十 8は土Ì.. 1.4り」
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1C15 危量子方え射イじ生物言有利中の}J)~ううムの
不足当量阿佐体希釈b祈
〈束尚久珪)。蕩沢正幸.鈴本律事

し緒言

名聖子放射4じt1:釘粁 I~ 不足当量同A主持希釈法の居、濯を亀朔!て企Jるの定壱を行なえは;

凶鞍帯、1名、よ次化学か能の吹字情、iは'''L'写なく，ブラヴクスの変動千目的応義以外からの
~1]7史的核反t\7 l~ よる I~ 的枝維の.ï.Ä‘ 1;1定壱の妨寺ヒなら寸:放射能測定の今で ;\t頼性の~

いえすイ}重が将られるなど利点がめい。そごて可、加えて・は，ヴルシヴムのー都ヒ反応する萱

Fフキレート訊‘署長the".yltγitl叫 )'"o/tcetol1e.( T T A) T‘よ弘、過剰のす少‘ヴト形式声wz..子であ忍寸γ，'-
Tu.tyl p'h 0 ~rh ，，;t.e ( TB 1つまたはすげoLty1 pho宮内{n色 oxlde(To />りを小、て刀 JL..5-りムの不日を悲

時捗也ゑの姶討を4'11.よ?ι さらにノ本法を也苦手ね釘イ!こ，lt:生物言有利1:塩用Lt:結果，
持j芝、五五宜主の島ぃ支号結果州専られ(:ので報4をする.

ム季五~機ず
1f7Ca..トし戸サーを用LIτ，ー定号の力 I/..-;:I)片 iI"，具現はまく J千足多壱キ¥btb，ざれる創竹検
討 lた.基波検討操枠はJ丈の 1-$...1て行なフた .*"Ca. 1、Lーワ-j;・よ併続移j来(0.1門酢酸ーすン

毛 3す議事悲ま t:11仇IHふり酸-Nll.OH嘉手民)を金む力}しシ '71..>..れ悲歌10叫'l::ii-正当をの了TA
;t'J: 1F~利 Î13 f':p'る ""'1111主制 TOI'つをやむ材者全:HJIO 刊を拡じう管内で掠‘)濯で‘ 1三伶有機、

摘のー定量ば同1)を乙リ Na.l(TI)井戸笠予ン今レー予ヲシカヴユターで制定t(:. 0 

立)TT丘=--T51"二よ日恒三三互主皇室益企
ガルラ η 1..>..~草鬼 3 l( /0-.1門， TTA魂Ji3 ')()Oすパ古よ 1入、 TsT法定(3， 1 ，~ 1. Lf ) l( 10→1"¥ t I tτ場イミ

rHマ̂'10で・定量的な不足当号抄広が桁々える a また， pH'6-.d-で・ 10砂からr時間の才辰巳うて・は
陪虫垂にすt. ~ul:! みられなかヲた。方)1.. ;;，ウムm持昔?なをえたビきの妙次空をねを鋼べ・た結
果乞凪 11:: '3'、す.この回iJ'i; TTA/CQの反応凶を括定するピ 1.78どなっ，控書命的な瓦た比j

2ρ ヒ~くー署長 i 長。 O. 苫/...すから ι 1J 6 "'3- までカ iレ予りム壱きをλじ主て r~ 8持の l)¥_審5徒歩、ら不

足当号砂忠を行なヮた結果，砂dえ苦の砕現世は 0.8'1メ )CSDd寄れて μ 石ご己がわせ、クた。

tヰ)γiA-TOPO二之主旦主主土と 1:J' Z互」乙皇室盈孟
との手、 1.;1:.(1)の全に叫べ・&砂伝記教が相対的に犬きいため，突易会的Jて1:1TOfO 2 X/O-え作文ム

て" TTA?家庭;ょ μァカルラ‘ヲムテ叢定を (1)の券、の llIoに lて番不芝ぎ号砂広のえ地位ボ維持
tれる(I温 2)。力 Il..-シ勺ム

担ld"萱を O.o'f ""3-"、ら玖守吋
まて幅安イじさでた 1-?の討鞍

海索。、与のヨλ10-4M T TA-

2、ox IO-2.t-'l TO/'o-み勾 12へfワ

ンi:よる不足当室中台生:， -ç'~え

え規性11.).1:之ゾ・ l¥.STて3 フ

た。また， )司援の訊、l~7ま友

'f 

正，-.
;;-3ト l
何、 1 1 
.0 I 9 

'-1トl
>-.. 11 +・ 11

圭 ItI
u 
宅〈

TTA 2.97メ10-
3
門

TBP 3.67 " 10-
/
門

pH a.6 

1~3 'f S6 

C~ /川$

図1 手足苦手受持昔~01 手，"J-~'~主
( TTA -TBP-CCレトコ

ゆ5・・かまきゅ号・寸寸1の.1;お

-124 

';'3 ，、‘。
z 
l! ~ 
m 。

TTA -rOpo‘ j，.o ~二
ー砂 -.  ， ム・i.3，O(て10・Nl.lfl'tIO 門lミ

0; 1/t7't. t正3M 'l.Jfれ 10-1川町三
一 1-- (，1 

pH g.'I- I -之

Q ~'，.:l 0.1(.. 0.6 0.8 可 1.'f(・〉
。

2 '1- 6 官に。 3
c../開iト '
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1“rH 7 ̂' 1 1，'よ Z叶辰巳う時間 lよかからよ吟問の附て守防虫警はー定γ1;7 長。

(1 )i，、よ1J..'似の結果昔、らえれぞれの ~iてよる不足当号:}w 追えの長亀ゑ件費マ時らかにな 7 1~. 

L3)前か都支えの栓封

三 ζ ろでカ JL.ラウムの不足当量持主¥Iτ }，' (，¥て失存寸るを念品不マ小ネ5乃ムド材'言 xなる

ため J 文割、新h;';j:fr!:;J;、いてはこれらの村守念品を前昔フて除去する、治参加13る a この前tj、

青主1-::{;t.， 乙ェヴ齢世't:.1ての荒庭付マ長手簡単でかつ初率的でみるこヒがわ汐、ヲf._.

3. 争zt哨Tのか祈
N 1:5 S SR M IS11 Orvf，a"d Lea陀 S ピ Nβ:;:~ R t1 1st t Orst~... TiSs/Leにヴいてか相|た。

試料か新車ゑイ手 OrJ，arol Lli).VeSのみ祈!:t以下の様{-;:行な?1し乾操討、軒 O，!;"~Íl:乾 ~'Ji:.;'とし

竜子ヲイナ吋ヴ iこよるヨol1e V判制持射紘を約10 時間1去に!'!~射するこピ 1: よリ訊・粁のた苦手

iiZ射)，t:...~行なフ 1: (If?Co. (d'， IYI)仰c"). !!~.~:問、粁い回受 lτ 如棋景色僻f~，ニ ~l ，ーすに非放射

I[主力 JL.予ヴム 3知9を古口える.両 7ラク 5ヨン笑 1:， ク工ニ菌室存存下でガ lレ三ヴムを:::'--;2..う

酸塩r1 1?，究涯をぎぜ (2回〉ノラ虻肢を，硝殿ビ笑 1:jm委B1うz ヴ麟をか併 Ii，.侍んオ1t:f，.白血Z
1~ Il:水に本解 1，経街液〈い門肝齢--j ;;.乏ニ了茂司被)て句 I'Hれにt阿古干しか川0-3門TTA-

'l.Lf-耳/u-1 I、1TBP-C. CI 'fi_各玖10 同|でえれ々れ連続的 l~ 2沼ずつ不足当量砂金を行な.>1<.. JJ 

IL-~〆ウム担/..i>Ms"'}な仰之 7ミ 7 '7 '} =，ヲ〉から侍られた主主射従左a.sι門'才旦A寺を 1111えな 10'7 

ヲワうヲシ昔、ら符ゐれ i:t叉射能な a.~ C-J'同ヒするとノまえ、粁中のか Jレうつ ~-f パメ怜.，_ (:!-

Mx=門s((h!as -!)-I日“ (j)

t・it草される。
Oy，tel" Tissu.eの砂析において lJ，乾域討、折 I}を O..-c，.h(;t... d Lea_ves岬樗冷 E同報iてJi:.1，じ，放射
J.t. j;'よか“同位件{-紋 t行なク 1ミ.折、粁守のす jレう乃ム菅 1f~1ケないわめ背~か備の時多，E 内 j寸

リFフムを抑え， 事ルちりム1::}¥-リりムビ表 iご手 zη 臨場'1': 1 -Z坑足立tマ7三.この所肢を持
政世1:~ぇ M今‘'とtOH-~t~O (/:/) Iてか iレうウムを落解tマハ"')i'7 4.方、らか能( t~ ・よ男監

み予夜t"Qt1桜乾回 1，これを?j(/';;落解 L 綬修7煮 (0、1M杓峻ーμuOJ-f海戒)1，"pH 8-.'> r::矧伶

lt'.6.'JX!O-'l-MTTA-2‘制 /0-2.M TO/，o-汁はヘ干す y恋歌 10同lで不足当菅加ぬま行ふいJ

QJ~、か ι 方ルう匂ム左足音 1 t-: 0 

金生笠丞 O比h/lv-dLeCtve.sピOystεt-7}，s~e 表 l‘生物A卒採手首判中の力 jレう乃久のみ析結果

の砂析結果を表 IIτ 苛、す.i3'v結果ピ普i重
紙不足当雪踏jJ!C 1st， 2...01倒初.) -j.'よかす有 lNo.! Nι2 No.ヨ Me仙川!"e
料事忌致問c)'lo，l ro...仇ヨJで存乱性の良レ、定 lはe<<tk‘ i ム 06 ・人♀.D9~/. 2.0，"，ん 2..ol士0，0'3ヅ。

I _ . . ._ C. RS'D 
量結果if¥得られT:.! t-: I !h.vl， l'-'-J. L匂同5 Z以前‘ 12.{0 .2，0.!>" 2.1>Z NBSι.V. 

に対寸る足音イ重は， N 8S，{ま鉦イ亘乙良三一

玖 l1いる e これらの粧品昔、ふ，党量子

故称ヒ・存え者 7雷同A立持料開iJl:生物ま有

料キの方 Jレ多‘ヲムの足音に市初l-;:利用で

NBS 15可1 O~vh..ぃ，! L白 ve<"

Z‘ O~ 土 0.0 ;1"/。

主るミ之昔。ふされた。
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1 C 1 6 RedoxSubstOidωmetげを用いる微量ア汁モ〉のえ量うえの帥矧虎
(工)SubSLOichiometric. jsぬ pεD.i.Iu.tiOnAnψSiS 
$与もは.b-側'fi8upeト-ég.Uìva_ lenoι ~ef:h吋 ofJsむ，topε D..t.!U t.ìO，九 A?la/;γSìS
壇C)Ra.diometric AJ7u I;'SiS 
〈静久王室〕 神)j、霊前 o寺周:閣江

[緒寺 J:当研耗主においては 面倒じ葦尤不足当量法(ぬ似>ubsL)及υ、れdo><$l.At-
tl?td SIA?e，̂-Esu il/a.々刀C巴法(Redox SSE.) E用レ、ふ用位体キ叙aJ'*今法(工DA)り.2)ξ
検討Lてをた。 RedoxlDA迭を金属すの微窒ァユチモムハ定量に通用し氏仁こう財切結
果E得るニヒ川、支た。一右池田ら 1"3/f、足J当量三えをi畠l到した崩単々 放射ふj持法3)(Sl.J.Td-
M)  を報量し之いる。今回lj(l)J<，φiX Su.bst-IDA_， (I1)J(edox SSE-IPA)(lIf) i<edt>xSabd-f<A 
の込者法による微量了ヱイトモヱ ηえ奮を試今 こbれらの鬼量3去の比扶稔討を侍った.特iこ

アヱヂトモニ(♀佃) (/)酸比還元民たを材事 q;:.ヒ素(ぷイ面〉五ヲモ存芝せた訴;科lてづい 2色
主斗たとこ.3， (ll).1 (J[)のす迭は(1)列者述、ふリモ良品1ユ結果刻、得ら刷るニヒ.)j，¥;/J)}¥ )足。

[失験]: 12弘卜レーサー(温イヒ物J 存ocesseo{ Und )の仰を ω7cHC/中2島丸事存
還丈した俊6#H位港えl亡し之伺いた。不足当萱酸dにの役2 生民寄る SO(V}と木氏た<1)うb侃)
ヒのみ雑j::ll JNHæ~与の f3PJ1A 拍ム少紘法巴聞いた.針款は--'ニナし-~ヨ〉ノフウニタ

-(心工(百九ヰデ型 )ι岡い t行ヲ足。;えi二支特操作の代表測をTd11二永可DYp(IL(Ed、)
(li山lel参照、〕では 1，1seNesのサ2・・) (ll)

.ICillーへ)z..は2nd. SeJ，.j信託史t;-Z Sbのえ量E行フた。
uff.i・も !バ7ta/y三iCa.ε
[ i <; 1. Se N e S J 

1 1 1 1 88ド
え…・ため……X:t!13……[X-t抗=)立]
SbOlr) 1/，・1μ¥71例 d功 olfHaUli] __ーーーー __O~o.6明-f.

L 勺阻止A)(tSb個以ミ狗仇μμ何[A::])...Q仰向・〉

↓HC1Z 

αlsJYHC乙， 5.、a-o;.f(用車検問政議友)
↓ uxp-4〆 /6Cf>07 _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ 0./勿.tずつ
t 0.、OS/'1sPtfA (~CHCJ宜主)ーーーーーー骨司- -..]，剖ε守、コ
~弘 bO .4eι

」一一 i [仙刊の時]

仇:J. As.一一一叫ewzif[αy;:.(吋品内崎]
ら(皿.)

il'
SbCの[1I1J l[ CLX巾 ('X+Y，，=2X-t;1，λ品時]

[ '<?Ld.. Se;但 s ] 

6 e c ~ 民政
J主主

Sb(動計Sb備品、，~J/mJ.f.日 .Ojs，....tJ.Jto;t 
.J. HCι 
o..jJH比企，6.、Oo'刑1(，問先E毒，!alifI在意主3
↓ 之，5x /0-シ1<，0之内__o./ØJ~iずつ
t (J.OJ"HB?ft;!(AncH，的〉ーーさ相.eすフ
Aλ~ 60~・

オ丸一ー叫[似]
'SbC国帝Sb(V)[訓]

長持.1.)立以、 To.bkえで、示す符宅内説喝
5と: づかポfうえ《検討j:::用II五%量， ::J心: 添加し正 sb仰の器保量(乙=/-6?Y;_=-X:t)J.;. ) 

A: 之 LこラぺJ/...した放射能の煮に例: え， Z-t ~À jひじ口説刀、ら不足当量ふ離しだ量
£ιax守ゴλ，c1x.TY"， I c2r.，<; aぇ: 尺知みノz.-t'(i，Y;， 兎えからみ維したずrL量の扶射殺の英主主

かん(;rみヒ#仏::1) ・4二し Ff机久3λ

p
h
u
 

ワム



[結薬及ぱ考案J: (r)， (ll). (1II)の会守法(二よリ求、わた微量)':..チモ〉のた量持呆を[v:blι
1(二示可。 了a.ble i 

(1 ) S u.. b s t - 1 DA  CU) S5 E.ー工DA
ー也、

C]1) Su..bst -R.A 

一
日] [ロJ む、] [ニ] 計、] [吋

故 A {);(._ A ux. ~A a世
ヌiこ+2iニ24L=ヰ符WLl ζ 

えご-t-y~ 併l 又ザι 何し 2こ+2f-<..勿1 フ~Z -
式

Akat併tkL -s.r'， = J.f.i主 A ar" τ5乙= m. γ心9TI.. 比例

...ili;.=ム・~~"1 AapLYL たよy~d Y~=A双会cx 設す2:leT1 ....s.三 zム・Y..:. 兵Q.r.重4=」2Eー・'(;"0. Y.. :l:こ 0...-. X 

t 
ab;  ?にヘピ 設五十tZL祭ビ主(J_y" .2 

3主
/ 

:重品 ~" .....L 
Z='iι Yふ 1.:.

y品。
r、 j文E孟とJ三 之=官主 ロY<.叉=包』 aロ 百ーl

担 粗対言実差 (%) づトポrL二 j明いた Sb萱 d.リ.N(As(j切否合)， J‘{(oメ3(f]s(.1I[)含有j
イ本A訓} ~'" 1.古 昔、0 1主=/.t 去、0

量 /、j注 ιs 時=.) ム? 再~= .:l. 1.占
耳ロ、 2.~ s_"， ..).s /.3 /く S ~= 2.S o!t 

支
声回、 1え=3 。‘。 ~=: .3 。、屯

4に ~=ょi_S' 0.0 k=: 3.S 。‘G

A<価

/ 
会=ふ /dI.6 "s..=-♀ /1.0 

主L 「員=き .).8 淀z ミ j、五
、J
〈ロ ~きま.7 /cよλ 定=4 -0.& ~"'4 -;.弐

J首
tlI=s J、t -s. =< {; -1.、五
百~-=6 。:?O ~'" b ー/、J/

~ ~Qr，・与 ι かた(ιサたαY.詰.-o.y，‘!J. ;(= じtyι ・与L o. '(~.y~ ヌこ司 a. '(，ι'Ii.. 、:t司・一一一一
ー αx-Qy，- o.Xt't"'- 0. y，ーαh a.企-ayし a.2こ (h. 

相対誤差(幻 [標辛偏差〔刈)] 用いr=.Sb童 d.3 1tメ~C ん(孤);舌含〉 J‘.t6sd(fh(則合有)

湾Asω 's=-/.S /0.7 lα// ] 長=I.f S. 7 [1(<1，，1 

主.f/ -.2.8 /6‘6 
唱=~ミ2 [α¥0$ ] 時=.1 ~.o [?(t1~ 1 

舌 前=lS，).11 l Cl.t1t 1 。2‘σ ~=，，).S ベJ[t1t>s<] 
A官、[O.o.>} [ωρ1 [ tJ.8'ぇ] 民=3 ぷO [ o.tJS 1 [ ()_t:J{( 1 -r..=~ /‘:; lat1{( 1 

t.. =~t 0.7 [ρ.ρt 1 高句よt r?6 l<?t'31 
As(1ii) 

/ 13、/i
定=2ノ1之 [ 0.ρ7 1 孟=~ /3.0 (0..161 

ふt云云 ~=3 6.ミ [ρ.07 ] //タ.0 ~=3 {(.8' [t?d61 
令 [.2バ8'] [ム.>~] ~=4 o.♀ (0.0'1 1 L ~/d 1 貰=4 0. J fo.dtl 
ベ再 ~=s- -2.2 ( o.a ] 員=合一λd[Lqd3a6tb] 

~=6 -/.、吉 [ρ'.tJf? 1 '1<.=ι ームC

Ta.ble 1につい Z各二言法の特徴を比較検討した結果、次内ように/考寝した。
(1). (I)， (正)， (瓜)法νすれの方法についても少、ラフによる yA法のさi..o¥，相主寸言集主吠小Ib¥7T-=.. 

(2.i. AsCωを添相LrJ.ぃ埼令t-:(功、]の守法 E除し、ては相対設五日以内Zいえ量でき，中 Z“る
[E)P(E)のわ去i主将、普偏l差ι-，1、芝〈長剣1"J姑菜乏得た.

(3) ん(周)乏令ι、 t~合J 用いた Sb窒 ωυ44手 (，).-M/AJ) に対L.. S-f告萱《ん(JiL)以タヲfズ6V<J)
~.liヰ存立也るヒ (IL l三α(Jl1.ーホ)のき法r_"LJえ量困難zめる b¥，(1[) ~ (>.." (亙一、)(池田

らの者ゑ l亡 SSE-LT!I?弘政品企せた才法)在同 ωてι4以ょのふ件2失職をf守う
ならlな・土2.?長以下の誤差2・克量Z“主玉三 b町めか)1ヒ.

え献:1).工ん必お伽L..Clzemッ主主pノ'31(1778). υαe?llisiけんttex.ld;Jr(/f12).
:3). J.l?at/.u;.cvna.t.. CMØl~ 丘〉/グ7 (/711). 
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1C17 娃々 の不足当量去によるリンの定量

(舎紅社茨潟市河)0重松俊男工藤~1

1。はじめに 不定当量今粧をとむUフ介新法lムこれまで p アヌミ的rJ経鋒かのy不足
当量同位体キ釈法おJ び不足当重放身羽仁令祈法にわけられて<~rよそれlこ対レy 若者らは
最K，不足当量州自の総点はって p穫足の不足当童相肱Z介類し("l)ら。
kt(当童法(J，本未ノ試乗ぷht嘗重論えlミしf，::iJ 、;ってノ J十のほとんど'!J~ 目的え芳、左の反
応、に度われ七とふ目的えjtこ対レて反応当量ょっ少とよい一尺童左加し目的疋子、のー部
乏 r是量(不足ーノ定量〉命粧する方法 "("ðl J，y。ょのとわ反応:t[ j1~雨明\ぞy 使用する筑
紫;震度。:正確にiRめ旬以ゐrJ 州 J'~ 目的元来の既知童左命制するふι〆可徒であるa まにp
試票沼環のτ更章をふ取しyt要叡の試粋lこ朋之れa，それぞれがわ等しい不足一定量ε分
離するニと〆で3る。
し「がって，不
すむわち，1血E持，工児仁2荻支射従t-=1求<1灼){9こと<:'， あるし 1 は，比荻射青色の支~t-i:Þ'\り目的え素p，
jぞ童Pろも。 ニの場合p不尺当畳分離においてp ① 既知童と分離し y 子の反射能主君lえ
すれtci比湖椛t4(nむととがぞきも (1宣持法，rご「三、レy 目的え煮の必繍擬jp'tいも宇
) ，② 一定量の試罪被用し)，上t荻射能の等しし 1試粁lヰB~*，Oロモ y 比矧取れ t~複
叡の言明かわ不足一文章t1:r離し，それぞれの放射託研l反すれば， 湖慌のおじ量ι
lt放身ザEの安比重Lこ対「じついげゐことかZ'C' ¥1ゐ(比較標準試料を用l)Q方法)。
I城県7従p_*.~ヒコ吋場合y 目的尤素の針重に対しy 刀口とる脳ねるし)lzj丈射世間位
えj震の量にjむじて;支のうつぶ汚之内れゐ。 ゑ1不ノミ当童A刑法のが頬
1 )合有量Lご;すい月日之る荻射)庄町11L疋 担4本と含有宣の府掠
素の量。:摂:視で~~. .Mゆ門 門xミM . Mx.Ms<<附
2冷肩童ビlきlま等しし}坦砕左加え弘 盈時7去 Mx=-~m， 昨十阿三会1'l1，
3)舎有量に汗レ犬遁剰の担体t)]口{弘
li持法ていlJ，3) ほ不可慌であか~'， tl 江較棋f試料主用~)9;守法

較標手試料左用~)る方法lJ) l)ずλドり 伽 shchenKOらpMfq三陥
通用可飛でi)告。このr，Jbe-， ぞれウ(l， 5e田lうの2法 U 

1)がGrashcl1enKOらあるし 1はだ田ちのオ沼雁航法
5f， 2)d，"担棒童t及、tヒ法， fしと 3)jJ ，"比較 樹木工藤0.持
法子ある。ごらに，坦イネ量生、Jヒ法tJJ '鈴 ・鈴木I0z仰う
不・工蕗の才悲おJび冶才にあるし¥tJRLlZi仁切 り法
ちの持(し}わゆるノ不足技剛腕キ。江椴 tv1x=まMs，
奴立)~てわ l) ちJÆ.. ~. よれ内の概宇をまとめて意 1t ~7Ï'す。これらゆ，原理的Lこ桂被量疋
素の尺jElこ通ヴゐ比較法を師、J，マイr-JJ、り~7口t¥身切え童Lこ肩均であ白。そし之 p
これ内の方法lユ， l)ずれの場合吃))基本的掠j下はJ司じぞゐ色。 し打力ぐって J -)妻小説法之

M-QJM 
正ー(α--a)

附場-1)川p

し11J:つ kしお くどうきょし

口百つU
1
1ム



碕丘すれば，よれち叡の不足ご当童相れ目的たj震の護鳥羽、じり安し(iわITむよと灯、

~ J 広III震度死闘しこ議ヮて突し童ρく可能であ包・
本産で(0，すと、に碓tLしTζリン毛リプデン面支のJVlI B K.1，肢とLこよるリンの不足当量6J¥tti

j去を用いy表Hこ庁、しド種々の不足当童&-Fr/まで， Orchαrd. Leaves ( S R M -/57/ ).. 
βpinαιh (SRJV1づき70)JはびLリコ〉中のリンの定室主行rlラド。
2。突較 例行計約のOrchαrdLeo.vE'，s [J d'5 ocぞ、4時間， Spinαe-hlJ ~5 て?之時
向乾燥しfミ。 Lリコシ訊桝lJ，a:s-qioωn単結晶および1)ンド-t'::-J討粁(め{).照射
IJ， )魚折原3汐左用C¥ ，シリコン単結晶lJJRR-3長足営で‘24市町行ぱフド。この寸l世
3小枠lJ)Au-'scモニタε度用し J引い17時向YM?しと評価し，ニ;史的核反凡‘そシリコ
ン2ト1)ッ7スがわl主成、9~ 32p の寄与が左悔し「こ。 J也の ~AJ.料(d- J J R R -2 勺-~ (" 
気主管照射ξ汁ro' フ r~ ， 英、鞍lこ役用し r~ 32. P Ia: )夜夫日童tJ)JIKリン左京芸ff("照射レy 梨注
しfこ。

30 Jt童 文童話来のす]として y亘持法lこJ;o Orcho.JrJ. Lea ves中の筒泉ε春之Lこ
Jt，gr， NBS株主「訊料守のリン1j ) t)ずれの方法を用い[VI N Bβのふ京証J止と-Nしr:。

Tab1e 2 Analytical resu1ts of phosphorus in Orchard Leaves by the direct method 

Samp1e Carrier 
32 
P activ工ty

Amount of Apparent Chemica1 Concent-

tracer， 

weight， amount of test separated phosphorus content， content， ration， 
32 

of --P sarnple， from test separated， 

g M， rng A， cpm 'vtも

(1) Isotope di1ution ana1ysis 

0.4447 

0.4261 

0.3610 

0.3096 

0.222 

0.222 

0.222 

0.222 

36457 

36457 

36457 

36457 

0.3245 

0.3659 

0.3011 

0.3827 

0.3478 

0.002 

0.002 

0.002 

0.003 

0.003 

3945 

3945 

3945 

5902 

5902 

sarnple， 

a， cpm 

3986 

3996 

4650 

5249 

686 

593 

786 

874 

1025 

0.4326 

0.3435 

45403女

35253女

(2) Neutron activation ana1ysis 

0.3606 一一一 39358* 5白88

5614 

5496 

m， mg Mx'， mg Mx， mg 
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u

n

u

0.857 

0.851 

0.703 

0.598 

0.19 

0.20 

0.19 

0.19 

0.21 

0.21 

0.20 

0.21 

0.20 

0.23 

0.23 

0.23 

0.118 

0.118 

0.118 

0.118 

0.118 

0.679 

0.785 

0.592 

0.797 

0.679 

大 Ca1curatedby measuring the activity of 1/10 a1iguot of the samp1e solution. 

0.125 

0.125 

0.125 

0.836 

1.011 

0.802 

SplYlilch. ， シリコン単結晶中のりンの更量結果lこフし)ど9較告する。
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1C18 TTAにぷる般の不足当量分離法

(電電公社殿蹴究所) 0小概ニ J工務刻

1. )予
高純産材料中に含まれる絞置の鉄IJ.、機審判まお捌{む分柏(INAA) で/~正確な足音
lci、むづかしく今離法に占ら7}J/Jなうおけ。そこで、丁丁AにJる鉄の不足当号分耀法を
検討し、 NBS~豪華ガラス( S R門ー 6/ワ)中の鉄の定置に1記用した。

2dZ乗による附抽出 |ゑ!1過剰識によ争前十
有機械l吉、AA(アti-})，.-アゼトパ、|古味蹴落差〔門JI港株 |尚〔月〕蹄〔刻
sF A ( ぺ、々ゾホイ}/_，トリプ lレ才ロアセトン~ 1 15.4x /0-51ペル1100 1 82.5 
、 TTAC 子 l イルトリプ Jt 才ロアセトン~ IAA o.Ll-x Iσ61 q 1 

43液f渋T;;白ぷ:山f1官lU仇rら仙ゐAぷ4ぷ:毘;ゑ結品C弘日土F曲!監E軒tl |出丘μ仰阿4似糾川X刈/6内d
l哨劾泉財を示紳す o来お与リ 丁了Aど画酢7鳩駿工吋手 lル川レ川IIMメ/.6れλ川川/0'川dJ引|いへ川快〉ンバI/00 O∞ O 
の紛わせ側幻状:、もつdビ凶も尚劫出蹄宇杓の崎畠uこピωbぷ¥I岡ち附同 l /. Iμx 10'ぷs附#叫lル川~I /00 Oω O 
わかつた。さう 1にご、 b匂'~ Dどf吻〔了間]かう| IS，<Lx/，〆|ゃセ:>1 / 
勾配として丸~ 3を得た。
不足当尋f法の殺討 |戸r.，...̂Iλ/ x /0さ! ナ I 100 I Q80 
抽出のψH依脅/肢
sqFeトレーすを用リ、酢酸アンもニウム
を加え、/./xIO-S11のT了A-酢鹸工斗lレ
に与る Fe3+の不足当量拍虫の'P H~衣~/l性を d 

検討した。@-1 )ご結果を示す。図ぶリ、 へ4
Fき少の材~の一定な pH線地として pH '2 
5.4-へ6.3を得た。 :33 
才由民の再婚性 完
了TA- 酢酸工十 J~による fe3切手足主 主《
暫献の再場'/Ii~、機j験者表えて検討 話三
した。lll-2 Iご、 2.2X10づ!1， /. / x 10ち1 ~ 
のTTAにぷる昆計の拍均結果を示す。凶 、 l

Aリ、屈!由民における昆3十どTTAとの反ー
庇工ヒ/;)、2.之;</0ソマてはい 3.08) f.IXJO~ 0 

門てい!立 I: 3.16ピ7Jl)、Fe3+200μ9での 4 5'伊H 6 ? 
不足当易自主1J'¥威リ主つニとが示された。 @-1不足当ノ!?よ面白のfH依創生
ヨた、く ¥)1瓦V-1由仕えの布則的 i~J) こどが

こばやしけλじ・くどっさぷし
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